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応 動 昆 


寄 ia 規 定 


1) 寄稿 者 は 会 員 に と か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 と に か ぎり 受理 する と と が ある 。 Oi oh aoe 
2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , CHRLY, 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 文 ( 短 報 を 
含む ), 新刊 紹介 , DR, 会 報 お よび 時 報 と する 。 ee. 
3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 
4) 登載 順序 は 支障 の な らい か ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と と が ある 。 
5) 原稿 は 和文 ある らい は 欧文 と し , 横書き に する 。 和文 原稿 は 現代 仮名 づか らい に よる 平仮名 を 用 に ら , な る さく 当 
用 漢字 を 用 らい る 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ ィ ング する こと と 。 
6) 生物 名 , 外国 語 , 国名 , 地名 な ど は 片仮名 と し , 数 字 は 和信 用 数 字 を 用 に ら る 。 日 本 語 の ロー マ 字 綴り は 慣用 の 
姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 
7) 和文 原著 の 長 さ は 名 上 り 8 頁 ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は , 400 字 話 原稿 用 紙 で 40 枚 前 後 と な る ) UA, 
欧文 原著 の 長 さ は 刷 上 り 6 頁 以内 と し , と の 制限 頁 を 超え る 部 分 に 対し て は 実費 の 一 部 を 著者 の 負担 と する 。 
8) 短 報 は 刷 上 り 2 頁 ( 図 や 表 を 含ま な いら 場合 に は 400 字 話 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 
9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる こと と 。 
QI FF) 
4. 表題 中. 著者 名 ハ : 所 属 名 お よび 所 在 地名 ZK ホホ 。 欧文 摘要 (表題 , 著者 
名 , 所 属 名 お よび 所 在 地名 , HE) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 
CI FR) 
4. 表題 ロロ 。 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 =. AX ah. 和文 摘要 (表題 , 著者 
4, 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , HB) 

11) 和 交 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 綴 り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 欧文 短 報 の 場合 に 
は 和文 表題 , 和文 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 方 に 入れ る と と 。 な お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 の 和 
Mii Bilbo week, 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和文 の 場合 と は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 し と お いて は , 著者 名 (FS) S412 (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 

"著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め る と と る に よる (上 農学 進歩 年 報 た 収録 )。 了 欧文 誌 に つい て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 充分 理解 で きる よう な も の と する と と 。 

16) 挿図 の 挿入 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 挫 記 する と と 。 

17) 挿図 は 著者 に お に て あら か じ る め 1/2 程度 に 縮 少 で きる よう に 墨 汁 で え が き 必ず 白色 の 厚紙 と は る と と 。 不 完 
全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

19) 既 載 原稿 は 返却 し な い , 写真 お よび 挿図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 

20) 原著 論文 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と し 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら 別 刷 所 要 数 ( 贈 量 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 と 朱 記 する こと と 。 

21) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 と つ ら て は 原著 論 六 の 場合 と 同じ 。 

22) 文部 省 科 学研 究 費 な ら び に と れ に 準ずる も の に よる 研究 は 必ず その 旨 を 脚 族 に 明記 する こと と 。 

23) 原稿 用 紙 は 400 Fa CS SSN< BSH, 2 CHB) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 1 イン チ ず つ あ ける こと とこ と 。 

24) 原稿 は 書留 便 を も っ て 下記 へ 送付 する と と 


東京 都 北 区 西ヶ原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 


Wa i S GLEB A ti 7 
Ye を 学 


こ ホ コ 


a = = 
-H RFR ee & 


東京 大 学 伝染 病 研 究 所 ・ 新 潟 県 長岡 保健 所 


いわ ゆる ホコ リ ダ ニ 類 tarsonemid mites は py CS 
も 多く は 体長 0.2mm に K 足 りな い ダ ニニ 類 で , MEMO 
態 の 差 が 著しく , 雌 は 前 体 部 に 1 対 の 球根 状 の 感 党 器 
( 往 気 内 器官 ) pseudostigmatic organ を も ち , 第 4 膨 
が 細く て 著しい 変形 を 示す し , 雄 は 前 記 の 感覚 器 お なく 
て 多く は 第 4 脚 が 太く 異常 な 形態 や を と る は な は だ 変っ た 
1 群 の 動物 で ある 。 こ の 類 は 極め て 微小 で 肉眼 で は か ろ 
うし て その 存在 を 認め う る に すぎ な い が , その 分 布 は は 
な は だ 広く , 欧米 で は 色々 な 上 農作物 の 害虫 と し て 問題 に 


され て 所 りり, cyclamen mite, broad mite, fern mite, 


pineapple mite, sugarcane mite な どの 俗名 で よび ば 
れ て いる 雑多 の 種類 が これ に 含ま れる 。 ま た 貯 殻 害虫 と 
し て も & も Tarsonemus oryzae Tarvioni-Tozerra, 1878 
が イタ リア で 米 の 害虫 と し て 報告 され , 我国 で る 甘利 

(1918), 岸田 (1927, 1947) は 厩 粒 か ら Tarsonemus 
hordei Kismpa を 見 出し て いる 。 と の ほか , ホホ コリ ダ 
ニニ 類 が コナ ダニ 類 と 共に し ば し ば 人 尿 な どか ら 見 出さ れ 
て 医学 上 の 問題 と な っ て お おり, 泌尿 系 や 呼吸 系 の 偶発 的 
な 寄生 虫 と し て 特に 我国 で は 古く か ら 注目 され て いる 
(eX, 1951)。 

目 本 に お ける ホコ リグ ダニ テニ 類 の 研究 は と これ まで は な は だ 
未 充分 , か つ 了 断片 的 で あっ た が , この 類 の 上 農業 上 , 経済 
上 な いし 衛生 上 の 被害 は 欧米 に お いて 注目 され て いる と 
同じ く 色 々 な 形 で 発生 し て いる も の と 推定 され る 。 す で 
に 西 半 球 の ホコ リ ダ = 類 て つい て は Ewine (1939), 
BEER (1954) な どの 広汎 な 研究 が 行わ れ て お り , AA 
お よび その 近辺 の 材料 に じ つ い て $ 今後 の 調査 と 整理 が 待 
望 さ れ て いる の で , と りあ を る ず 筆者 ら の 採集 し た 貯蔵 食 
品 に 見 出さ れる ホコ リ ダ ニ に つい て の 知 員 を まとめ て 考 
察 を 加え , 将来 の 研究 発展 へ の 礎石 と し た いと 老 えた 。 

と の 共同 研究 に あたっ て は 主として 真 員 が その 材料 採 
集 を 担当 し , 佐々 が 形態 学 的 , 分 類 学 的 な 検討 を 分 担 し 
ifGe 


材 料 


と と に あげ た 種類 は 主として 1953 年 か ら 56 年 に か 
け , 新潟 県 長岡 保健 所 おぉ よび 伝 研 寄生 忠 部 で 集め た 七味 
トウ ガラ ジ シ 。 手 魚 , シイ タケ 等 の 貯蔵 食品 , UB, タン 


(1956 年 9 月 7 日 受領 ) 


FMEY, TYFFFTRE UEOMRTK . MMS Nic 
DCHhS #1), S=HteHet, Ris VA vEry- 
BPS FIRICE ORL, HA+7aF—wWMm (VIE 
アゴ ム 8g, 抱 水 クロ ラー ル 30g, 水 酢 酸 cc, 7k 10cc, 
TY\eVv20cc PRMRLIZED) CATA PICTHAL 
た 。 こ の は ほか, 佐々 お よび 真 貞 に 人 尿 か ら 検 出し た 標本 
と し て 医師 か ら 贈 ちち れ た る の に る も 同一 種 と みな され る も 
の が 含ま れ て いる 。 記 和 載 に 用 いた 基準 標本 は 1956 年 4 月 
13H, MCh ID HTY EORBLKAEDCHS. 
第 1 表 ホコ リ ダ ニ 食品 別 検出 成績 
(長岡 保健 所 , 1955~ 6 ) 


食 品 検査 数 陽性 数 陽性 率 
お WY eee te 15 8 53. 5% 
Ds ies IW 1 8.3 
し Wa Ke け 10 8 80.0 

Ss & 10 8 80.0 
菓子 (ビス ケッ ト ) | 10 0 0 
m alee P| 9 2 
yy te + 6 \18 24 22:3 
z DO th 3 0 
te Be こる る こぶ 3 i 
Fags W | 4)10 376 60.0 
Ce I SS 3 Z. 
ax ン | 10 4 40.0 
味 my | 17 | 1 539 
形 態 


広義 の ホコ リ ダ ニ 類 は いずれ も 雌雄 の 形 の 差 が BU 
(, 顎 体 部 (Has) は 大 部 分 が 鉄 角 未 で お われ て fae 
palp の 発達 が 悪く , 各 脚 の 基 条 apodeme は よび 発達 
し て いる 。 雄 は 気 門 が な く , WM BevIT HK & HIE DATE 
i genital papilla を る ち , 第 4 脚 は 太く 変形 し , BR 
pulvillus は 第 1, 2, 3 脚 に あっ て 第 4 脚 じ な くさく, Mis 
第 1 脚 の は 釣 針 形 で 分 岐 し な い が , BB 2, 3 脚 の も の は 
Y 字 形 に 分 岐 し , 第 4 WCRI RK CES ERR 
に する 。 Het 1, 2 脚 問 に ラケット 形 の BAMA 
pseudostigmatic organ を 生じ , 気管 が 体 の 前 端 近く 
THOU, 脚 は 策 1, 2, 3 脚 は ほぼ 正常 で ある が , B 
4 脚 は 細く , 6 AR HSA, 末端 に 長い 2 本 の 毛 を 
生じ て 特異 な 外観 を 時 する 。 

憧 さ に 記載 尼 た 種 は ホコ リグ ダー 属 の うち 次 の よう な 特 
徴 を も る つも の で ある 。 


2 A A US FA Om Bow ye a 第 1 巻 第 1 号 
雄 ( 図 1,3) 基準 標本 は 体長 154g ( 胴 後 端 より 顎 体 後 体 部 hysterosoma 背面 は 広い 単純 な 面 を 示し , そ 


部 先端 まで ), 体 の 最大 幅 85m, BUA, 前 体 部 , 後 体 
部 及び 4 対 の 脚 を 区別 し うる 。 胴 部 は ほぼ 6 角形 を な 
し , 側 緑 は 直線 に 近く , 前 体 部 の 境界 の ほか , 後 体 部 後方 
に も 横 条 が ある 。 

azn gnathosoma 長 さ 約 32m, WR 20 p T, fit 
に 長い 。 Kiba DRIED Hy ti cheliceral sheath で 
434341, 先端 に わずか に 人 触 肢 palp と 鉄 角 chelicera 
が 突出 し て いる 。 背 面 の 先端 近 《 と 上 腹面 の 先端 近く に 各 
1 対 の 短い 単 条 毛 を 生じ て いる 。 

HIS propodosoma 背面 と 斜 の 列 を な し て 4 対 の 
所 を も っ て いる 。 と これ を 前 方 より P1~P4 と 名 づけ る 
¢ Pl tt 20n, P2 td Ip, P3 it 32y, P4it12y 
を 示し ,P3 は 他 に 比べ て は な は だ 長い 。 P4 it P1~P3 
の 線 よ りや や 外 方 に 外れ て 生じ , P1 は 前 端 外 角 近 くに 
位置 する 。 

腹面 に は 第 1, 2 脚 を 生じ , 第 1 脚 前 緑 の 基 人 条 す な ね わ 
ち 第 1 基 条 は 合 し て 正中 を 縦 に 走る 胸 条 (前 正中 基 条 ) 
を 形成 する 。 第 2 脚 の 基 条 (第 2 基 条 う は 斜 に 走り , FH 
右 接近 する が , 内 端 は 遊離 する 。 第 1 基 条 の 後方 と 第 2 
基 条 の 後方 に 各 1 対 の 剛毛 を 生ずる (v1, v2), 


の 前 方 側線 近く に 1 対 の 所 Chl) を 生ずる 。 後部 に は 

3 対 の 毛 (h2, h3, h4) を る つ 。 とれ ら の 長 さ は hl— 
22, h2—24y, h3—194, h4a—13u で ある 。 後 端 部 に 
は 背 板 と 腹 板の間 に は さま れ て 本 属 特 有 の 形 を し た 生殖 
業 が あり , その 後 端 部 は 外 方 に 突出 し て いる 。 外 形 は 末 
端 の 切断 され た 心臓 形 を な し , 基部 中 央 は BAU Cu 
る 。 林 端 は 広く 開い て , 陰茎 が 突出 し , 1 対 の 剛毛 状 の 
生殖 隷 を 生ずる 。 そ の 腹面 と は 肛門 が ある 。 

第 3, 4 脚 の 基 条 は は な は だ 見 事 に 発達 し , 2 対 の 指 
状 和 構造 と し て 後 体 部 腹面 の 大 部 分 を 占め て 安全 な 境界 で 
PHEAVTWOS_ CAG Vif 6 MATH 3 基 条 , 第 4 
基 条 , 後 正中 基 条 と 名 づけ る と , H3KAOMPMBA Mic 
1 対 の 穫 (v3) と , 第 4 基 条 の 後部 外側 に 1 対 の 毛 (v * 
4) と を 生じ し て いる 8 

TA CE. 3, 左側 ) 第 1, 2 脚 は 相 接 近 し て 前 体 部 腹 
KOHL, 前 外 方 に 延び , 第 3, 4 脚 も 相 接 し て 後 体 
部 か ら 生 じ , 後 外 方 に 延長 し て いる 。 第 1, 2, 3 Hats 
AER SHLOMO, 常 型 を 示し て いる が , 第 4 脚 は 
4 節 ( 他 の 種 で は 3 節 の 場合 も 報告 され て いる ) LOR 
り , その 変形 が 著しく , 分 類 学 上 重要 な 特徴 を そなえ で 
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第 2 図 Tarsonemus sp. se 


第 3 図 arsonemus sp. te etl) ME 右側) 
ERE Ao 3 Ze rey) 


4 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


いる 。 各 節 の 名 称 は 第 1) 2, 3 肢 で は 基 節 coxa, Bi 
fumur, 膝 節 genu, iii tibia, 
の 5 節 , 策 4 脚 で は 膝 節 が な く て 他 の 4 節 よ り 成 る と み 
な し た が , と これら が 果して ダニ = ニ 類 の 一 般 の 名 称 C 相 当 す 
る か どう か は 問題 で ある 。 

各 脚 の を それぞれ の 節 じ お ける 剛毛 の 配列 は 図 3 に 示し 
た 通り で ある 。 即 ち , Bl 脚 は 基 節 に 毛 が な く , PBMC 
4 本 (Brmgk は 3 本 と 記載 ) 膝 節 に 4 本 の 単 条 毛 を もち , 
膝 節 は 背面 基部 に 太く 短い 先 の 丸い 和 毛 ( お そら 感覚 束 ) 
を ゃ 1 本 と 5 本 の 単 条 毛 を 生じ し , その 中 の 2 本 は 長い 。 末 
節 に は 背 外 面 基部 に 1 本 の ジ シ p> eVBORRM, TOR 
方 に 梶 棒状 の 短い 所 を 1 本 , 節 の 中 部 に 4 本 , 末端 部 に 
4 本 (うち 背面 の 1 本 は 太く 長い ) を 生ずる 。 末端 に は 
LADAIKU SU WHBOM & HRS 6 Do 

第 2 脚 は 第 1 脚 に 比 し 毛 の 数 が 少く , 基 節 は 無 毛 , BE 
節 は 3 本 , EATS SA, 膝 節 に は 4 本 の 単 条 所 を る もち , 
末 節 は 基部 に 幅広 い シ ャ モジ 形 の 感覚 球 , PREBIT AA, 
末端 部 に 1 本 の 単 条 毛 を 生じ , うち 背面 中 央 の 1 本 は 長 
Wo 末端 に は Y マ 字形 に 分 岐 し た 爪 と 得 毅 を る もつ 。 

第 3 脚 は さら に 和 毛 が 少 《, 基 節 は 無 毛 , BRARIE 1A, 
膝 節 は 3 本 , 膝 節 は 4 本 , 末 節 は 感覚 隷 な く , 中 央 部 に 
A, 末端 部 に お そら く 《 く 1 本 の 単 条 毛 を 生じ し , AIC is Hy 
盤 と 2 本 に 分 岐 し た 爪 が ある 。 

第 4 脚 は は な は だ 太く て , 4 節 よ り 成 り , 基 節 は 幅広 
{, 1 本 の 毛 を 生じ , MANES 354, 幅 23m TRE 
が 幅 の 約 1.7 倍 , 内 縁 に は 特殊 な 突起 は な く , 基部 腹面 
に 1 本 の や や 短い 毛 , 末端 部 の 背 腹 面 は 各 1 本 の や や 長 
い 握 を 生じ , その 基 根 部 は いずれ も 丘 状 ど 隆起 し て い 
Sq WEAHISHR 94, RS 84 で わずか に 幅広 く , 背面 に 
2 本 , 腹面 に 1 本 の 短 毛 を 生じ し , その 末端 に は 太い 大 き 
な 爪 を 生ずる が , PARILZLVY, 

WE (SJ 2,3, 4 の 基準 標本 は 体長 153 ヶ ( 顕 体 部 先端 
より 胴 後 端 まで ), 体 幅 約 88m ( 圧 平 標 本 う , 宮 体 部 は 
体 の 前 方 に 突出 し , 栗 実 形 で , 長き さ 35p, 幅 23m, I 
EBISISIZIBAB SU, PRRITHE & HK っ て 丸い が 両側 緑 
は 直線 に 近い 。 前 体 部 と 後 体 部 の 間 に 境 界 が ある 。 

前 体 部 此 面 に は 図示 する よう に 3 対 の 所 (Pl, 2, 3) 
を 生じ , P3 は 長い 。 前 縁 の 両側 , BARE DRT 1 
対 の 気 門 が 開き , ここ と から 後 方 に 気 答 が 走り , CADE 
2 脚 基 節 の 附 根 に 向 っ て 左右 開い て いる の が 透視 され 
る 。 ラ ケッ ト 型 の 位 気 門 器 官 は 背 板 の 腹 側 で 策 1, 2 肢 
の 基 節 の 間 の 背 側 の 陥 入部 か ら 生 じ , 長き さ 約 15x で , 椿 
円 体 部 は 柄 部 より DUR, 全面 に 微 手 を 生じ て いる 
(BEER を 始め , 了 欧米 の 文献 に は と この 器官 が 背面 か ら 生 
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ずる よう に 記載 し て いる が , 明らか に 背 板 の 腹 側 か ら 生 
じ ビ で お ぉ 9 岸田 (1923) OME CORTCILELY)> 

後 体 部 背面 は 少な くも 5 枚 の 背 板 が 互 に 重なり 合っ て 
39, その 側 縁 は それ ぞ れ 突出 し て いる 。 背 面 に は 図示 
する よう に V 字 形 の 列 を な し て 4 対 の 所 が 生じ し , この ほ 
か 後 緑 近 くに 3 対 の 毛 が あ る 。 

胴 腹面 で は 基 条 が よく 発達 し , 策 1 基 条 は 左右 合 し て 
正中 基 条 と な り , 第 2 基 条 の 内 端 は 遊 見 す る 。 そ れ ぞ れ 
の 後方 に 1 対 ず つの 腹面 毛 (v1, v2) を 生ずる が , v2 
が 長い 。 後 体 部 腹 和 面 と る 図示 する よう な 基 条 が あり , 2 
WOE (v3, v4) を 有する 。 肛門 は 腹面 後方 正中 に あ 
Od 

脚 ( 図 3, 右側 ) 第 1 脚 は 4 節 よ り 成 り , WACK 
節 の 境界 が な く , 末端 に は 科 盤 と , 分 岐 し な い 釣 針 形 の 
Meh, 基 節 は 無 毛 , 須 節 は 4 本 , 膝 節 も 4 本 の 毛 を 
ES 4S. JER tibiotarsus は 基部 ( 膝 節 じ に 相当) に 1 
本 の ふく れ た 横 紋 の あぁ る 感覚 刺 , と これ より 少し 末端 より 
に 5 本 の 単 条 毛 , 中 基部 に 同様 の 感覚 来 1 本 と その 前 方 
に 5 本 の 単 条 毛 , 末端 部 に 少く 《 も 2 本 の 末端 毛 を 生 ず 
る 

第 2 脚 は 5 節 よ り 成 り , 基 節 は 無 毛 , BRATS 本, 膝 節 
3A, IEA 4 ADAG, 末 節 に じ は 基部 に 感覚 隷 1, AB 


19574F 3 月 


PEK 1, 中 天 部 に 単 条 毛 4, 末端 部 に 2 本 の 短い , 先 
の 太い 毛 を 有する 。 末 端 に は 得 盤 と 2 本 の 爪 を も つ 。 

第 3 脚 は 策 1 2 脚 よ り 細 長く , 4 節 よ り 成 り , BAP 
WES lbp, 幅 6x CHES, ADKIBFOLI Be 
示し , 無 毛 , PRATT 47S (Beer lk 3A FcR), 歴 節 は 
3A, 末 節 は 3 本 の 単 条 毛 を 認め る 。 末 端 に は 科 盤 と 2 
本 の 人 爪 を 生ずる 。 

策 4 脚 は ひど パ さ 変 形 し て お おり, 基 節 は 極 状 で 無 手 , FH 
2 節 は ひし ゃ げた 球状 で , 策 3 節 の 関節 部 の ふく ら み と 
も 解釈 され , 無 毛 , 第 3 節 は 細長 く , 外側 基部 と 末端 部 
に 1 本 ずつ の 短い 毛 を 生じ し , 第 4 節 (末端 部 ) % 細 長く 
CHM ( OMG PENS 2p OX ROBE, 末端 
か ら さ ら に 太く 長い 凡そ 604 の 所 と を 生じ て いる 。 

な お , 本 種 の 卵 は 大 形 で , 椿 円 形 を 示し , 長径 88g, 
短 径 66n の も の が 雌 の 体内 に 見 出さ れ た (M4). 


考 ax 


ホコ リ ダ ニ 類 の 存在 は か な り 古 く か ら 認 め ら れ て いた 
DB, その 形態 が 甚だ 小さ く , 特に 分 類 学 上 重要 な 諸 特 徴 
DTA RO Wi BE AW TPA UTAS BHEOR 
細 な る の で ある た め に , 吉 典 的 な 記載 に は 不 完全 ある い 
は 誤っ た も る の が 多く さく, MORMEITHL WHE STAT 
NAG 

日本 に お いて この 類 の 研究 が 初め て 学術 誌上 た 現われ 
た の は , +25 ( =A, Scripa (1893) PAR PHS 
ダニ を 見 出し て と これ を 泌尿 系 の 寄生 虫 と 考え , Nephro- 
phagus sanguinarius と 命名 し た 報 文 で あろ う 。 その 
記載 及び 図 は は な は だ 不 完全 な る も の で あっ た が , COME 
中 と され た も る の に 対し , 崖 田 (1923 a) は Tarsonemus 
属 で ある と と を 指摘 し , 自ら の 材料 か ら そ の 再 記 載 ( 雄 ) 
Bitott. CHEOSR, HA) 1918) (LAA DS Y 
ルツ ネー マス の 1 種 を 報告 し て いる が , 同じ 報 文 に お い 
て 岸田 は これ を Tarsonemus hordei Kisuipa, 1923 
と 命名 し た 。 こ の 簡単 な 記載 お よび 図 は 岸田 (1927, 19 
AT) に より 動物 図鑑 に あげ られ て いる 。 

=, Soripa DECK, AR, BRS EOMED 
らち ダニ を 検出 し た と いう 報告 が 日 本 の 医学 論文 に 数 多く 
現われ た し , 「 外 園 の 医学 誌 に る も るい 《 つか の 記録 が 散見 さ 
れる 。 こ と これら 人 体 材 料 か ら 検 出さ れ た と いう ダニ は コナ 
リン ニン = 類 靖 ぶ ググ 三 類 誕生 
ウッ ヒダ ニテ ニ 類 な ど 数 多く の 雑多 な 部 類 に わた っ て いる が , 
FDA GRAY PHRMA Re HD TS 
と と は 注目 に 値する (佐々, 1951, 人 体内 ダ = 症 参照 )。 

そ ど で これ まで 目 本 に じ お いて 学名 を あたえ て 記載 され 
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た ホコ リ ダ ニ 類 の 記載 を まとめ て みる と 次 の よう に な 
is 


1. Tarsonemus sanguinarius(MIYAKE et SCRIBA, 
1893) Kisuipa, 1923. 

2. Tarsonemus hordei Kisuipa, 1923. 

3. Tarsonemus latissimus Kisurpa, 1923. 

4. Tarsonemus affinis Kisupa et Harapa, 
1925: 


し か し な が ら , 以上 の 4 種 の すべ て が 独立 種 で ある か , 
また 筆者 が と で に 記載 し た 貯蔵 食品 に 普通 に 見 出さ れる 
種類 が 果して その 何れ に 当る か に つい て は その 記載 が い 
TREARDASIDIT 容易 で 決し な な いこ と で る る (6 
=, Sor'pa (1893) の 原著 の 記載 や 図 は , その 雄 が 
Tarsonemus 属 で あろ うと いう こと を か ろう し で 推定 
され る に すぎ な い 。 上 岸田 (1923) が 他 の 患者 の 尿 か ら え を 
た 雄 虫 を これ と 同一 種 と みな し て 再 記 載 し た 報告 に お い 
て は , WARES Mas Hist, や や くわ し い 記 和 載る ある が , 
た と えば 4 対 あ る べき 前 体 部 背面 毛 が 全 《 く 見 落 さ れ て そ 
DEM EAST, 4 対 あ る べき 後 体 部 毛 は 1 対 だ けが 描 
か れ て いる 。 原 著者 は 策 4 脚 末 端 に 2 本 の 爪 が ある て と 
を も っ て すべ て の 既知 種 と 区 別 し う る と 考え て いる が , 
と の 2 本 の うぅ ちの 細い 方 の 1 本 は お そら で ホコリ ダニ = 属 
の 全部 に なみ ら れる 末端 部 剛毛 で は な いか と 推定 され , ま 
た その 第 4 脚 の 第 3 節 , 第 4 節 と 記さ れ て いる も の は 単 
な 肛 節 で ある べき で 半 む し じ ろ 策 5 人 節 と 記さ ざれ で いる も 
の が 我々 の いう ぅ MEA EARTHS UL, その 有 麻 節 の 方 か ら 
長大 な 所 が 生 し て いる の が 本 来 の Tarsonemus ROWE 
虫 の 構造 で ある と 考え る 。 な お こと の 雌 虫 は 未知 で , AN, 
須田 , FRA (1924) は T. latissimus と 名 づけ て 記載 
し た も の が T. sanguinarius の 上座 か る 知れ な いと 述べ 
TN 

T. hordea は 雌雄 と る 簡単 に 記載 , 図示 され て いる 。 
岸田 (1923) が これ を 新種 と し て 記載 し た 理由 は Ewrne 
(Canad. Entom. Vol. 54, No.5) の 検索 表 ( ke1$ 
の で , “FF. 第 4 脚 の 第 3 節 の 幅 が 長 さ より 劣る ” OW 
に 該当 し , で の 長き さ が 幅 の 2 倍 よ まり 少な いで と を 以 で 
T. waitee EDP TWSds, HRA (1927, 1947) OB 
を みる と , 第 4 脚 第 3 節 の 幅 は 長 さ より 大 で , 前 記 検 索 
表 中 の F 項 に お ちる べき で ある 。 こ れ は 節 の 番号 に 誤解 
が あっ た た めで は な いか と 考え られ る 。 こ の 意味 に お い 
て も T. hordeéi の 学名 が 有効 で ある か どう か は HRA 
BETS Bo | 

T. latissimus 38 KO T. affinis (xHE CHR A Niz 
る の で , ABROAD tl CHE IRMITL CT ONT 
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いる た め , その 独立 性 に じ つ い て は 雄 を た し か め た 上 で な 
いと 何と る も る いえ な い 。 AR, AU, 岸田 は . latissimus 
と T. horde の 上 座 と の 区 別 点 と し て , 1. 体 は 細く な パ く , 
末端 は 広く か つ 丸 い 。。 2. 4 BHO AGH O Bld =p AF 
の 長 さ で ある 。 3. ラケット 状 毛 の 柄 が 短い 。 の 3 点 を 
あけ びり GN る すき RR (COWIE 
Hix “T. latissimus に 近似 せる も 後 体 部 並 に 歩 脚 の 構 
造 , 和 握 の 数 等 に 差 あ り ” と いう 3 岸田 の 意見 を 引用 し て い 
る が , 両者 の 歩 脚 の 構造 や 毛 の 数 の 記載 に は 本 属 の 雌 と 
し て 当然 その 存在 が 測 さ れる 数 多く の 毛 が 大 部 分 見 落 さ 
れ て お り , 脚 の 節 の 観察 る 不 完全 で ある の で , これ を 別 
種 と みな す 根 拠 は 欠け て いる と 考え ざる を えな い 。 
そこ と で , 我々 が と と に 記載 し た 広汎 な 分 布 を 示す ホコ 
リ ダ ニ が いずれ の 種類 に 該当 する か に つい て も は な は だ 
し い 困 惑 に 直面 する 。 日 本 か ら 既に Co 
ち , COMER D6 4A TC T. hordet (CiX4T AS 
が 深い が , HEDINE PHS & D3 a7E 9 FE ss も し 三宅 , 
Sorrg4 や 崖 田 の 記載 の 不 充 分 な 点 を 補修 する と 雄 は T. 
A ere MED IE VE 
T. affinis と し て あげ られ た 図 に も 近似 し て いる 。 
また , 欧米 に お ない て 報告 され た 種々 の 異同 を 検討 する 
た め に , た と えば Ewine (1939) の 検索 表 と あて は め て 
みれ ば , そら は T.floricolis CANESTRINI et Fanzaco, 
に 該当 する 。 こ と の 種 は 既に 1876 年 に イタ リー に お いて 
“FE” か ら 採 集 記 載 さ れ , T. minusculas と 共に 本 属 
で は 最も 古い も の で あぁ あり, Bertese (1894) と よっ て の 
Kramer の robiniz, 


Troussart の socialis, SICHER 
et LronARDI の supinoi, macronychus も その ジ シノ ニ 
ム あ る と みな され て いる 。 

し か し , OupEmans(1926) は floricolis は minusculus 
の シノ ニム と 考え て いる 。 ま た Brrr (1954) は Ewine 
(1939) の floricolis は chionaspivorus EwING, 1911 
の シノ ニム で , し か も これ を Steneotarsonemus BrER, 
1954 と いう 3 ぅ う 新 属 に 入る る の と みな し て いる 。 と の 見 解 
に つい て は , その 新 属 の 独立 性 の 問題 と 共に 筆者 と し て 
は は な は だ 不可 解 の 感 を い だ か ざる を えな い 。 

以上 の よう に ホコ リ ダ ニ 属 の 分 類 は た と え を Ewirg や 
BEER の 近年 の 報告 を な みて も まだ は な は だ し い 混 乱 を 示 
し て 所 り , 古く 欧米 や 日 本 で 命名 され た 種 に つい て は 模 
式 標 本 が な く , 図 や 記載 も は な は だ 不 充分 な る の で ある 
DC, こと に あげ た 種 が いずれ の 学名 で よ ば れる べき か 

を 容 克 に 決し えな いこ と と が 分 っ た 。 そ し て , 従前 の 記載 か 
ら あ えて これ に 該当 する 学名 を さがす と , Tarsonemus 


floricolis CANrsTRINI et Fanzaco, 1876 が 最 る 妥当 


第 1 巻 第 1 号 


の よう に 思わ れる 。 こ の 種類 は T. minusculus と 共に 
BOe HRMANCR I) S=HCH)y SLOVIFA 
る ある と こと か ら BEG 6 分布 % 広い も の で あろ うし , 
Ewrne (1939) の 再 記載 に て らし 合せ る と 我々 が と こと に 
述べ た 種類 は お お むか ね それ に あて は まる 形態 を 示し て い 
る か ら で あ る 。 しかし, と この 見 解 が 果して 正しい か どう 
DIES GIT DUWRMRMLOSAUL, A-By rs, RAT 
基 産 地 で ある イタ リー 産 の 標本 と の 比較 検討 な ど を 行っ 
TCE CBWE E BWA TLV 


a os め 


ホコ リ ダ ニ 類 は 日 本 で る 諾 作 害 虫 , 貯蔵 食品 害虫 お よ 
び 衛 生 害 虫 と し て 重要 な 役割 を 演じ つつ あぁ る こと が 想像 


され る が , 従前 は その くわ し い 研 究 が 行わ れ て いな か っ 
KOC, と りあ ええ ず 多く の 貯蔵 食品 や 薬品 に 見 出さ れ た 


1 種 じ つい て 形態 の 記載 を あげ , さら に 日 本 及び 外国 で 
と これ ま で 報告 され た ホホ コリ ダニ 類 し つい て の 考察 を 行う 
た 。 従 前 の 文献 に お おけ る 記載 が 不 充 分 な た め に , COW 
通 種 に いずれ の 学名 を あたえ る べき さか は 判断 に 苦し ん 
だ が , 一 定 の 仮定 を お いて , と りあ えす ず Tarsonemus 
florlcolis CANESTRINI et Fanzaco, 1876 と [ali ae 
と と が 現在 と し て は 最も 無難 な 判断 で ある と の 結論 に 
Wiles 

ASTAFE IT HED) % A TOT a EB Be 
[nl x felt AT Be Hi FA 878 
fa ay AE He aH 


oa 
1 


UBB, fe 
博士 お よび 資料 の 整理 を 担当 され た 
三浦 昭子 氏 ら の 方 々 た 深謝 する 


Bl ke So re 


HALE (1918) RHeBRE3 (6) : 371. 

原田 定 次 (1925) 中 外 医 事 新 報 1086 号 : 859~866. 

岸田 久吉 (1223) 動 雑 35 : (415) 203. 

岸田 久吉 (1927) 日 本 動物 図鑑 北 隆 館 . 

岸田 久吉 (1947) 日 本 動物 図鑑 北 隆 館 . 

木村 哲二 , 須田 秀 二 , 岸田 久吉 (1924) 成 医 会 雑誌 人 3 
C3) + 301~313; 

Mryakr, H. und E. S rrpa (1893) Berl. Klinisch. 
Wochenschrift, Nr. 16 : 374. 

Mrvake, H. und E. Sorrpa (1893) Mitt. a. p.Med. 
Fak. Kais. Jap. Univ. (Tokyo) WM, I. 

佐々 学 (1951) 人 体内 ダニ = 症 79pp. 医学 書院 , 医家 


ie 


ie : 80. 


195748 3 4 


fer > RA: 


貯蔵 食品 ば 見 出さ れ た ホコ リタ ダニ 7 


Summary 


Studies on the Tarsonemid Mites in Stored Food. 


Manabu SAsA and Haruo SHIGAI 


Department of Parasitology, 


the Institute for 


Infectious Diseases, the 


University of Tokyo, and Nagaoka Health Center, Niigata 


A species of tarsonemid mites has been found 
to be widely breeding in stored food products 
(dried red pepper, dried fish, mushrooms, etc. ) 
and in various drug samples (lactose, albumini 
tannas, gentiana pulverata, etc.). Its male and 
female were described and figured, Taxonomic 
accounts for the previously described four species 
of the genus Tarsonemus from Japan were given 
in detail. The present authors came to the con- 


clusion that because of the incomplete and inade- 


quate descriptions by the original authors, it was 
difficult to identify the present species to any of 
the four Japanese ones. By reviewing foreign 
papers dealing with the group of mites, we attained 
to a decision that the present species shared many 
of the important morphological characters in com- 
mon with Tarsonemus floricolis CANESTRINI et 
Fanzaco, 1876 as was redescribed by Ewrne (1939), 


and should tentatively be identified so. 


吸収 性 昆虫 の 加害 機構 

Nuorteva, P. (1956) : Notes on the anatomy of 
the salivary glands and on the occurrence of 
proteases in these organs in some leafhopper 
(Hom., Auchenorrhyncha). Ann. Entom. Fenn. 
22 (3): 103~108. Studies on the effect of the 
salivary secretions of some Heteroptera and 
Homoptera on plant growth. ibid. 22 (3): 108~ 
117. Developmental changes in the occurrence of 
the salivary proteases in Miris dolaburatus L. 
(Hem. Miridae). ibid. 22 (8): 117~119. 

WU HE Be Ht D te WR IE BEIT OL CT OREM IT MEL YW DS 
現在 まで に 得 ら れ た 結果 を 要約 する と 次 の よう で ある 。 

Ll. DY AROMWEM : HAMIL 20OR I Pom, 
その お の お の は 管 で 連結 し , RABBI ICKL IE 
部 末端 まで 達し て に る 。 一 腺 は 腎臓 型 で ある 

I. +i OMI: RAMA OY AREAL. TO 
大 き さ は 両者 共同 じ で , MAAKMEL TS. hips 
BIKCH So 

WM. S324 ROWER: KAMAL T ORE CHD, 
RUD iM BIRESL CWB, BUMS IK CHK. 

CAL DABS S D AER HP IC BE 1S TA He DR 
持っ て いる も の が ある が アワ ラキ ムシ 2 種 と ョ コパ バイ 5 
種 に つい て 調べ ぶた と と こと ろ る , FIIF AYE O Aphrophora 
alni (Fauu.), Philaenus spumarius (L.) ヨコ バイ 科 
BD) Soh gee aw) =] S| ON or ee) ol Ges eae 
は 見 られ な か っ た が ,Graphocroerus ventralis( FA. ) 
で は 非常 に 活力 は 低 に が pH 5.4~7.0 | 25 EA IE 
れ た 。 Eucacanthus interruptus (L.) で は 弱 ア ルカ リ 


$e 
VEE SSEVEICOARM SHHPYECIAMIGARASAF, ヒロ ョ 
ANA OLRM VA VERE ICBHZALE, TH 
& ARITA 1S HE BB Se ae OS 


Te VRP WAY DS HAITI A SIBLE SCICHZ OPE 
が 現われ , EOWRISM AD wv ev に よる 発育 変調 と 
良く 似 て に る 場合 が 多 に 。 こ と この と と か ら 嘩 腺 分 滋 物 が 植 
物 発 育 促進 的 な 面 と 毒素 的 な 面 と を 持 ょ てい る と と が 考 
ASN CRE, ROAM A CAAA MRC, 発育 促進 
作用 を 持っ た 物質 は に いら ずれ の 種 か ら も 見 られ な か っ た 。 
し か し 生育 阻害 を 起す 物質 は メ ク ラ ガメ 科 の Miris 
dolabraius i 2 ムン 2 
ラム シ 成 虫 C じ おら に て で て 見 られ た 。 

HDR VEY CHS4Y FV ARB ALITA 
それ ら が 昆虫 に 吸収 され る か どう か を 調 さ た 結果 , ムギ 
メ ク ラ ガメ で は 活性 体 の まま 嘩 腺 に 移行 する と と が 分 っ 
ests 

雇 腺 に 見 られ た 午 白 質 分 解 酵素 が 昆虫 の 発育 時 期 と ど 
ん な 関係 が ある か に つい て は Eurygaster integri pes 
お よび メ ク ラ ガメ 1 種 Lygus rugulipennis で 報告 さ 
れ , 前 者 は 寄主 植物 の 成熟 と 関係 し , 後者 で は 幼虫 に だ 
け 見 出さ れ て らい る 。 M. dolabratus に つい て 発育 に 伴 
う 本 素 の 変化 を 調べ た 結果 , 極 く 初期 の 幼虫 で は 存在 し 
wD, 体長 6 mm 位 に 達する と 発現 し て くる 。 成 是 に 
な る と 雌 で は 益々 顕著 に 見 られ る が 雄 で は 全然 見 られ な 
く な る 。 RRA CSET OVA Y VE CoRR DS pe th 

Cid FEF VEM IC > TKS, AM OMERRE SAD Wee 
FE DS Fig) Bs KO ME pe ic § He れず , 特に 雌 成 虫 に 強い 

は 産卵 と 深い に 関係 が ある も の と 考え られ る 
( 農 技 研 三田 久 


5) 


ee 


h 3 fi Ht we の 


Sl 
wa 


I. SROMMe FhOMM’ 


Hl | 


京都 大 学 農学 部 


筆者 は さき に 近畿 地方 内 に ぉ いて お の お の の 地域 の 貯 
Mz hls, その 地域 の 気候 的 な ら び に 人 文 地理 的 条件 
に よっ et と と を 報告 し た 。 ま た 都会 と 農村 地 
帯 に お ける 貯蔵 穀物 の 種類 生 よ び 調 製 度 の 違い が , 前 者 
RN eS 《, 逆 後 者 に お いて は ユエ 次 
性 害虫 が 多い 結果 を も る た らし , 都会 と 農村 の 害虫 相 を 特 
SN ERUNIZ GHIA, 1956 b.), CC CIE 
貯 穀 の 種類 と 害虫 相 の 相違 を 検討 し て みた い 

と の 調査 を まとめ る に あたり , 終始 御 指導 を 賜 わ っ た 
内 田 教 授 , KINA ORES LT (1S aI KS 
DiA RWBARITE ( MALS HU ES Hitt Was 
を し て 下さ っ だ た 河野 助教 授 は じ め 研 究 室 の 諸兄 に も 40 4L 
RR TS 

af FB te 

REMIT ADR, Blin, ASCHBRAIZ FS EORTC 
ee PO NG 
1955 年 5 月 の 期間 に 農家 , 消費 者 家庭 製粉 所 , KR 
配給 所 な ど を 含め た 210 箇所 か ら 米 小麦, 大麦 , 小 放 
Kh, ヌカ か ら な る 319 の サン プル を 得 た 。 物 件 別 の 各種 
害虫 の 発見 頻度 指数 (index of finding frequency) を 
次 式 て に より 計算 し て , その 比較 の 基準 と し た 。 

発見 頻度 指数 C1) 

_ 問 題 と する 種 が 発見 され た サ YT WEE て 10g 


全 調査 サン プル 数 
と の 報告 中 の 各 表 と も 発見 苦 度 ぉ お よび 十 弧 内 に 指数 を 
Alice 
FE LPS TER D fa UT RD FRRAIT k AB PAD HEL % 


ans 2336, S.P.ratio ere 

すなわち , S.P.ratio と は [2 次 性 害 下 の 発見 頻度 の 
総計 / 1 次 性 害 下 の 発見 頻度 の 総計 〕 で ある 。 S.P. ratio 
> なら ば 2 次 性 害虫 が 多く , S.P.ratio ご 1 な ら ば 1 
REEBRBSUCESAT, COCCI MER LI, 
WA Cita 7 YY (Calandra oryzae), ココ ク ゾ ウ (C. 


都 大学 fy WS ea 第 AKO) = 
れ 以 外 に 1956 年 


de 


Ae 
‘Ss 


1 
2 


= 7 
Ee th SA Wh 9e se 


sasakii), オオ コ ク ヌ ス } (LTenebroides mauritanicus) 


の 3 種 , WA Clk 7H CSitotroga cerealella), / 
Any a at Jah 


シメ コグ ク グ ガ (Plodia inter punctella), 
(Aphomia gularis), 
4 種 と し 他 は 2 次 性 害虫 と し た 。 

調査 地域 の 詳細 な 点 じ つい て は 第 1 報 を 参照 され た い 。 


ST BC D BS & EH 


ROBES 貯 林 は その 調製 度 に より 穀物 種子 と 粉 
に 大 別 し う る 。 両 者 の 違い は 害虫 の 食性 か ら 見 れ ば 質 的 
な 違い が ある 。 穀物 種子 Ck, KBE, BOREAL) 上 の 
害 下 の S.P.ratio と 粉 (小麦 粉 , ヌカ な ど ) で の S.P. 
ratio を 比較 する と , MCHA, MENA c 6 ice 
種子 の 3 倍 近い 値 を 示し て いる (第 1 表 )。 殻 物 種子 上 
CHEAT SY DUS UDMA 2 (xB DUT _E Mel FE FABER 
を 示し コク ヌス トモ ドキ (Lribolium castaneum) の 
約 4 倍 の 億 を と る 。 粉 で は 両 種 の 頻度 指 炒 は 同じ で 1, 2 
piv HDS 

HORACE, コナ マダ ラメ イガ (Ephestia cautella) 
が と も に 1 位 で 頻度 指数 も 1722 台 で ある 。 注目 さ れる の 
は , ノシ ジ シメ コク ガ は 穀物 種子 で は 頻度 指数 は 2 位 の 14 2 
に 対し , 粉 で は 4 位 で わずか に 2.5 を 示す (第 2 表 )。 
KEE & GK, AWK, モチ 米 ) ER GRE, 天 
BH, WH) CO S.P. ratio +b ZL, Macs 

Ree: hid: le aur Ce 


[wwe | mee | | ae a | sean 
殻 類 *K | 0.64 | 1.52 
| 147 
| 0.55 | 1.22 |. age | 
(240) | (py | 0-42 | 0.85 
A OM | | a, 1.57 | 4.50 
: 3.14 | 
(79) | | < 1.62 | 1.33 
ha | tk25) Se ee 


括弧 内 は サン プル 数 。 


に 京都 附近 で 行 っ た 調 | 査 結果 の 一 部 を 第 3 表 と に お いて 使用 し た 。 


G8) 


a7) (Tinea granella) D | 
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第 2 表 貯 穀 の 種類 に よる 発見 頻度 と 頻度 指数 
ニー=. ーー ニー ニー SS = i 条 = > ーー ニー ーー ーー ーー ーー 
本 用 7 Bi 総 標本 数 | 粉 - 類 | 総 標本 数 
bat) 147 93 240 54 25 79 
8 wu a a Js » | new | 
Calandra oryzae | 108(73. 5) 66(71.0) 174(72. 5) 24(44. 5 . mae 48 0 | 36(4 ; 
Cc. sasakit ue SCG) SC 553A 5 8) OC a i Ary | ey 
Tenebroides mauri tani cus 41 (27.9) 29(31. 2) 70(29.1) | 11002. 2) IC 4,0) - DS 2) 
Tribolium castaneum 36(24.6) 9 9.7) A518.8) | 31(67.5) | 5(20.0) 36(45.6) 
De confusum a O(c 0.0) 0¢ 0.0) 0c 0.0) OCOZO) | 52 GSN) A 
Car pophilus dimidiatus 24(16. 3) SN 39(16.3) 13(24.0) 4(16. 0) 17(21.6) 
Oryzaephilus surinamensis 19(12.9) 2 Cae) 21( 8.8) C35) 1¢ 4.0) OI) 
Tenebrio spp. | 10¢ 6.8) 12(12.9) 22( 9.4) iN 2.3) 1(¢ 4.0) 6( 7.6) 
Anthrenus verbasci 9¢ 6.1) Zale) IC ABZ) TC 12:9) 3(12.0) A@ ae) 
Palorus ratzebur gi 0¢ 0.0) DT 1¢ 0.4) XCBMO 3(12.0) b@6n3)) 
Laemophloeus minutus SD TO 1S) Solas) 0¢ 0.0) 2¢ 8.0) RD) 
mi a A | see MEP UU bag? ap, res, | 
Ephestia cautella | 30(20. 4) | 1313. 9) 43(17.9) 12(22.2) 2( 8.0) 14(17.7) 
Plodia inter punctella | 25(17.0) 8( 8.6) 33(14. 0) 1129) 1¢C 4.0) Ze) 
Sitotroga cerealella | 3C 250) 15 CIC NS NOD 2¢ 8.0) 36338) 
Aglossa dimidiata 17(11. 6) 10(10. 8) PHM SB) GG) 2( 8.0) 8(10.1) 
Aphomia gularis 3¢€ 2.0) eZ) SC Pal) ON  WEOSO)) CALS) 
Pyralis farinalis 3¢ 2.0) 0¢ 0.0) Sa Galas) OCONEE OE) 0¢ 0.0) 
Tinea granella AC WAS) ACP) | 2 4b (Ca) | 101.9) | 0(¢ 0.0) CS) 
括弧 内 は 頻度 指数 (ユエ) bd 
RR liars 
Pe ACEKDAB RY (第 1 表 )。 その 差 は いずれ も 刻 米 と 精白 米 で の 害虫 相 を 主として 1956 年 7 月 に 


統計 的 に 有意 な 差 で ある 。 と これ は 米 の 相当 部 分 が 精白 米 
で , てこ の 状態 で は 遊離 し た ヌカ が ある た る め 2 次 性 害 下 の 
Pre havc Ws CAUCMU SE 
LBVE REED IRGBD Iz DHT HES CHE ED & A DBD TSWT 
第 3 表 玄米 と 精白 米 に お ける 害虫 相 の 違い 


京都 市 内 を 中 心 と し た 調査 と る と づい て 比較 し た (第 3 
表 )。S.P.ratio は , 2K 0.42, 精白 米 0.95 で 統計 的 
に 1 2 の 危険 限界 で 有意 で あみ っ た 。 す な わ ち 精白 米 で は 
2 次 性 害 下 の 発見 頻度 は 玄米 に 比べ て 2 倍 以上 る 高い 。 
害虫 の 種類 別 で は , EKCMA KOM AME OMIT ILA 


AA ER RS EE CE EA 


He E 


Ca BAS | vids! 2s 
VIR 

* Calandra oryzae 8(57.2) | 34(59. 6) 
*C. sasakii We Wo Dye AOR) 
* Tenebroides mauritanicus | 7(50.0) | 13(22.8) 
Triborium castaneum 2 GAxS) mili C2959) 
Car pophilus dimidiatus 2m 8Cl450)) 
Oryzaephilus surinamensis |0( 0.0) | 11(19.3) 
Tenebrio spp. DAWA B || AC alate) 
Anthrenus verbasci (XC OS Opy i TS 
Palorus razebur gi ROGIOS0) wie Gas) 
Laemophloeus minutus 0c 0.0) ZG@Sro) 
* Plodia inter punctella 2043) ACO 
Ephestia cautella 0¢ 0.0) | 12(21.0) 
Aglossa dimidiata (NE OO NC aleeey) 
* Aphomia gularis ane VD | OCIS. iS) 
Psocoptera BAA) BEesey) 

Sy TES TRU IOY 0. 42 0.95 

禁 本 の 大 部 分 は 1956 年 7 月 京都 市 内 に て 採集 し た 。 


* は 1 次 性 害虫 を 示す 。 玄 米 と 精白 米 に お ける 5S.P. 
ratio の 差 は 非常 に 有意 で あっ た 。 数 字 は 発見 頻度 
と その 指数 GHIA) 


ジコ グン 精 自 米 さ は 凍 コ クズ ジリ eR 
ケシ キス イ (Carpophilus dimidiatus), ノコ ギリ コグ 
XA} (Oryzaephilus surinamensis), コナ マダ ラブ ラメ 
AH, が それ ぞ れ 他方 に 比 し て 高い 発見 頻度 を 示し て い 
る 点 注 目 さ れる 。 ま た 大 阪 近 郊 の 一 農家 で の 資料 で は ; 

玄米 で は 1 次 性 害虫 3 種 , 2 次 性 害虫 2 種 に 対し , HA 
米 で は 1 次 性 害虫 2 種 , 2 次 性 害虫 5 種 が み ら れ た (第 
4 表 )。 

種類 相 を 米 , ECHR SL, & bITHMA CHIT Y 
9, オオ コク ヌス ト が 頻度 指数 の 1, 2 位 を 占め る 。 コ 
PRAPERH, EA CE RN 
て 頻度 指数 が 高い の は すでに 述べ た 調製 度 の 違い に よる 
LEU AIT OD RHIC Vag IG (neta eT: eA ee 
A ETT EA ANC AO dimidiata), 
BINNS yr CID PA HO YY ee Ae 

ノシ メ コ ク ガ が ガ の 順に 頻度 指数 は 減少 し て いる 。 特 に ノシ 
ヌコ ク ガ は 米 で , バク ガ は 考 で 他方 に 比 し て 高い 占 度 指 
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策 4 表 LIPO MRICHU ZEKLHEKO verbasci) は 本 来 動物 性 の る の を うぅ が, RADHA 


MEO Pl 


nara oryzae | 
C. sasaki | 
Carpophilus dimidiatus 
Tribolium castaneum 
Tenebroides mauritanicus 
Oryzaephilus surinamensis 
Ephestia cautella 

Aglossa dimidiata 
Psocopytera 


BRUT» HH A CHEB BD ht VE KL 
ZKECH MC H SOMME A CRT > TOSTLILED 
され る (第 2 表 )。 

RAENEH MACOMAADS. .ratio は ほとん 
ど 同 じ で あぁ る が , 鱗 婦 目 で は 一 見 大 き な 差 が み ら れ る 。 
UPL BEM DEAR IID EU TLD ff ITA RTE EDS あ 
BEWEWA ZL, 

し か し 両者 の 害虫 相 の 共通 点 は , コク ゾウ ツウ , コメ ノ ケ 
VAT, コメ ノシ マメ イガ の 3 種 が 両者 で ほぼ 等 し い 
頻度 指数 を 示し て いる 。 他 方 , 著しい 相違 点 は ヌカ で は 
SID SOR WP SES Ge, ARE SESS BS |e, SIGE eee Bel of 
の 3 FED SAFARIS) ZEMITLES Tt ZOITHBW TLE 
HO, CONIIRA beh ee are YF IA HES 
ADFEBDKRECH S CH 2 表 )。 


本 調査 中 に 発見 


この 調査 で 発見 され た ダニ 類 を 含む 昆虫 の 種類 の 目録 
を 策 5 表示 じ た 。 こ と と に は カニ ムジ , ダ 三 類 を 含 e 
65 種 を あげ た が , WBA Cit 75 頭 に 及 誠 成虫 , eps 
MRULASP soil, ググ = ニ = は 全く 区 別 以 な か うた の で 種 
類 数 は 過少 に 見 積 ら れ て いる 。 採 集 し た 昆虫 は その 食性 
(CSAS の グル =e 分 OC 


| 
hehe arcane 


され た 昆虫 の 種類 目録 


記 号 
x: AOR, 材 林 など を くう も の (Xylophagous) 
c: ECL Catt % < 5 4 © (Clethrophagous) 


ps: 主として 粉 類 くぅ うる の (Psichophagous) 
s: 貯 逐 の 変質 し た る の を くう ぅ も の (Saprophagous) 


ate 


m : [PRXZMD HE, 菌類 を くう も の (Mycrophagous) 
n: 動物 の 死体 その 他 , WWHD’&O%(54O 


(Necrophagous) 
pr: 捕 食 者 (Predator) 
pa: 3.4. #& (Parasite) 


実際 に は , 種類 て よっ て その 食 隆 は 王 つ 以上 に 及ぶ と 
&BHO, MAES TVAYATY Ay (Anthrenus 


で も 生育 で きる GHIA, KEK). この よう な 場合 は , 
その 本 来 の 食 陸 に で 分 け 7S。 

全体 と し で は 鱗 苑 目 で は コナ マダ ラメ イガ (26.3) 
メメ フシ ジマ イガ (Abe) ジジ メス OS 
HALA, イッ テン コク ガ (10.0) の 順に 頻度 指数 は 低 
(2B DAAIV TAA HITHER CRMBOITE ( 
発見 され る が , 個体 数 は 頻度 指数 の 割 に は 少な い 種 類 で 
ある 。 

Mw Cas 7 VY I7CI.7), 27 KA be PHS), 
AA DTA 4039), SOD aay A (Coal) ees 
TT EAS EN, (MD SESS We SES, |p (OS) 
が 頻度 指数 の 大 きい 種類 で ある 。 ヒ メ マ ルカ ツ オ プシ ム 
ジ シ ジ は 頻度 指数 で は ノコ ギリ コク ヌス ト よ り 高 い が , 個体 
数 で は 後者 より 少な い 場 合 が 多い 。 


: Fal 
と の 調査 で は , 害虫 の 指標 と し て 発見 頻度 指数 を 使用 
し た が , 実際 に は , ある 種類 の 存 租 が サン プル の 大 き さ 


で 左右 され る こと , 他方, 頻度 指 炒 は その 種類 の 存 告 の 

み に よ っ て 評価 され る た め 必 ず し る も 個体 数 が 正当 に 評価 
され な い 場 合 が ある 。 

PEM BA AICI SUT いた BRAT CIs 16 
fl, WERE 6 種 を 合 む 28 種類 が と れ た 。1 人 箇所 あたり 
#3 5414 IA DFP RS 2 FRAC dh BCH, 1956 
b) の に 比べ る と 大 変 大 き な 差 が み ら れ る が , CORA 
で は , この よう な 場所 は 5 箇所 の み で その 平均 形 次 目 種 
類 数 は 8.8 種 を 示し た 。 し た が っ て 全体 か らち ら み れ ば , + 
ンプ ル の 大 き さ が 頻度 指数 に 及ぼ す 影 響 は 無視 し る と 
Apo, ona 今 述 べた 製粉 所 で の 観察 で は , 
RR) ZED (By Clk 個体 数 の 多 か っ た 順に コク ゾウ ツウ 類 
i 
ヌス ト (Laemophloeus minutus) で あっ た が , 7)\#K 
や 製粉 機 附近 で は ヒラ タコ ク ヌ ス トモ ドキ (TT7 ィ ibolitum 
0MfUSUM WERE U8 
個体 数 の 大 部 分 を 占め て いた 。 米 国 で る 製粉 所 で は 上 記 
3 種 が 個体 数 の 84 2 を 占め て いる (Corror, 1947), “4 
者 が 大 阪 近郊 の 米 倒 の 入っ た 蔵 で トラ ッ プ で 調査 し た 結 
ACE, FARA OMAROKS SIE (1) コク ゾウ , バ 
THQ APRAPSA CC EE 
PPIAAH @45F7V7S9R O20 
順 で あっ た CHIE, 未 発 表 )。 

類 度 指数 と 個体 数 の 関係 の 他 の 点 は ," 種類 と よっ て あ 
る 定まっ た 発育 時 期 の も の し か 発見 困難 な る の が ある 


19574 3 月 桐谷 : 貯 穀 害虫 の 種類 構成 の 調査 IL li 
Fs 本 調査 に お いて 発見 ME 
nae | | 
よび 頻度 指 | ts k OUR 
LEPIDOPTERA | | ®Annabiiaae | 
Pyralidae | Stegobium paniceum 2( 1.0) x. 
Ephestia cautella G19. 0) ps: Nicobium castaneum NC 0G 
Aglossa dimidiata | 55(26.3) ps. Bostrichidae | 
Plodia interpunctella 41(19.5)) ps. Rhizopertha dominica MC)! 
Aphomia gularis 21(10.0)| ps. Dinoderus minutuus 3 Gad) Cr 
Pyralis farinalis HOC SOD)" goss. Dermestidae 
Tineidae | Dermestes ater 1¢ 0.5) n. 
Tinea granella (AC SRED)| ose D. tessellutocollis 1( 0.5) ia, 
Gelechiidae D. maculatus ? EO 
Sitotroga cerealella ZA TA: Attagenus japonicus OS ae ae 
COLEOPTERA Anthrenus verbasci OD 
a Ostomatidae 
es eae 159(75.7) cc. Tenebroides mauritanicus 86(40.9) ps. 
. | Mycetophagidae 
C. sasaki 266 70)] ce = 
* Phytonomus subcostatus 1G0,5, 2 Typhaea stercorea | 2¢ 0.5) m. 
EO clini dae spp. | 1¢ 0.5) ? Mycetophagus hillerianus | 3(.1.5)) =m. 
: Staphylinidae | 
Bruchidae « Philontus s OD a? 
Callosobruchus chinensis Ue 33D) aC, Colydiidae p. | . ! 
Bruchus pisorum Be lw ae Murmidius ovalis 100.5)| s 
B. rufimanus SE: Rathicidie 
Tenebrionidae * Anthicus confucii 1(¢ 0.5) S. 
Tribolium castaneum | 93(44.3) ps. Elsterdne 
T. confusum , 3( 1.5) ps. Carcinopus quator decimsth- 
Palorus ratzebur gi OO SD pss atus 1(0.5)) Pr. 
Latheticus oryzae OOD ps: Cleridae 
Tenebrio pici pes 9( 9.0) Se Thanasimus lewisi tO aan. 
LT. obscurus 10( 9.5) 2 Erotylidae (Cryptophagidae) 
Tenebrio spp. larvae undet.| 26(12.5) ss. Cryptophilus cryptophagoi- 
Diaclina faei ? 1C.0.5))| ami: GS Oe PON eee 
Blaps japonensis fect.) oes: Pselaphidae 
Alphitophagus bifasciatus | 1( 0.5), m. «x Bryaxis japonica ? 
Lathridiidae | /ORTHOPTERA 1¢ 0.5) 
Holoparamecus si gnatus AC 2.0)| ps. Blattidae 
H, ellipticus 1( 0.5) ps. Blatta orientalis 2(d1k0)| 4 ss 
Cartodere ruficollis 1C0.5) m. | psoCOPTERA 
Cryptophagidae | Liposcelis divinatorius & 
Cry ptophagus dentatus NGOS) Ss. Ectopsocus pumilis N22 05 | me 
Cucujidae Psocidae undet. Ue PO) | si 
Oryzaephilus surinamensis 29(13.8)| ps. THYSANURA 
Ahasvers advena OAD Lepisma saccharina 2 る (RO) Ss. 
Laemophloeus minutus WAC Bis 7) 18s Lepismidae undet. 1¢ 0.5) Ss. 
Nitidulidae | HYMENOPTERA 
Car pophilus dimidiatus 54(25.7)s. & ps. Cimodus sp. pa. 
Ptinidae | Habrobracon hebetor pa. 
Ptinus japonicus CORSE Pteromalidae spp. pa. 
Niptus hilleri | 1¢ 0.5)) a. Bethylidae spp. pa: 
* は 偶然 的 に 貯 穀 上 と 見 つか っ た 種類 を 示す 。 鱗 學 目 は 成 幼虫 Sa S わせ て 75 頭 同定 Cs な か っ た 。 
コク ゾウ 類 や バク ガ で は こと の た め 個 体 数 と 比 し て 頻度 指 実際 に は , すでに みた よう に こと の 上 瓶 は 穀物 種子 , WH 


数 は 過少 に 見 積 ら れる 傾向 が あ 

Rimmer cy, 米 と ヌカ 。, “gs ZEIT AST B HH 
ian S. P. ratio を 比較 する と 粉 類 に お いて 一 般 
ょ より 高い S.P ratio を 示す CHIR). MMAR RE 
子 上 で は S. P. ratio は 常に 1 以下 で ある に 反し て 粉 類 
で は 1 ELSRT, MMA FNOMAIT 4 WAAL 

高い S. P. ratio を 示し た 。 と これ は 最も 発見 頻度 の 
い コ ナマ ダラ メイ ガ を 2 次 性 害虫 入れ た と こと に よる 。 


Z ty 4 


=T 
ipa 


の 両者 間 で は 頻度 指数 に は 差 が な い 。 
調製 度 の 違い が その 害虫 相 に 質 的 な 相違 を も た ら す こと 
と は 第 3, 4 表 よ りう か が える が , 米国 南部 で 貯蔵 米粉 
と 精白 米 に お ぉ ける 重要 害虫 の 違い を 調べ た 場合 で は , 米 
灯 で は 1 次 性 害虫 4 種 の み に 対 し , 精白 米 で は 1 次 性 害 
虫 2 種 , 2 次 性 害虫 4 種 で , 後者 で は 個体 数 に お いて も 
eS FF ry DS = Cu 7z (Doueras, 1941), 
筆者 と 同様 な 方 法 で ベル ギー で 行わ れ た 調査 4 


結果 で 
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は , 258 箇所 を 調べ た 結果 , 12 種類 の ダニ を 含む 117 種 
類 が 記録 され , その 発見 類 度 が 最高 で あっ た の は 小 才 粉 
の 害虫 Ephestia kuehniella で 39 回 , 指数 を 示す と 
15.1 入 に な り , と の 調査 で は 210 箇所 , 65 種類 以上 , 
頻度 指数 が 最高 の コク ゾウ で は 75.7 BeRLIZo HH 
目 で は ペル ギー 93 種 で , 本 調査 の 48 種 の 約 2 倍 に あ 
た る (Mayne, 1948), すなわち , ベル ギー の 調査 で は 
種類 数 が 多い が , 頻度 は 低 《。 本 調査 で は 種類 数 は 少な 
い が 類 度 は 高かっ た 。 と の 相違 は 種類 相 の 貧富 に よる も 
Om, 調査 対象 の 違い に よる か は 速 断 で き な い 。 

害虫 相 の 観点 か やら 本 調査 で 明らか に な っ た こと と は , + 
ガ ジ シン クイ (Rhizopertha dominica) が 当 数 個体 それ 
も 1 回 し か 発見 され な か っ た 。 と れ は 近年 来 の 食糧 事情 
の た る め 米 殻 の 貯蔵 期間 が 比較 的 短期 間 で あぁ る た め , CO 
虫 の 繁殖 に 好適 な 1 年 以上 と わた っ て 貯蔵 され た 殻 物 が 
少な いこ と に よる と 考え られ る 。 英国 7 米国 で 天 き な 被 
害 を 与え て いる Laetheticus oryzae pIRRMs Ti 
る 製粉 所 で 発見 され た 。 ま た 同時 と に ヒラタ コク ヌス トモ 
fx (Tribolium confusum) 4765 StI, きれ は そ 
の 他 に る も 2 箇所 発見 され た 。 こ の 内 1 箇所 は 製粉 所 , 他 
は 米国 か ら 家 畜 飼 料 と し て 輸入 され た トウ モロ コジ 中 に 
発見 し た 。 また 1955 年 8 月 に 酒 薩 用 の イー スト 中 で も 
採集 し た 。 従 来 ま で に は 東京 の 製粉 所 で 発見 され た 記録 
が ある (湯浅 , 1933)。 と の と と は , と の 虫 が わが 国 に 
輸入 され , 定着 し うる 可能 人 性 を 示し て いる 。 

コク ヌス トモ ドキ は 全体 で 頻度 指数 44.3 %, BIO 
種類 で は , XH 57.5 2, ZK} 20.0%, 24.6%, 
BIT G, EFFAZRALESPHILSATCIO*, be 
POEM CL) i C 8.0 COMMER, オー ス 
LAYXOUV «7 ) VV Cid MA BUDE, HR 
者 は RUA D Zeb CO 優 占 種 で ある (Mirrrk, 
1944)。 わが 国 で は 前 者 は ヌカ の 優 占 種 で ある 。 後者 は 
主 に 製粉 所 で 発見 され て いる 。 ま た 米国 に お いて は 前 者 
は 南方 に , 後者 は 北方 分布 する (Goop,1933)。 ヒ ラ タ 
コク ヌス トモ ドキ の わが 国 に お ける 分 布 お よび 定着 の 可 
能 人 性 に つい て は 目下 研究 調査 中 で 別 の 機会 に 論じ る 。 
コク ヌス トモ ドキ の 頻度 指数 は , BS CI COMItTH 
適 な ヌカ が 少な いと に も か か わら ず 60 を 示し 農村 地帯 
で の 34 に 比 し 著しく 高い (桐谷 ,1956 b)。 と れ は 都 
会 で は 米 は 大 部 分 精白 米 で ある と いう 理由 の ほか に , 2 
コク ゾウ で 見 られ た よう に (桐谷 ,1956 a), 配給 アート 
を 通じ て 米 に 発生 し た と の 中 が 各所 に 分 表し た 可能 性 が 
ある 。 配給 米 に 発見 され た コク ヌス トモ ドキ に 非常 に 小 
ND’ DA G27 箇所 で 採集 し た 12 頭 の 頭 部 の 最大 


幅 の 測定 値 は , 34.3〒 チ 1.1 (50= 1mm) で 通常 の 大 き さ 
の も の で は 37 頭 の 測定 値 は 39.8〒1.3 で 前 者 は 明らか 
に 小さ い 。 こ の 体 の 大 き さ が 餌 の 質 に よっ た も の か どう 
か は 不明 で ある が , 米 で 発見 され た も の の 大 部 分 は 通常 
の 大 き さ を も っ て いた ご と) 小型 の る の は すべ で 本 給 米 
それ も 大 部 分 外 米 中 で あっ た こと と は 土着 の 系 統 と ち が ラ 
た る も の が 外 米 と と も る に 輸入 され , それ が 配給 アー ト を 通 
じ し て 分 散 す る と と に よっ て 都会 に と お ける と の 虫 の 発見 頻 
度 指数 を 異常 に 高め た 可能 人 性 が ある 。 


摘 ws 


(1) 近畿 地方 の 7 地域 を えら び , 1953 年 8 月 初旬 
より 11 月 中 旬 , 1955 年 5 月 の 期間 に 農 察 , 消費 者 家 
Wee, 製粉 所 , 米 朋 配 給 所 な ど を 含め た 210 HAT LK OK, 
WK, KE, SPB, ヌカ まり な る 319 の サジ プル を 採 
集 し , 野 林 の 種類 て よる 害 証 相 の 違い を 調べ た 。 

(2) 害虫 相 の 比較 の 基準 と し て 発見 有 度 指数 (1) を 
次 式 に より 計算 し て 用 いた 。 

ja 問題 と する 種 が 発見 され た サン プル 数 y 199 
全 調 査 サ ンプ ル 数 

と の 報告 の 各 表 と も 発見 頻度 お よび 括弧 内 に 指数 CD 
RI 

(3) 種類 相 の 特徴 を 示す 指標 と し て S.P.ratio を 用 
いた 。S.P.ratio Lit, 2 次 性 害 下 の 発見 頻度 の 総計 を 
1 次 性 害 下 の 発見 頻度 の 総計 で 割 HCH, 

(4) S.P.ratio (xi4a, 鱗 交 目 と る に 粉 で は 殻 粒 の 
約 3 倍 の 値 を 示す (第 1 表 )。 種 類 で は , コク ゾウ, コナ 
マダ ラメ イガ は 両者 共に 多く , 殻 粒 で は これ 以外 に オオ 
コク ヌス ト , ノ シメ コク ガ が 高い 頻度 を 示し た ( 策 2 表 )。 

(5) S.P.ratio (2942), MEE & 6 ICKDOIS 5 Ze 
CHU TRH, CHDK CIA SN 6 OBS EE 
Ni:Be #AGnNS, B 3, 4 KC 1956 7 FOR 
都市 内 を 中 心 と し た 調査 に と に % と づい て , 玄米 と 精白 米 と 
の 害虫 相 の 違い を 示し た 。S.P. ratio は 後者 で は 前 者 の 
2 倍 以上 を 示し た 。 和 種類 数 で る , 同様 に 後者 で は より 多 
(OD 2RES RDA NIKE BITAT YY, 
オオ コク ヌス ト が 1, 2 位 の 発見 頻度 を 示し た 。 米 で ヲ 
ク ヌ ス トド モドキ JAX VAPRASOMEBRBVOW 
精 和 白米 が 大 部 分 を 占め た 為 と 思わ れる 。 鱗 交 目 で は ノシ 
EA OA 
6.) Clay at J eae el aac 
方 が 代表 的 な 種類 で あっ た 。 

(7) 本 調査 中 に 発見 され た 星 中 の 種類 の 目録 を その 
食性 と と も に 示し た (第 5 表 )。 鱗 殖 目 の 同 定 不 可能 だ っ 
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た も の , ダニ を 含め る 々 と 更に 上 和 廻る と 考え られ る 。 

(8) 全体 と し て 頻度 の 高い 種類 を その 順に 並べ る 
は 2 
と コグ RB 
ENS EC AAR 
BOM IPL Se SEA TEN TL nT 
DHEA oa T26 

(9) ナガ だ シン クイ は 1 回 少数 個体 が 発見 され た の み 
C, ASE KE DIB O (So TKITLITES LIE 
われ る 。 

(10) ヒラ タコ ク ヌ ス トモ ドキ , Laetheticus oryzae 
が 見 出さ れ た が , RACH Blt )RMHOK EH CHB Me 
定着 し う る 可能 性 が ある 。 

(1) S27RASEEHIEBN ES OMSMWTSY, 
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Summary 


The Investigations on the Faunal Compositions in Stored Products. 


Il. The Faunal Composition in Relation to Kinds of Stored Products. 


by Keiji KIRITANI 


(Entomological Laboratory, College of Agriculture, Kyoto University, Kyoto) 


In the previous paper,the writer discussed the 
effects of climate, altitude and the degree of 
civilization on the faunal composition of stored 
products pests. 

The present investigations aim to make clear to 
what extent the faunal compostion of stored 
products pests is affected by the kinds of stored 
products. 

1. The collections were made from 210 plots 
including farmers, residences of consumers, mills 
and rationing centers that are situated at 7 
localities in Kinki district from August to No- 
vember in 1953 and in May, 1955. A total of 319 
samples including rice, wheat, barley, wheat flour 
and rice bran were collected from the 210 plots. 
2. As in the previous paper, the index of finding 
frequency (1) and s.p.ratio were used. The I. is 
a value which shows roughly the level of the 
population of the species concerned, and it is 


calculated by the following : 


number of plots in which the 
species concerned is present 


= total number of plots examined 


x 100 
The s.p.ratio (the ratio of the total finding 


frequency of secondary pests to that of the 
primary pests) represents a characteristic of 
faunal composition of stored products pests. For 
example, if the secondary pests are more abundant 
than the primary pests, 
above 1.0 (Table 1). 

3. The s.p. value of milled products (wheat 


the s.p. value becomes 


flour and rice bran) shows nearly three times 
higher than that of grain in both Lepidoptera and 
Coleoptera. 

The rice weevil (Calandra oryzae) and the 
almond moth (Ephestia cautella) are abundant 
both on milled products and grain. 

The cadelle (Tnebroides mauritanicus) and the 
Indian meal moth (Plodia interpunctella) have 
the higher I. value on grain, on the contrary, 


the red flour beetle (Tribolium castaneum) has 
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the higher I. value on milled products. 

4. The s.p.values of both Lepidoptera and Cole- 
optera on rice is higher than those on wheat and 
barley. The higher s. p. value on rice is mainly 
due to the fact that most of the samples were 
polished rice. The faunal difference between 
polished and unpolished rice is shown in Tables 
3and 4 mainly based on the samples collected in 
July, in Kyoto City. 

The s. p. value of polished rice is more than 
twice as high as that of unpolished rice, and the 
number of species of secondary pests is larger on 
polished rice. The higher I. values of both the 
saw-toothed grain beetle (Oryzaephilus surina- 
mensis) and the red flour beetle on rice than those 
on wheat and barley are due to the same reason 
as mentioned above. 

The rice weevil and the cadelle were the 
dominant species on rice as well as on wheat 
and barley. 

As for Lepidoptera, the Indian meal moth on 
rice, the Angoumois moth (Sitotroga cerealella) 
on wheat and barley show the higher frequency, 
respectively. 

5. The red flour beetle and the almond moth 
were the characteistic species on rice bran. 

6. A list of stored products insects which were 
found under these investigations is presented in 
Table 5 with the food habits of each species. 

65 species were recorded, but 75 individual 
moths including their larvae could not be deter- 
mined. All of the mites were included under the 
heading of Acavina. 


7. The most common pests found on stored 


BlA 1s 


in descending order of their findin 
the cadelle, 


products 
frequencies were: the rice weevil, 
the corn sap beetle (Carpophilus dimidiatus), the 
varied carpet beetle (Anthrenus verbasci), the 
red flour beetle and the saw-toothed grain beetle 
of coleopterous species, and the almond moth, 
Aglossa dimidiata, the Indian meal moth, the 
Angoumois moth and Aphomia gularis of lepido- 
pterous species. 

8. A few of the lesser grain borer (Rhizopertha 
dominica) were obtained only once in a warehouse. 


Owing to the post-war food situation, long term 


torage that offers a condition to develop heavy . 


infestation has become comparatively rare. 

It may be confidently expected that this species 
will become nuisance again with the recovery of 
large scale and long term storage. 

9. From the standpoint of plant quarantine, the 
findings of the confused flour beetle and Laethe- 
ticus oryzae are worthy of our attention. Parti- 
cularly, the former species will be able to esta- 
blish in Japan under favorable conditions. 

10. The I. value of the red flour beetle in the 
urban area shows a high value as compared with 
that of in the rural area. 

The head width of the red flour beetle that are 
found on rationed rice was 34.341.1 (50=1. 0mm), 
on the other hand, that of native one was 39.8+ 
Less 

Accordingly, one of the reasons that cause this 
difference in I. value will be due to the importa- 
tion of a different strain of the red flour beetle 


through rationing channels. 


FE ABR IC XL J PE FAG 


fF © JERE WIZE 


X. REKHOALBEBEOLDPUPB=A RA Fav yhoo 
NITF AK VY RSZVEIC RIES VBicowct! 


Ee 


次 ・ 山 B 和裕 郎 


娘 州 農業 試験 場 


i 


BIC ASU C= HX AF 5 VORMBITA DFA v FF 
を 適用 する 場合 , われ われ は すでに 多く は の 試験 結果 か ら , 
第 1 化 期 に は 2000 倍 液 反 当 4 SELLE, 第 2 化 期 に は 
1000 fF7KK4 1 AY EBA LVS ISO 防除 基準 を 設 
けた 。 こ の 基準 数 値 か や ら 反 当り 散布 薬 量 を 概算 する と , 
第 2 化 期 は 策 1 化 期 の 約 4 倍 量 に 相当 する に も か か わら 
ず , 第 2 化 期 ニ カメ イチ ュ ウ の 薬剤 防除 は 第 1 化 期 の そ 
れ に くら べ て 必ず し ゃ も 適 確 な も の で は な く , 多く の 問題 
を 残し て いる 。 

われ われ は こと の 問題 を 基礎 的 に 研究 する た め に , 主 
to TIE DOAD FA 
ン に 対す る 感受 性 に つい て 一 連 の 研究 に 着手 し た 。 そ し 
RN ee A 
ュ ウ 幼虫 は 角 化 当時 すでに パラ チオ ン に 対す る 座 受 性 に 
差 が 認め られ , その 差 は 幼虫 が 3 令 な いし 5 令 に 生育 し 
た 場合 て は 更に 著しく な る こと と が 確 め られ た 。 

SB ITHB Git 1955 FEIT, (MAORI AZ=AAAF 
2 TRORIF AV RZHOADBMROLRITE BE 
っ て 増大 する ひと つの 環境 要因 と し て 食餌 水 稀 の 生育 程 
庶 の 問題 を と りあ ぁ あげ, 」 そ を それ が ニカ ヌイ チュ ウツ 幼虫 の パラ 
FAV 感受性 に と どの よう な 影響 を る も る たら す も の で ある ヵ 
wR Li. CCITCZOME PRET 4, u 

本 文 に 入る に さき だ ち , 実験 遂行 上 有益 な 御 助 言 と 御 
指導 を いた だ いた 当 場 末永 技官 に 深 基 の 席 意 を 表す る と 
共に , 供 試 性 中 の 飼育 た 尽力 され た 吉村 ケイ 座 の 労 を 銘 
記し あわ せ て 感謝 の 意 を 表す る 。 


実験 材料 お よび 方 法 
供 試 昆虫 第 1 化 期 お よび 第 2 化 期 と も に 野外 に 発生 
し た ニカ メイ ガ を 夜間 採集 し て 室内 で 洋紙 に 産 九 さ せ , 
25°C の 恒温 室 で 解 化 させ た 幼虫 に 策 1 表 に 示す よ ie 
Beas ke Ceniias rs Cen し た の ち 実 験 


ll 


1 本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 度 応用 動物 学会 じ 
(1956 年 9 月 17 日 受領 ) 


日 本 応用 


ER 
AAR URS dam REO Base 

No| 供 試 幼虫 | AOkHO | we |. ee 
NO! fa tk BE | A BE cer | a や 
1 Fo) 生け つ 期 水 竹 11 へ 15 fA REO BAL 

策 2 化 期 基 i 
2 4 yy CA A 分 けつ 期 水稲 11~15 LaF ALS HES MP 
3 PR 2TH SEEM |g 1 は 除去 し た 

4B) 以後 の 水稲 


ab; 以下 供 試 幼虫 個体 妖 の 区 別 は 本 表 左 端 に 掲げ た 
Now Ga. 38. 


幼虫 の 飼育 は 25°C の 恒温 室内 (照明 毎日 10~12 時 
間 ) で 試験 管 を 用 いて お こと こない, 初 令 期間 中 は 稲 革 1 本 
当り 15~20 FH, 2 令 以 後 は 2~3 頭 ず つと し 7 AE 
DET TE 
SE CHAL, 肉眼 観察 と よっ て 体 和志 の そろっ た も の 
を 選び 出し て 実験 に 供し た 。 な お ぉ 供 試 幼虫 は 実験 終了 後 
に 最大 頭 市 を 測定 し た 。 

パラ チオ ン 混 合 飼料 


液状 人 工 飼 料 (前 報 た 同じ ) に 
パラ チオ ン 乳 剤 (有効 成分 含量 46.6 %) MRIS 
し (混合 割合 は 液状 人 工 飼料 の 10 分 の 1 量 ), MIRA TAA 
EHD AS FA v JERE % 2.33, 4.66, 9. 32, 18. 64 ppm 
の 4 BREE L Ite 

実験 方 法 第 1 図 に 示す よう な ガラ ス 容 器 に パラ チオ 
ン 混 合 飼 料 を ふ 《 ませ た 灯 芯 を 約 mm 間隔 に な ら ペ , 
と れ に 供 試 幼虫 約 10 HS ORBAL CHF AMS BE 
し , 30°C の ガラ ス 張 り 定 温 器 内 に 置い て 一 定 了 時間 ご と 
に 苦 半 虫 お よび 死 虫 数 を 調査 し た 。 


RMR IS OBR 


供 試 幼虫 の 最大 頭巾 測定 結果 実験 終了 後に 測定 し た 
典 試 幼虫 の 最大 頭巾 を 頻度 分 布 図 で 示す と 第 2 図 
DO CHO, 三 つ の 供 試 幼虫 個体 群 の うち , 幼穂 形成 
HUE OAK AGC 8 へ 12 日 間 飼 育 し た 第 2 化 期 幼虫 個体 疾 
は 分 けつ 期 水 穏 で 11 へ 15 日 間 飼 育 し た 第 1 化 期 幼虫 個 


(EES 


Be oa eG lA 


C15 ) 


: iv a EAM GS Gb Wes 
16 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 eh eae 


ee | 
Sil. xX & # B 
Ai OSH SEMAN KS O CHAM HL BW 7 A Bid 
除い て ある 。 
体 群 より も や や 頭巾 の 小さ いも の が 多かっ た よう で あ 
る 。 し か し その 差 は 決し て 著しい る の で は な パ そ }」 信頼 度 
992 の 平均 頭 i を 求め る と , 第 2 表 に 示す よう (CALEB 
め ら れ な か っ た 。 27 30 3% 39 42 
第 2 表 供 試 幼虫 個体 群 の 平均 頭 店 (信頼 度 99 2) 
第 2 表 Peak Wh) Ste tk BY J C {Be BAG th (1 単位 0.018 mm) 
US Ry SE TB] AS BE 平均 頭 市 (単位 mm) For 図 kA homRAB h & HR (用 ) 
ots a : 分 けつ 期 の 水稲 で 飼育 し た 第 1 化 期 供 試 幼虫 個 
No.1 ee ~ i 000 sce B : 30 OHO KAR CMB L te OR 2 化 期 供 試 
ae 2 0 613 er yes: Sy SABE Ct RTE DIR D aK AGC MA LU te 
pits ul aes sD AG HOE A Sh Se RB 


ee eee a SE STFA CET SECA, Hittetakeacase 


ン 混 合 飼料 を 投与 し た 後 の 経過 時 間 に 対応 する 素 横 致死 。 見 て よい か ら , SOOM RD MIAO 89 FA vy BOE 
# (第 3 表 ) を 基礎 に し て , 時 間 - 致 死 率 等 濃度 回 帰 直 性 の 比較 は , ROR CAD ISU ERECT & 87 FH 
線 群 を 求め る と 第 3 ROW CHO, CHEDEBRATE ン 濃 度 と の 関係 を 時 間 - 濃度 中 天 致 死 率 曲 線 と し て 表 わ 
式 に 関す る 諸 項 の 数 値 は 第 4 表 の 通り CHA, し , それ に つい て 考察 する の が 適当 で あろ 3 う 。 

第 3 図 の すべ て の 回 帰 直 線 は 第 4 表示 し た 角 係 数 に 所 定 の 計算 操作 を 経て 求め た 時 間 - 濃度 中 央 致死 率 


RIK 生育 程度 の 異な る 水 稲 で 飼育 し た 若 令 幼 虫 選 パラ チオ ン 混 合 飼料 を 投与 し た 場合 の 
経過 時 間 (A) と 累積 致死 率 (2) と の 関係 


Bese] ee 投 5. 後 の 経 alts 時 間 (分 ) 
a ge| oes. | — ee = 
fe ae | no ate 20) 24 29 E 35 E 42 | 50 | 60. 2 | 86 | 103 | 149 ine 214 257 | 308 370 444 
6 ~ 2.33 | | 0 9,520.6 42.966.7 82.593.7 98.4100.0 
No1| 53| 4:66 | 0 | 7.622.6 47. 267.9 84.994.3100.0 | 
ol VIAN e982 0 | 1.311.729.953.374.0 84.498.7100.0 
62 | 18.64 0 3.212.935.559.771. 088.7 95. 2100. | | 
882.33 | | 0 | 4.6 15.938.6 63.686.4) 90.9100.0 | 
Nog 38. 4.66 0 | 3,510.3, 27.644.8 72.486.2100.0 | | 
S150 th OS |0 | 4.0.20.032.052.0| 76.088.0100. 0 | 


68 18.64 | |.0|5. 917. 732. 450.067. 785. 3100. 0 | | | | 


67 18.64 0 | 6.016. 437 .3| 52.271.6 91. 
| Sea ! t = 


| | | | 
70| 2.33 alae | | | 0 2.9) 10.022.9| 38.6 65.7 85. 792.9100.0 
Nov 65| 4.66 hea, 0 | 3.1 9,223.1) 43.1677] 81.5 96.9100.0 | 
*53| 9.32 0 | 5.7 15.126.4 50.973.6 92.596.2100.0 | | 
1:098.5100.0 | | 


| | | | 


aa fj a を 今 め て RAGE a aI め る 考え か だ ! に つい て は 前 報 CH : 10C4 う 〕 で くわ し Onk, 
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パラ チオ ン 混 合 飼料 投与 後 の 経過 時 間 CF) T 


16 2v 2 3H 40 30 63 3O_ 100,125,158 200 251 .34G 408 302 


WN + LB: 生物 試験 と よる 殺虫 剤 適用 上 の 基礎 的 研究 Xx 17 


著 令 幼虫 の パラ チオ シン に だ い 宮 を 
感受 性 の 差 は , さき に 報告 し た 化 


期 の 異な る 北 化 直後 幼虫 の 間 に 見 
られ た それ と 大 差 な く , 第 1 化 期 
= t 幼虫 に くら べ て 第 2 化 期 の 幼虫 の . 

生 LC-50 は 1.42 倍 を 示し て いる 。 
Sr 8 
an Ld» BIT IE A RDI 
7 ChB Lich 2 化 期 若 令 幼虫 の パ 
Bo プチ オン に 対す る 感受 性 は 著しく 
‘<3 低下 し , 分 けつ 期 の 水 稽 で 飼育 し 

. た 第 1 化 期 若 令 幼虫 に くら NT 
oe LC-50 の 値 が 3.62 e759, Tal 

; じ 分 けつ 期 の 水稲 で 飼育 し た 第 2 

2 

化 期 若 令 幼虫 て に くらべ て $ 2. 55 倍 
1.2 13 1.4 15 LG 1.7 1.8 1.9 2.0 21 2 2.3 24 25 2.6 207. = 
ペラ チオ ン 混 谷 飼料 投与 後 の 妊 過 時 間 の 対数 7 に a 
RE, Li fr ODT ie ee | 化 期 の 異な る ニカ メイ チュ ウツ 幼 
第 3 図 生育 程度 の 異な る 水 稀 で 飼育 し た 若 令 幼虫 じ パ ラチ オォ オン 混合 * 
=A sé Ate wh PE TS EB ae & HULSE 4S CICA ANE AD 

を 投与 し た 場合 の 時 間 一 致死 率 等 濃度 回 帰 直 線 群 

—O——  : FU TH OKT CHB LAH 1 (tM NIFAVIBIEC 

mH, ---©---: FOTHOKA CME LKR 24k 20 32 50 80 126 200 

HL), —+—O—+— : 幼穂 形成 期 以後 の 水稲 で ie 

飼育 し た 第 2 化 期 幼 虫 , NIFAVBR AE DS ie 

18.64, 9.32, 4.66, 2.33 ppm. | 

200 中 
BA 策 3 図 に 掲げ た 回 帰 直線 方 程 式 だ 央 

t 関す る 諸 項 の 数 値 r: 158 至 
ee BRATS ee 中 央 致死 中 央 致死 Be 
yy oO pliers 標準 偏差 x 125 時 
fal 5 BE (ppm) の 角 係数 時 間 指 数 時 間 (分) An 

2.33 | 7.617 | 0.1313 | 2.0423 110.2 100 > 
nan 4.66 | 8.269 | 0.1209 | 1.8775| 75.4 
RN: 9.32| 8.052 | 0.1242 | 1.6984 49.9 
18.64 | 7.148 | 0.1399 1.5299 33.3 80 
2.33 | 8.385 | 0.1193 |.2.1335 | 136.0 
ae 4.66 8.500 | 0.1176 | 1.9397 87.0 63 
OR 9.32| 7.250 | 0.1379 | 1.7617 | 57.8 
18.64 | 7.000 | 0.1429 | 1.6142 | 41.1 al wi 
2.38 8,509 | 0.1175 | 2.3540 226.0 | 
4.66 | 7.860 0:1272 |'2.1916) 155.5 . 8 0 
Ae 9.32 | 7.292 | 0.1371 | 2.0049 | 101.1 ; 
18.64 7.636 | 0.1310 | 1.8380 | 68.9 
- 1.5 31 
帰 直 線 は 第 4 図 の 通り CHS. | _— 
0.3 0.5 0.7 0.9 Ted S 


第 4 図 に 示し た (T—C)r aso 回 帰 直 線 は ほとん ど 平 行 


パラ チオ ン 濃 度 の 対数 loge 


で ある か ちら, 供 試 し た 三 つ の ニカ メイ チュ ウツ 幼虫 個体 群 
の パラ チオ ォ オン 感受 性 の 比較 は , パラ チオ ン 混 合 飼料 を 投 
与 し た の ち 任意 の 時 間 経過 後 の 中 天 致 死 濃 度 を も っ て す 
る で が で さき る 

まず 同じ 生育 程度 の 水 和 (品種 水 身上 農林 18 号 ・ 分 けつ 
期 ) を 与え , 同一 条件 で 育て で た 第 1 化 期 お よび 第 2 化 期 


第 4 図 ABBR ORISZKCHAUKESH 
虫 に パラ チオ ン 混 合 和 飼料 を 投与 し た 場合 の 時 間 - 濃 
度 中 央 致死 率 回 帰 直 線 
©) > OHO KAR CAB LB 1 EAH 
tt £+0.5576 logC=2.2419 ---©---: 分 けつ 
期 の 水稲 で 飼育 し た 第 2 化 期 幼虫 0.5768log C= 
2.3346 —+-—@-—-— : SRE KIERO AG fa 
育 し た 第 241k £+0.5759 log C=2. 5687 
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チオ ン に 対す る 感受 性 の 差 が 認め られ , 第 2 (EARLS 
後 の 幼 虫 は 第 1 (LARUE ROS BIT ( BN THIS DIT 
感受 性 訟 低い と こと は , 前 報 で すでに 論議 し た が , COL 
うな 化 期 の ちがい に よる パラ チオ ォ ン 感受 性 の 差 は 座 そ の 
後 解 化 幼虫 が 生育 期間 中 に 摂 食す る 食餌 水 衝 の 生育 程度 
の ちがい に よっ て 変 化す る よう で あり , DL Lb PRE 
成 期 以 後 の 水稲 で 育 っ た 第 2 (EBD OHO 7K Ti 
ご で 育っ た 第 1 化 期 の ぉ ぉ むね 同じ 令 期 の 幼虫 て に くら べ て 
パラ チオ ン に 対す る 感受 性 が 著しく 低い と こと は た し か で 
あぁ る 。 


摘 要 


筆者 あら は さき に 化 期 の 異な る ニカ メイ チュ ツウ 幼虫 は 比 
化 当時 すでに パラ チオ ン に 対す る 感受 性 に 差 が 認め ら 
a, その 差 は 幼虫 の 生育 に と る な っ て 増大 する こと こと を 報 
ES 

と の 実験 で は 食餌 水 稽 の 生育 程度 の ちがい が ニカ メイ 
チュ ツウ 幼 躍 の パラ チオ ン 感 受 性 に と どの よう な 影響 を 及ば 
すか を 検討 し た 。 

分 けつ 期 の 水 季 で ぉ お むね 3 令 ま で 飼育 し た 第 1 化 期 
お よび 第 2 化 期 幼虫 と 幼穂 形成 期 以 後 の 水 稀 で 同 令 期 ま 
CHB UTS 2 化 期 幼 虫 て し, それぞれ パラ チオ ン 混 合 餌 
料 を 与え , 三 つ の 異な っ た 幼虫 個体 辞 に つい て パラ チオ 
ン 濃 度 と 致死 時 間 と の 関係 を 調べ た 。 

その 結果 を 要約 する と , BUI HOES SA Tists 


RIS Als 


むね 3 令 ま で 育て た 第 1 化 期 お よび 第 2 化 期 の 幼虫 の パ 
チオ ラン に 対す る 感受 性 の 差 は , 解 化 当 時 の 幼虫 に 見 ら 
れる それ と ほとん ど 変 りな く , 第 1 化 期 幼虫 と 第 2 化 期 
幼虫 の 中 天 致 死 濃度 の 比 は 1: 1.42 を 示し た 。 
し か し な が ら 幼 穂 形成 期 以 後 の 水 笑 で お お むね 同 令 期 
まで 育て た 第 2 化 期 功 虫 の パラ チオ ォ オン に 対す る 感受 性 は 
著しく 低下 し , BU ODHOKE CHE UI 1th 
LO RECO LES 3.6221, 同じ 分 けつ 期 の 水稲 
CHE LI 2 (tse EDilt 2.55:1 を 示し た 
THRDERAKHOLRBREBOSDUUIHAAAAF 2 
ウツ 幼虫 の パラ チオ ォ ン 感受 性 に 著しい 影響 を 与え そる ひと つ 
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Summary 


Fundamental Studies by Means of Bioassay on the Application of 


Insecticides 


X. The Susceptibility of the Rice Stem Borer 


Fed on Different Stages of the Rice Plant to Parathion. 


By Bunji HASHIZUME and Hiroo YAMASHINA 


(National Kyushu Agric. Expt. Sta., Chikugo, Fukuoka Pref.) 


In the preceeding paper we have reported that 
there were some differences in the susceptibility 
of larvae of the rice stem borer, Chilo suppressalis 
WALKER, to parathion between the first and the 
second broods even just after their hatching, and 
that the difference was enlarged with the larval 
growth. The present paper deals with the suscep- 
tibility of the rice stem borer fed’ on different 


growing stages of the rice plant to parathion. 


The first brood larvae used were reared with 
rice plant stems in the tillerling stage and the’ 
second brood larvae with stems of the.same 
growth stage or of the ear-formative stage untill 
they reach the third instar. These larvae were 


then fed on liquid artificial diet containing 
different concentration of parathion to obtain 
concentration-lethal time relations. 


The median lethal concentrations of parathion 
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against the third instar larvae of the first and 
the second broods, which were reared with rice 
stems in the tillerling stage, revealed the same 
tendency in the susceptibility as observed in the 
hatching larvae; the ratio of the median lethal 
concentration of the first brood to that of the 
second brood was calculated as 1: 1.42. 

The second brood larvae reared with rice stems 


in the ear-formative period was far less suscep- 
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tible to parathion than the larvae reared with 
rice stems in the tillerling stage; the median 
lethal concentration of the former was 2.55 times 
higher than that of the latter. Therefore, the 
growth stage of rice plant on which the larva 
feeds seems to be one of the factors which 
remarkably affect the susceptibility of rice stem 


borer to parathion. 


ib 
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ワ モ ン ゴ キ プ リ の 日 週 活動 は どう し て 決ま る か 

J.E. (1956) : Factors controlling the 
diurnal rhythm of activity of Peri planeta ameri- 
cana L. J.Exp.Biol. 33 (1) : 22~234. 

BR OES OEIC OW Cl ERD 5 BX ORD 
必 9 語れ ら . は 大 別 し で 三 つ の 面 に 分 れ で らい る 。 そ の 一 
つ は 温度 , 光 な どの 環境 要因 の 作用 で あり , 他 の 一 つ は 了 環 
境 要 因 と 昆虫 体内 器官 と の 関係 に つい て の 問題 で ある 。 

環境 要因 の 中 で 明暗 週 期 が ゴキ ブリ の 旦 週 活動 と は 最 
も 深い 関係 に あり , 明暗 が 同じ 割合 で 繰り 返さ れる よう 
な 捧 態 で は 暗 状 態 に な っ て 急激 に 活動 し 始め 30- 分 か ら 
1 時 間 し て 次 策 に 活動 性 は 低下 する 。 全 著 間 明 状 態 で は 
最初 の 2 日間 位 は 盛 に 活動 する が , 3 日 目 位 か ら は 急激 
に 低下 し て くる 。 さら に 最初 か ら 暗 状態 に あれ ば 活動 性 

変化 な くだ ら だ ら な も の と な る 。 な も お 摂 食 活動 と は 直 
接 の 関係 の な に と と が 判っ た 。 

—FAPST VR 2MoOEwOKETCA, AWE -F 
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キン バエ の 各 stage に お ける 上 炭水化物 代謝 酵素 系 

MoGinnis, A. J., V.H.Cuerpenin and R. W. 
NEWBURGH. (1956) : 
stages of the blowfly Phormia regina (Muzic. ). 
Arch. Biochem. Biophys. 63 : 427~36. 

昆虫 の 炭水化物 代謝 に 関与 する 酵素 系 の 研究 の 多く は 
らい ずれ も 成虫 の み を 対象 と し て いる に 過ぎ な い に 。 こ と こと で 
EY NLOGB, Sh, KMRICO CHRL ic, 

TCA 回 路 に つら て 見 る と REDO ミト コン ドリ ヤ は 
citrate お よび a-ketoglutarate を 完全 に 酸化 する 。 
幼虫 ミト コン ドリ ヤ は citrate を 基質 と し た 場合 酸素 消 
費 は 見 られ い が , TTC を 居 元 する 。 
oxidase に つい て も 成虫 > 幼虫 で あっ た が と れ が 幼虫 ミ 
トコ ンド リヤ の TTCA 回 路 基 質 の 酸化 の 限定 因子 で ある 
と は 考え られ な い 。 更に TPN 特異 性 の isocitrate 脱水 
素 活 性 を 成 虫 ミト コン ドリ ヤ , お よび 幼虫 , 成 忠 の 可 溶 
性 分 割 に 認め た 。 


Enzyme studies of various 


な お cytochrome 


の 個体 か ら 他 の 個体 に 移っ て 行き , どちら か 一 方 の 日 週 
期 性 を 示し た 。 と の と と は ある 分 泌 物 が 血液 と か 組織 中 
に 移行 し て に る も の と 思わ れる 。 

目 週 期 性 を つか さ ど る 分 泌 物 は 不明 で ある が , 食道 下 
神経 第 が 分 泌 物 を 出し て いる よう で ある 。 アラ タ 体 は そ 
れ 程 影響 な く , また 脳 や その 他 の 内 分 泥 腺 を 移植 し て も 
週 期 性 と 変化 は 見 られ な か っ た 。 ゴキ ブリ が 胡 暗 を 感 ず 
る 器官 は 複眼 より 単眼 の 方 が 強い ゆら よう で あめ; 日 週 期 性 
は 環境 要因 と 単眼 と 食道 下 神 経 節 の 連鎖 反応 ビ ピ ま っ て 起 
され る の で あろ う 。 ( 農 技 研 三田 久男 ) 


解 糖 系 は に ずれ の stage に も 認め られ る 。 成 忠 , He 
homogenate で は F’ に より 乳酸 生成 が 減少 する が 成虫 
の 可 落 性 分 割 で は その 影響 を 認め な か っ た 。 

pentose 回 路 に つい て は , 卵 , HH, 成 下 い ずれ に お 
いて も を pentose より sedoheptulose, hexose を 生成 
SACEAMOR, MHL bKAY EVV CUEORE 
極め て 低く ,。 他 の 場合 に 一 致し た 。 また 
phosphate, 6-phosphogluconic acid の 酸化 が TPN 
特異 性 で ある と と を 認め た 。 ( 農 技 研 小池 久義 ) 


glucose-6- 
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ャ ノ ハ モグリ バエ の 押 態 学 的 研究 
lL €eeHCor ct 


ee 『 業 避 き 
宮崎 県 農業 試験 場 都 城 分 場 
tt 4 FAW TZ 


ws = 


HIS BS AY INET VALI, 本 邦 で は 九州 ・ 四 
国 ぉ お よび 関東 以西 の 各地 に 広く 分 布 し , し ば し ば 著しい 
BreETCEMDS. 

九州 に お ける 既往 の 発生 は 明らか で な い が , 最近 で は , 
昭和 25 年 宮崎 県 の 一 部 に 異常 発生 し , 更に 翌年 に は , 
宮 崎 ・ 大 分 両 県 に , 叉 昭和 27 年 に は , 宮崎 ・ 長 崎 両 県 
WREEVLKOC#HU ( BHMANS SIS aT. 

本 種 に つい て 九州 で は , 矢部 (1954) to LOR + HG 

(1953・54) 等 の 報告 が ある 。 筆者 も と の 害虫 の 防除 対 
人 策 に つい て 研究 を 進め で いる が , これ に つい て は ます ず 生 
態 条 件 を 明らか に する こと と が 重要 で ある と 考え る 。 す な 
わ ち その 活動 性 を 吟味 し て , 発生 環境 を 解析 し , 発生 機 
構 を 明らか に する こと に よっ て , いろ いろ の 防除 対策 が 

HHI EIEN SE Or WR 

本 報 で は 昭和 SO 年 に 実施 し た , 成虫 な ちび に 幼虫 の 
温度 反応 お よび 産卵 ・ 摂 食 活動 の 実験 結果 に つい て 述べ 

本 文 に 入る に 先だって , 御 指導 並 に 校 関 を いた だ いた 
三重 大 学 上 農学 部 助教 授 , 山下 善 平 氏 , 直接 指導 並び に 実 

遂行 に あたり 諸 種 の 助言 を 与え られ た , 宮崎 県 農業 試 
験 場 長 , 土 持 綱 和男 氏 Me 


Ot 


同 都城 分 場 長 , ANRRRICMHL CRAORERT SZ. 
実験 材料 および 方 法 


温度 反応 


1) 装置 お よび 方 法 17 容 ビ ー カ ー 区 PAD UI 水落 


よび 水 を 入れ , 0°C と し , これ に K 径 28mm, 長き 100mm 
の ガラ ス 管 3 a ee ae その bie 2 
~SHORARPAN, 上 部 は ゴム 栓 © 温度 計 を さじ 7 に 


ガラ ス 管 を 立て , 正しく 30 分 経過 後 電熱 器 を 使い , 疾 
拝 し な が ら 3 分 に 1°C の 割合 で 温度 を 上 昇 き せ 外部 か 
ら 虫 の 行動 を 観察 し た 。 と の 上 昇 速 度 で は 管内 温度 計 の 
示 度 と 体温 は ほぼ ば 同時 的 に 変化 する る の と 考え , 湿度 は 
飽和 状態 と みな し た 。 

ei aes peace ove 


er 


Mon cee 


実験 は 1955 年 4 月 15, 26, 28 AD 3 RwL, 
Weak ch Beis Asp + pee 17 頭 , 幼虫 21 頭 で あ っ た 。 
成虫 の 産卵 ・ 摂 食 活動 

1) 較 場 実験 

装置 よび 方 法 サラ ン 製 飼育 箱 (30x33x66cm) を 
AMORE HIT 45 &, C AUT HAA 1A BE Can) Mie TD 
E:mMBRS~ 6 頭 を 入れ , 産卵 並び に 摂 食 を 行わ せ た 。 
気象 環境 調査 は , 乾湿 球 の 実 暖 計 に より 気温 お よび 濁 度 
Ye, 生 射 時 に つい て は 棒状 温度 計 の 球 部 を 上 直 時 に し た 1 
組 を 用 いて 相対 日 射 量 を , KPH vy PRES ee 
いて 記録 じ , 風向 風速 は (8 I TC 測定 し た 。 
な お 天気 * 雲 量 ・ 雑 象 等 は すべ て 目測 に よっ だ た 。 活動 量 
お よび 気 名 環 境 調査 は 6 時 30 分 か ら 22 時 まで 2 時 間 ど ご 
ICHAT, 

Rit 1955 年 4 月 6, 11, BAOSMA—f. 

2) AY AG SE 

装置 お よび 方 法 EANIOSIITRS CHR 1 
BS) PSUCive 供 試 事 3 頭 と 基 で ラン プ の ホヤ で 
ti, 明 区 は 夜間 (18~6 時) マツ ダ 100v 60w 電球 下 
70 cm OiT4s SFRMNL, 暗黒 区 は 2 重 の 黒 布 で お お うっ 
た 。 接 食 産 卵 調査 の た め , BELO PA SMS RR 
赤 電 球 の 下 で 処理 し た 。 

Peace (AGRIC MEU Tz 
実験 は 各回 明暗 各々 3 個 ず つと し , 
へ 23 日 の 2 HELI. 

i) ROR 

1) 装置 よび 方 法 WLI (RMA 1S) 1 
FRE PO eA 5S Wie ZeMNIT is et 
成虫 の 場合 に 準じ 観測 位置 は 幼虫 の 摂 食 部 位 近 パ を 選ん 
だ 。 摂 食 量 は 摂 食 面積 を 記録 し , あと で プラ ニ メ ー タ を 
FU Ci ite AH UTZ 

2) (RR BACAR PID 6 MF Lic 3 令 幼 虫 
を あて で て 78 

実験 は 4 月 23 日 ・5 月 10 日 の 2 回 実施 し た 。 


KR mi R 


温度 反応 温度 上 昇 


4 月 11~12 日 , 22 


に 対応 する BO 動作 は , 成虫 で 


(20 ) 
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は , GO) + TEND + AST + RM BE + FIER + BESO 

7 段階 を , Si Cis KORE + ital + FE + RIED + A 
死 等 の 5 段階 を 選ん だ 。 活 動 段 階 と に 対す る 個体 別 の 温度 
は 正規 分 布 す る も る の と し て , 95 の 信頼 度 で 母 集団 平均 
値 の 含ま れる 限界 を 推定 し た 。 

1) 成虫 の 温度 反応 

微動 : 3.66~6.60°C (5.13) 低温 床 否 状態 を 示し た 成 
Hit, この 温度 に な る と 横 位 また は 仰向け の まま で か す 
か に 脚 を 動か し 始め る 。 

正 位 : 3.79~6. 83°C (5.31) REAL RUS OIE AZ 
6 ts EO ERBOBRRMS 24, Eft so ThA 
WW SECC is 

AS{T: 6.46~9.36°C (7.99) HAY eas RIE 
と な り 歩 行 を 開始 する 。 
ARM: 18.45~17.21°C (15.33) 歩行 活動 の 活発 化 
伴い 飛 逆 が 開始 され る 。 : 
BLE: 26.45~31.35°C(28.90) この 温度 に な Be ART 
異常 さがみ られ る 。 すなわち ガラ ス 管 の 上 部 か ら 落 下 し 
た り 9 或 は 今 矢 静 正 し て いた も の が 急 に 活発 に 歩行 し 始め 
る 等 正常 の 活発 さと は 異な り , いわ ゆる 和 狂騒 状 唱 が 起 る 。 

不正 位 : 37.75~40.45°C (39.10) 熱 刺 激 に よる 苦 賠 
状態 が 著しく な る に 従っ て 転倒 を 繰り 返す が つい に 転倒 
DI 

SUE: 41.51~43.81°C (42.66) OMAHA 
停止 し , Cte BiMitB Cb METS AOR SN 
ZENG 


Sr es 


| ©2000000/00000000/00006000 


x 


6 8 10 12 14 16 18 20 6 8 10 12 14 
aor INE sy, TV. 11 


PL AST VSI RBROBIN RIED (5 2 時 間 当 ) Cc, 
Ey : PERI H 


黒 殆 : 産 卵 数 


i6 18 20 6 81012 
IV 23. 
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2) 幼虫 の 温度 反応 

微動 : 3.48~6.30°C (4.89) 静止 状 態 た あっ だ た HB 
は , て この 温度 に 達する と 体 の 伸縮 お よび 屈曲 運動 を 行う 
Fe VOTE 

ff: 4.58~8. 84°C (6. 71 
DUT 


体 の 運動 は 全身 的 と な り 
る や か な 歩行 を 始め る 。 

BAG: 25.40~27.74°C (25.57)- 久生 運動 は 著しく 早 
(, 間 歌 的 で 速歩 を 繰り 返す , 特に 頭 部 を 左右 に 振動 さ 
せ た り , ガラ ス 管 の 上 部 か ら 落 下す る 等 狂 騒 状態 と な る 。 
と これ は 熱 刺激 に よる 興奮 挙動 と 考え られ る 。 

不正 位 : 33.90 へ 38.54°C(36.22) Ay BIBI HILL, 
転倒 し た まま 体 の か すか な 運動 が 見 られ る だ け と な る 。 
SIE: 40.64 へ 42.46°C (41.55) 運動 は 全く 停止 し 
BRIRL CARETSZ ADORED O72, 

成虫 の 産卵 お よび 摂 食 活動 

1) ABER ヤノ ハモ グリ バエ 成 下 の 産卵 摂 食 活 動 
SILAS EI KEM, 夜間 は 殆 ん ど 見 られ 


ml 


Ye 


“ 


4 月 6 AOAC, 日 出 後 し ば らし て , ARMS 
始め た 成虫 は , 間 る ぁ な く 産 卵 摂 食 活動 を 始め , 年 後 ~- つ の 
山 を 作り 以後 次 策 に ぉ と ろ え た 。 て この 日 の 活動 と 気象 要 
素 の 目 週 変化 ど は ほぼ 全 致 し た 傾向 を 示 じ で いる す な 
わ ち 日 射 量 の 増加 に よる 気温 の 上 昇 ・ 高 照度 ・ 湿 度 の 減少 
に 伴い 摂 食 ・ 産 卵 活動 は 活発 と な り , これ ら の 要因 が 反対 
に 経過 すず する 場合 は 抑制 きれ た 。 し か し 最も る 多く の 産 多 ・ 
HAPAG HIZO, 14 了 時 ~16 時 で 最高 気温 の 現われ た 
12 時 より る も 遅れ た が この 日 の 最 邊 
RARE (147, 5001V » 7 2) の 起 時 と 
大 体 一 致し , 活動 量 の 推移 は 照度 
の 変化 と 平行 的 な 関係 を 示し た 。 
Sl 次 に 4 月 11 日 に お ける 場合 は , 
004180000 EN 
虫 は 8~10 了 時 に 一 鹿 最 高 に 達する 

が , その あと お と ろ を た を, 正午 頃 を 

70|50000 中心 と し て ほぼ 相対 的 な 2 個 の 最 
lb 大 値 を 示す WEEMS T Rit. T 
の 時 の 活動 と 気象 環境 の 日 変化 と 
の 関係 を 詳細 と に みる と , 活動 が 午 
前 の 山 た 達し た 時 の 気温 は 20.2?° 
C FAYDS 2.3°C FREES 100, 000 
ルッ クス で , 活動 が 減少 し は じ め 
た 12 時 ~14 時 は それ ぞ れ , 30. 2° 
1.8°C, 117,000 vy»7x%zk 
eo, 以後 気温 26.7°C, 日 射 が 


807100000 


14 16 18 20 
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1.2°C, HaRFDS 123,000 ルッ クス を 示し た 14 時 ~16 時 
まで は 摂 食 活 動 は 全く み ら れ ず , 産卵 活動 著しく 抑制 
され た 。 し か し 16 時 ~18 時 に か け で 気温 23.8°C BA 
0.4°C に 下降 し た 時 に 午後 の 活動 の 上 山 を 形成 じ 7ce 
以上 の 点 か ら する と 気温 が 25°C 前 後に と 達する まで 
は , 高温 ほど 活動 が 活発 で ある が , それ を 越え る よう な 
場合 は か え っ て 活動 が 抑制 され , 気温 が 下降 し 25°C 前 
後 以 下 に な る と 再び 盛ん と な る 傾向 が み ら れ だ た 。 

4 月 23 日 の 場合 は , 前 実験 と 同様 双 府 型 の 活動 を 示し 
た 。 即 ち 12 時 ~14 REDHAT ASU CHEMISTS (ER 
活動 る 急減 し て いる 。 こ の 時 の 気温 19.5~23.2°C, FR 
BE 130,~145,000 vy»72%, AWE 1.8~1.9°C Tb, 
特に 異常 性 を 認め 難い が , ToT? CT OWD Buds 5 m *% Bh 
えて いた 事 は 注目 を 要する 。 すなわち 6 12 時 は 風速 3 
mm 以下 714 時 以後 る 4m WE, た だ 12 時 ペペ 14" 時 の 
間 に 5~6m を 示し て いる 。 こ と これ ら の 活動 に 対し 3~4 
m 迄 の 風 は 大 な る 障害 と は な ら な い が 5m 以上 の 風速 は 
成虫 の 産卵 ・ 摂 食 活動 を 溢 息 する よう に 思わ れる 。 

次 に 成虫 が 産卵 ・ 摂 食 活 動 を 開始 する 時 お ぉ よび, 夕刻 
と れ ら の 活動 を 停止 し た 時 の 環境 要素 を 第 1 図 か ら 示 す 
と 第 1 表 の 通り CHS. 


策 1 巻 第 1 号 


解き され 々 の で 室内 に お いて 明暗 環境 下 で 実験 を 行っ た 。 


その 結果 は 第 2 表 の 通り で ある 。 


第 2 表 明暗 が 摂 食 ・ 産 卵 活動 に 及ぼ す 影 

| | BA 区 ig 区 

> seb > 

°C EE IBEX IE 産卵 数 IKE 

Pais 1) 22.4) 10° 60 2 jl 
/13~15 | 24.2] 17°]. 63 of) ead 
\WeS47 | 24:97)! 1S 25 0, | 443 

17~19 236 | 12°) Ts 0 0 
1969210) 20:60 24 this 2 4 
sive te area SS ES OO 
555M) 12.0" Geko 0 0 0 

7~~9 | 16.4 | 4 9 0 0 

g~Er| 20.5" 12 | 39 0 1 

{9413 | 23:3 |» 9 399 0 0 

[ES 20271" &6 30 0 0 

5) ge 15. | 24 | 7 6 0 0 
{5~17 | 21.71 47.1 62 0 0 

17419 || 19.91) "ORIN EZ 0 0 

19-21 17, Galo 0 0 0 0 
4,22~2F oi 5 | 16.21 0 0 0 0 
FF Tale eS y |inee 2 0 0 

7 91 176 0 sip heuer 0 

ONT Mee OHE VO 1 0 0 

el3; 19.6] 5 8 0 0 
本 表 に よれ ば , 初め の 実験 で は 夜間 照明 を 行 っ た 明 区 
は 5~7 時 の 間 を 除き , 殆 ん ど 1 昼夜 を 通し て 産卵 ・ 摂 


食 活動 が み ら れ た の に 反し , 暗 区 の 産卵 数 は 1/10, He 


第 1 表 朝 タ の 産卵 ・ 摂 食 活 動 の 開始 

お よび 停止 し た 際 の 環境 条件 

= + — ーー— | = = ーー-- 
活動 月 日 | 気 温 *C| 香 射 性 C| mm Lux 
4.6 Reha 1.2~2.5 | 90, 000~125, 000 
開始 | 11 | Pi | 01.3 | 40,000~ 75,000 
23 Beer ane 0~0.1 | 35,000~ 60,000 
4.6 og | 1.260.291, 200~100, 500 

停止 | u 0.10 |40,000~0 

2 1 02 0 | 45,000~0 

A acre | 


Ec} 178 に すぎ ず し か も 半日 以上 も と れ ら の 活動 が 見 
られ な か っ た 。 ま た 4 月 22~23 日 の 実験 で は 明 区 の み 活 
動 が 見 られ た 。 実 験 後 (4 月 23 日 13 時 後 ) 暗 区 は 黒 布 を 
除い た と こと ころ, 間もなく 活動 を 始め 盛ん た 産卵 ・ 摂 食 活 
PAG NI. 従っ て 夜間 殆 ん ど 活 動 し な い の は 低 照 鹿 
が 大 き な 抑 制作 用 を し て いる と 解 さ れる 。 
幼虫 の 摂 食 活動 ヤノ ハモ グリ バエ 幼虫 の 摂 食 活 動 と 
気象 の 日 変化 と の 関係 を 調査 し た 結果 は , 第 2 図 の 通り 
で その 活動 は 昼夜 共 と 行なわ れる 。 

4 月 23 日 の 調査 で は 摂 食 活動 は 日 出 後 気 温 の 上 昇 ・ 高 


i 


まず 活動 開始 の 時 の 気温 は 8.0~20.0°C 夕刻 最後 の 
活動 が み ら れ た 場合 の 気温 は 11.0~22.0°C で 活動 開始 
の 際 よ り 夕刻 活 動 を 停止 し た 了 時 の 方 が 高 目 で ある が , FB 
度 は これ と 反対 に 開始 の 時 の 方 が 高 照度 で , 停止 の 際 は 
低 照 度 で ある 。 すなわち 本 実験 期間 中 で は , 夕刻 の 活動 
停止 た 対し 照度 の 急激 な 低下 が 重要 な 因子 と な うっ て いる 
まう (ご 見 2 る 

2) BARS CRESS - HATED 


ZOE + LIED 
調査 と な いて, 夜間 は 殆 ん ど 活 動 し な い 事 を 認め た 。 こ と 
れ は 低 照 度 が 本 種 の 活動 を 抑制 する 一 つの 条件 で ある と 


昭 度 ・ 日 射 の 増加 お よび 湿度 の 減少 と 共に 感 ん と な り , 正 
午前 後 が 最も 活発 で 以後 摂 食 量 は 減 し た が 夜間 る ぁ も わずか 
な が ら 活動 が 続け ちら れ た 。 摂 食 活 動 と 気象 要素 と の 関係 
は , 気温 ・ 理 射 量 の 増減 傾向 と よく 一 致し , 特に 気温 と 
密接 な 関係 が み ら れ 活動 が 最も る 盛ん な 12~16 時 の 間 の 
気温 は 20~23°C の 間 を 推移 し 当日 の 最高 気温 を 示し た 。 
次 に 5 月 10 日 の 場合 は , 前 の 例 と 異な り 午前 と 午後 に 
それ ぞ れ 活動 の 山 を 持つ 双 帳 型 あ 示し た 。 即 ち 日 出 後 感 
ん と な っ た 摂 食 活動 は 14~16 時 に は 一 た ん 弱まり , そ 
の 後 ま 活発 と な り 夕 刻 か ら 夜間 に か け て RD L 
た 。 摂 食 活 動 が 午前 の 山 に 達する まで は , 気温 の 上 昇 ・ 
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ARMS CA Ear 3.48 
~6. 30°C, 3.66~6.60°C CK 
は 認め らち られ な い 。 


We) CT) 開 


台 温 度 は , 4.58~8.84°C, 6. 46~ 
3.36°C で 幼虫 の 方 が や や 低温 で 
開始 する よう で ある 。 興 礁 温度 ば 
25.40~27. 74°C, 26.45~31.35°C 


RD Fi が B51 


x 
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《 く かつ それ が 低温 部 【 
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TH 
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(519. 86°C) peek 
28. 90°C (4=21.0°C) E755, Sree 
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RCE, 7.90~ 


ょ せま 


ヤ ャ ノ ハモ グリ バエ 幼虫 の 摂 食 活動 
(BASH boa りり) が み ら れ る 。 COL 5) emis, 
WF (952, RAH) 4AXZO2 
氏 下 の 傾向 と よく 一 致し , それ が 最高 ハモ グリ バエ の 幼虫 お よび 成虫 に つい て 認め て いる 。 
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曽 加 する の に 反し HEE 


9, 
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BYit1.4°CemUiz. 


量 は 少な く な 


最少 と な っ た 時 の 気温 は 30°C 前 後 で , 目 射 は 1.4°C 
が 下降 を 始め 
動 が 盛ん と な り 午 


避 度 が 増 


と , 幼虫 が 摂 食し て いる 近く の 気温 
まで は 摂 食 量 の 増加 が み ら れ る が 
を れ を 越え る は うな 場合 は か えっ て 減少 し , Hite Rds 


[ び 活 発 と な る 傾向 が 認 
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JAD (鈴木 その 他 , 1955) 等 と 比較 
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め ら れる バテ (ESOCR SE NS a Ne NN 
は 類似 し 0 BEAU AST YA EA AAT YY AE 
ce os Mints lS, MEME CI, V7 AE7T YATE 
温度 反応 幼虫 と 成虫 の 温度 反応 結果 を 比較 し て み 他 の いずれ より $% 低 《, ま た 高温 に よる 致死 温度 は , ムギ 
第 3 表 本 邦 産 へ モグ リバ ェ エ 数 種 の 温度 反応 比較 
a Sy a ee ee a ee es BAKRE 
Po a 類 c= GP) DSS SS) IN 2 DE EE =F Nps = pi pS se 
行動 mo | he = zs mo | oho | oe | oe | RR | OR 
RO Rl 5 4.88 | £ 3.55 8.7 BO | 2.52 | 4.22. RD EY 
ite 位 2.25 8.01 5.48 10.9 | 305) | 9.20 | 
2547 CS) BARS Ds S385 4.90.| 10.34 9.27 16.7 14.9 7.90 11.60 | 10.50 | 15-1 
x A EH te 11.30 ea WET) | 19.6 | 17.00 | 
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AN ne 位 39.10 35. 00 37.54 37.70 40.2 42.14 | 40.30 | 41.00 | 42.6 
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交 ペ モ グリ バニ ヤス ハモ グリ バエ ニッ ムギ クロ ハハ ヘ モク リ 
AEs 4 ARRATIVAZLEG, SAZASTIV ATE 
イネ ヒメ ハモ グ VALIKSA BO. MITER ERAS 
みる と , る ギク ロペ モグ リグ ペ エ の 5.33~31.6°C, V7 
NETFYKRLD 7.90~28.9°C, イネ ヒメ ハモ グリ ベ エ 
7.90~29.8°C, に 対し ムギ スジ ハモ グリ バエ で は DY 
10. 34~31.80°C (人 る) 9. 27~35.04°C で 高温 の 方 へ 広 が 
っ て お おり, その 活動 筑 囲 は ムギ クロ ハモ グリ バエ が 最も 
Kh RP AET VAZER 

次 に 幼虫 で は , 低温 限界 は ムギ クロ ハモ グリ バエ が 低 
《, ヤ ノ ハ モグ リバ エ が 高 目 で , 高温 限界 は と これ と 反対 で 
ムギ クロ ハモ グリ バエ の 方 が 高温 で ある 。 以 上 の 事 か ら 
する と , Mh MhPHICYIAST VAT, ムギ クロ 
ハモ グリ バエ より る 低温 お よび 高温 の いずれ に も 適温 範 
囲 は せま いよ う で ある 。 

成虫 の 摂 食 ・ 産 卵 活動 成虫 は , 日 出 後 気温 の 上 昇 に 
伴い , 葉 裏 等 の 夜間 潜伏 場所 か ら 歩 行 飛 翔 並び に 産卵 ・ 
FRAMED, 以後 洛 次 活動 は 盛ん と な り , 尽 間 に は 
種々 の 変動 は ある が 活動 が 最も 活発 で 夕刻 た 至れ ば 次 第 
おとろ え , 是 没 後に は 全く 活動 を 停止 する 。 し た が っ 
て 成 下 は 明らか に 居間 活動 性 と 見 る こと が で きる 。 
久間 に お ける 活動 の 変化 に は , 気温 お よび 上 日射 の 最高 
と な る 正午 前 後に と かえ > CHER ¢ HONEA EO, 午前 
お よび 午後 の 2 回 と 最大 値 を 示す 場合 が ある て (4 月 11 
A). すなわち 気温 25“C 前 後 迄 に 気温 の 上 昇 に 伴い 活 動 
も $ 活 溢 と な る が , この 気温 を 越す と か えっ て 弱まる よう 
に 見 える 。 前 述 し た 温度 反応 結果 か ら 26.45~31.35°C で 
は 興奮 状態 と な り , も は や 正常 活動 の 困難 で ある 事 が 指 
C&S, 成虫 体温 は 太陽 の 直射 に よっ て 気温 より も 
上 昇 す る こと が 考え られ る か ら , 当時 の 日 射 量 を 考え る 
と 気温 25°C 前 後 で すでに 体温 は 興奮 温度 に な っ て いた 
と 推定 され , 高温 と よる 活動 の 抑制 を うけ た も の と 考え 
られ る 。 か よう に 高温 の た め の 活 動 抑 制 の 現象 は , 他 の 
害虫 て つい て も 知ら れ て お り , 例え ば 湖山 (1943) は イネ 
ハモ グ リバ エ の 産卵 摂 食 活動 は , 気温 30°C 以上 で 抑制 
され る らし い 事 , 更に 柴 辻 (1949) it, ダイ ズ ネ モグ リ 
バエ の 摂 食 ・ 産 卵 活動 が , 気温 30°C 以上 で 抑制 され る 
CEBPBD TS, 

気温 25°C 以下 の 場合 (4 月 11 A) の 活動 の 推移 は , 
照度 の それ と よく 一 致す る 。 既 に 柴 辻 (1949) 4, ダイ 
ズ ネ モグ リバ エエ 成虫 の 活動 が 急激 な 光 の 変化 に 影響 され 
る 事 を 認め て いる と こと は 興味 深い 。 

また 摂 食 ・ 産 卵 活動 は , 風速 5m 以上 の 強風 で 機械 的 
旨 止 作用 が 見 られ た が (5 月 10 日 う , 湖山 (1943) 4, 
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イネ ハモ グリ バエ で , 平均 風速 5~6m で , また 山下 
(FRR) は , ムギ クロ ハモ グリ バエ に お いて , 風速 4 
m 以上 で 同様 な 傾向 が ある 事 を 述べ て いる 。 

成虫 が , 朝方 産 版 ・ 摂 食 活 動 を 開始 する 時 お よび 夕刻 
と れ ら の 活動 を 停止 する 際 の 環境 条件 に つい て みる と , 
摂 食 ・ 産 卵 は 気温 の 高い ほど 早く 開始 され る が , 活動 を 停 
止 し た 時 の 気温 は 朝 の 開始 の 気温 より 高 目 で , 活動 開始 . 
の 例 か ら な れ ば , 未だ 活動 可能 の 温度 域 に と あり, 当然 相 
当 の 産卵 ・ 摂 食 活 動 が あっ て 然るべき で ある けれ ども そ 
れ が み ら れ な い 事 実 ぉ よび 前 述 し た よう に , 暗黒 の 条件 
下 に お くく と 半日 以上 も $ 産卵 ・ 摂 食 活動 は 抑制 され , これ 
を 明る くす れ ば 間 ぁ る なく 活 動 が み ら れ る 事 は 低 照 度 が 大 
き な 抑 制作 用 を し て いる た めで あろ 3 。 次 に 活動 開始 時 
の 照度 は , 夕刻 の 活動 停止 時 の それ より 著しく 高い 事 は , 
照度 以外 の 因子 特に 低温 が 活動 を 抑制 し て いる た め と 思 
われ る 。 以上 の 結果 か ら す る と 産卵 ・ 摂 食 活動 は , 朝方 
低温 の 抑制 か ら 解 放さ きれ て 活動 的 と な り , 夕方 は 低 照 度 
ICKEAMMBRPHMoONS >EDLPERSNS. 加藤 AY 
43) は , EX VVAVYATV AV MEOH MET RR 
境 要 素 の 影響 過程 を , HA Rimts k OIE, 
午前 全 温度 上 昇 に よる 活動 促進 , 正午 前 後 三 高温 抑制 , 
午後 = 高温 抑制 解消 , タ = 低 照度 抑制 と 考え た 。 本 実験 
に お いて る も る この 概念 が 適用 で きる る の と 考え られ る 。 
幼虫 の 摂 食 活 動 幼虫 の 摂 食 活 動 は 昼夜 共に と 行なわ れ 
る 。 す な ね わら ち 日 出 後 気温 が 次 策 に 上 昇 す る と 活動 は 盛ん 
と な り , 日 中 が 最も IEC, 夕刻 か ら 夜 間 に か け て に は, 気温 
の 下降 に 伴い 活動 は お と ろ え る が , 殆 ん どこ と これ を 停止 す 
る と こと は な い 。 こ と これ は 成虫 より 照度 の 影響 が 少な いた め 
と 思わ れる 。 BRN Aime 25°C 以上 と な る と 急 に 摂 食 
活動 は 弱まり , その 後 ま た 気温 が 下る と 盛ん な 活動 が 始 
まる 。 室 内 で 温度 反応 を 調べ た 結果 は , 25.40~27.74°C 
で あっ た が 野外 園 場 で の 日 射 を 考え る と , Ai 25°C 前 
RCHEACHLOBBICEo COR CHEN, MH 
の 場合 と 同じ さく 高温 抑制 作用 に よる 活動 減少 と 考え られ 
Bo 


摘 要 


Cl) ARS Cle, IBM 30°2ICA Siz, Y FADE 
YATE WT ORSS HER IEHIO BAPE Rat L, 
活動 に と およぼす 気象 要因 の 影響 お よび 3 分 に 1°CORIA 
で 上 昇 する 温度 環境 下 に お け る 活動 に つい て の 実験 結果 
を 取り 扱っ た 。 

(2) 温度 と 活動 と の 関係 で は , 成虫 の 微動 開始 
5.13°C, 正 位 5.31°C, 歩行 開始 7.90°C, 飛 刻 開始 15.33 
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°C, BRB 23.30°C, AE 42.66°C で , 正常 活動 築 囲 は 
7.90~28.90°C, に よぶ も の と 思わ れる 。 幼 虫 は 微動 
開始 4.89°C, 伸介 開始 6.71°C, BI 25.57°C, suc 
よる 不正 位 の 姿勢 36.22°C- ASE 41.55°C で , 正常 活 
動 秀 囲 は , 6.71~25.57°C に お よぶ も の と 思わ れる 。 

成虫 は 幼虫 より も 正常 活動 穫 囲 が 広く , 且 そ れ が 高温 
部 に 偏 す る 傾向 が ある よう に 思わ れる 。 

本 種 は ムギ クロ ハモ グリ バエ に 比 し , BH siz, 
低温 お よび 高温 の いずれ に も 活動 適温 の 第 困 が せま い 。 

(3) 成虫 の 産卵 ・ 摂 食 活 動 の 日 週 性 を みる と , 明 ら か 
に 昼間 活動 性 で , 日 出 後 し ば らく し て 歩行 飛 逆 か ら 産 卵 ・ 
摂 食 活 動 に 移り , 日 中 盛ん に 活動 し 日 没 前 後 より 活動 を 
停止 する 。 す な わ ち 朝 の 活動 開始 は , 低 照 度 ぉ よび 低温 
抑制 の 解消 に よっ て 始ま り , 夕刻 の 活動 停止 は 低 照 度 に 
まっ て 支配 され る と 思わ れる 。 し た が っ て 朝 作 の 天気 が 
良い 程 活動 が 早く 始ま り 遅 まで 続く 傾向 が ある 。 昌 中 
の 活動 は , 気温 , Ae LORMEOMMe KIC BA cts 
る が , 葉 上 気温 が 約 25°^C を 越す 場合 は 高温 抑制 を うけ 
で か を えっ て 活動 が 弱る 。 し た が っ て 葉 上 気温 が 約 25°^C 
を 越え な い 場 合 は 単 峰 型 ) 25°C を 越す 場合 は 双 上 峰 型 の 
活動 を 示し じ , 前 者 は 春期 発生 の 初期 に た 起 る こと が 多く , 
後者 は 発生 の 中 期 以 後 の 無風 快 晴 の 時 に 出現 する と こと が 
多い 。 秒速 5m 以 上 の 強風 は , 産卵 ・ 摂 食 活動 に 対し 機 
械 的 陽 止 作用 を 示す よう で ある 。 

(4) 幼虫 の 摂 食 活 動 は , 日 中 最も 盛ん で あぁ ある が 夜間 
も 活動 は 続け られ る 。 和 気象 環境 の 中 で , 活動 と 最 る 密接 


薄 子 : ヤノ ハモ グリ バエ の 生態 学 的 研究 25° 


な も の は 気温 お よび 日 射 で , それ ら の 増加 と 共に 活発 
な る けれ ども 葉 上 気温 約 25°C を 越す 場合 は 高温 抑制 作 
用 が 見 られ る 。 し た が っ で 幼虫 の 摂 食 活 動 % 成 是 の 場合 
と 同様 な 活動 型 が 現われ る 。 駒 度 お よび 風速 は 摂 食 活 動 
CHL TAS BRIE BARNS, 
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Summary 


Ecological Studies on the Yano Leaf Miner, Agromyza 


ambigua yanonis MATSUMURA. I. On the Diurnal Activity. 


by Eikichi HASUKO 


(Miyakonojo Branch, Miyazaki Agricultural Experiment 
Station, Miyakonojo, Miyazaki Pref.) 


1. Present study is carried out in 1955 in 
order to clarify the influence of climatic factors 
affecting the diurnal activities of oviposition and 
feeding of adult and larva of Yano leaf miner, 
Agromyza ambigua yanonis Matsumura, as well 
as such activities under the temperature ascending 
1°C every 3 minutes. 


2. The relation between temperature and acti- 


vity is as follows. Adults begin slight movement 
at 5.13°C, take their normal pose at 5.31°C, start 
walking at 7.90°C, start flying at 15.33 °C, 

stimulated at 28.90°C and killed by heat (thermal 
death) at 42.66°C. The range of normal activity, 
therefore, seems to lie between 7. 90°C to 28.99°C. 
Larvae begin slight movement at 4.89°C, start 
crawling at 6.71°C, stimulated at 25.57°C, take 
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abnormal pose by heat 36.22°C and are killed 
by heat (thermal death) at 41.55°C. The range 
of normal activity, therefore, seems to lie between 
Guill -Cavand) 25557-C- 

The range of temperature of normal activity of 
adult is wider than that of larva, and it seems to 
incline towards higher temperature. 

Comparing it with the black wheat leaf miner, 
Agromyza albipennis MEIGEN, the range of tem- 
perature of activity seems to be narrower. 

3. The activities of oviposition and feeding of 
adults are apparently diurnal. Adults begin to walk 
and fly soon after sunrise and then begins ovipo- 
sition and feeding. Its activity is high during the 
daytime but ceases at about sunset. That is, the 
start of its activity is promoted by the dissolution 
of the suppressions of low luminosity and low 
temperature, and the cease of activity in the 
evening seems to be suppressed by the low lumi- 
nosity. Therefore, the activity starts earlier and 
ceases later when the climate is better. 

The activity during daytime increases as the 


temperature, sunshine and luminosity increase but 
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it decreases when the temperature on leaves 
exceeds 25°C because of the suppression by high 
temperature. The activity curve, therefore, shows 
a single peak when the temperature on leaves 
does not exceed 25°C but it shows two peaks when 
it is over 25°C. The former occurs more frequent- 
ly in the beginning of the occurrence in spring 
and the latter is observed more on a calm, fair 
day in the later part of occurrence. The wind over 
5 m sec seems to cause mechanical suppression on 
oviposition and feeding. 

4. Feeding activity of larva is highest during 
the daytime but it is continued also during the © 


night. The climatic factors which are most closely 


related to the activity are temperature and sun- = 


sihne. 

Larva becomes more active as sunshine and 
temperature increase but the activity is suppressed 
by heat when the temperature on the leaves. 
exceeds 25°C. The feeding activity of larva, 
therefore, 


resembles that of adults. No great 


influence of wind velocity and luminosity on 


feeding activity is observed. 


re 
放射 性 同位 元素 に よる 動物 の 標識 づけ 
PENDLETON, R. C.: Uses of marking animals 


in ecological studies: Labeling animals with 
radioisotopes. Ecology, 37(4): 686—689. (1956). 
雑誌 Ecology の 37 巻 4 号 に は “Symposium: Uses 
of marking animals in ecological studies” と いう 
表題 の も と に , introduction を 含め て KOD 論文 が 採 
氏 さ れ て いる 。 こ と の 論文 も その 一 つ で , 生態 学 的 研究 
お ける , 放射 性 同位 元素 に よる 動物 個体 の 標識 づけ を 線 
合 紹 介し た も の で ある 。 他 の 標識 法 (金属 バン ド , «BR, 
体 = 部 の 切除 な どり で くら Se oe SR 
は , (1) 標識 され る 動物 に も , その 捕食 者 に も , 標識 の 
存在 が 知覚 され な らい こと と , (2) 大 量 を 処理 し や すく , あ 
る 場合 に は 供 試 個体 を 手 に と ら な いで マー ク し た り , 目 
に 見 えな い 標 識 個体 の 存在 を 知っ た り で きる と と , (3) 
標識 の 有無 が 容易 に 判別 で きる と と な ど で あ る 。 一 方 不 
利益 は , A) コス ト が 高い , (2) 放射 線 の 毒 作用 が まだ 
十分 明らか で な い , と の と と か ら 食 糧 と な る 動物 ( 魚 な 


ど ) へ の 使用 が 危険 で ある と と , (38) 小動物 へ の 適用 の 
BS, 生命 を 短縮 させ た り 行 動 が 異常 に な っ た りす る お そ 
れ が ある こと と で ある 。 
同位 元素 の 選択 に さらに し て は , エネ ルギー や 物理 的 半 
WHOATIS SS, 生物 学 的 半減 期 に を 注意 せ ね ば な ら な 
い 。 BS HERS NS 同位 元素 を 池 な どの 生物 に つか う 
と , それ を 摂取 し た 他 の 動物 か ら 放 射 能 が 検出 され る こと 
t¢b6H4, 

実際 の 生態 学 的 研究 で は , MIC k>CT—I7LEAZ 
* trap € 4524, G-M B@CRIT ZHED ZACH 
る が , その ほか の 例 と し て は , BRICKZUD4IVABE 
Om, 食物 連 引 の 研究 , 叶 乳 類 に お に て , 金属 バン 
Kit 同位 元素 を つけ て お いて, 野外 に G-M 管 を も ち 
だ し 捕獲 もせ ず に ホー ム ・ レ ンジ を し ら ペ る 方 法 (と の 方 
法 で は 10m 以内 位 で な いと 識別 で き な い らい) な ど が ある 。 
また ハリ ガ ネ ム シ に 放射 性 の 針金 を 挿入 し て お く と , Hh 
TR cm の 特 動 を ドレ レース で きる 。 

( 農 技 研 
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Problems on the Breeding of Insects for Biological 


Assay of Insecticides 


XVII. On the Number of Larval Moults in the “Takatsuki” 
Race of the Gypsy Moth, Lymantria dispar L. 


By Sumio NAGASAWA 


f Institute for Chemical Research, Kyoto University, Takatsuki, Ohsaka 


An exhaustive study on the geographic 
variations and genetics in the gypsy moth, 
Lymantria dispar L., has been carried out 
by Goldschmidt and his co-workers for long 
years, and at present the result of his study 
forms a special field in the science of gene- 
tics. As one of the important problems, 
he has conducted a comprehensive study on 
the geographic variation of number of larval 
moults using materials not only of Japan, but 
also of Korea, China, Russia, Germany, 
Spain and other European countries, and 
he has explained this phenomenon by the 
hypothesis that in some cases moulting is 
caused by a set of multiple alleromorph 71, 
T2, Ts. Recently, in order to obtain funda- 
mental knowledges on the gypsy moth as a 
test insect for biological assay of insecticides, 
the writer carried out the rearing of some 
Japanese races and ascertained the number 
of their larval moults and the rate of their 
growth in successive instars. In the present 
Paper, 
result of an experiment which was conducted 


the writer wishes to describe the 


with the “Takatsuki” race. 
MATERIAL AND METHOD 


The material used in this experiment was 
the larvae hatched out from a batch of eggs 
which was obtained near the end of March, 
1956 on the trunk of a zelkova-tree, Zelkova 
serrata MAKINO, grown in the yard of the 
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Institute for Chemical Research, Kyoto 
University, Takatsuki, Ohsaka. Starting on 
the day of hatching which occurred on the 
15th April, larvae were reared under the 
constant environmental condition of 25°C 
and 89% relative humidity on leaves of the 
zelkova-tree using a pair of petri dishes. 
measuring 1.5 cm highX3.0 cm in diameter 
until they attained the 3rd instar, and the 
larvae of from the 4th to the last instars. 
were reared in dishes of 2.0cm highx9.0 cm 
in diameter. The food leaves were renewed 
every day at the prescribed time of hours 
and the exuviae of head capsules of each 
larva were collected and preserved separa- 
tely. Later, the width at the large part 
of the exuviae of the head capsule was 
measured by the scale on the glass plate of 
the microprojector. The number of larval 
moults was determined from the number of 
the exuviae of head capsules for each indi- 
vidual and the sex of the adult emerged was. 


ascertained individually. 
RESULT AND DISCUSSION 


Seventy-one individuals of one hundred 
larvae which were used at the beginning of 
experiment have completed their develop- 
ment to the adult. They could be classified 
into the following four groups according to 
the number of larval moults and sexes; i. 


e., (1) 40 females with 6 moults, (2) 3 


( 27 ) 
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Table 1. 


Mean width of exuviae of head capsule in each instar of 40 female 
and 23 male larvae of the “Takatsuki” race of the gypsy moth, Lymantria 
dispar L., that moulted six and five times respectively. 


Vole ING 


: : | iation | 

Sex |  Instar Mean Pia, ean | OE ke ae | Growth ratio 
T 0.620+0.002mm | 0.015 mm 2.34% | — 
Ir | 1.008+0.011 0.068 | 6.71 | 1.63 
Tl 1.675 + 0.019 0.119 | Hs) | 1.66 
Female iV 2.539+0.031 0.195 7.69 | 1.52 
V | 3.513 ェ 0.039 0.243 6.93 1.38 
VI 4.744+0.081 0.197 4.15 1.35 
Vil 6.090 + 0.053 0.336 5.52 | be: 
I 0.618 +0.002 0.012 1.89 — 
TT 1.036 +0.014 0.066 6.34 1.68 
Tl 1.726 +0.019 0.090 5.23 1.67 
Male IV 2.544 40.033 0.156 6.11 1.47 
V 3.567 40.046 0.219 6.15 1.40 
VI 4.739 +0.068 0.328 6.92 1.33 

Table 2. Width of exuviae of head capsule in the, puré races; 1.-e,, (1) 4 moulis ite 3 


of 3 female and 5 male larvae of the “Taka- 
tsuki” race of the gypsy moth, Lymantria 
dispar L., that moulted seven and six times 
respectively. 


| | Instar 
Sex | No. ーー ーー 
| | I Tr) m)Ww) Vv) wy) Wy) Ww 


1 0.621.061.682.503.00 4.005.406. 80 
2 0.621.:021.802.553.304. 755.25 7.20 
3 0.62 1021. 662. 30.5:003. 905.106. 75 


Female = : ーー 

Mean 0.621.031.712.45.3.10 4.195.25 6.92 
Growth 
| ratio 


| | 
1 0.690.981.502.152.903.855.00 
0.600.961.542.303.053°905. 20 
0.621.021.642.303.054.005. 40) 
0.621.001.662.303.05 4.005. 30) 
\0.621.001.662.40 3.304.305. 70) 
| Mean 0.610.991. 60 2. 293.074.0115. 32 


GPR a Me os pa a rap a 
“ratio ~~ 1-621-611.431.341.311.33_, 


= 上 67R66. 431.271. 35.1. 251.32 
| | | | 4 


2 
MS 
| 4 

5 


females with 7 moults, (3) 23 males with 
5 moults, and (4) 5 males with 6 moults. 
The results of measurements of exuviae of 
head capsule are shown in Tables 1 and 2. 

Number of larval moults. Goldschmidt’s 
conclusion (1929) in his studies on geographic 
variation of number of larval moults is that 
the larvae of the gypsy moth may have 
four or five moults in both sexes; and 


typically the following types may be found 


both sexes, (2) 5 moults in both sexes, (3) 
4 moults in all males, and 5 moults in all 
(4) 4 


4 moults in some females and 5 moults in 


females, moults in all males but 


the other females, and (5) 5 moults in all 
females but 4 moults in some males and 5 
moults in the other males; and these types 
are limited to certain definite geographic 
races. Takatsuki where the writer obtained 
the material for the present experiment 
belongs to the “western Japan region” 
according to the “Lymantria geography” 
proposed by Goldschmidt. Goldschmidt has 
studied the number of moults of the mate- 
rials collected at Kyoto, Tsu and Wakayama 
in this region and found that the females 
of the “Kyoto” and “Tsu” races moulted five 
times and the males moulted four times 
respectively ; and that the females of “Waka- 
yama” race moulted five times, and the 
males moulted four or five times. In contrast 
to the result reported by Goldschmidt, the 
“Takatsuki” race used by the writer moulted 
one or two more times in both sexes than 
the races used by Goldschmidt. It is not yet 
certain whether the material obtained’ at 


Takatsuki by the writer is really a different 
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race having so many number of larval moults 
or Goldschmidt might have overlooked one 
or two moultings in the early stage of larval 
development. Therefore, it is impossible to 
make any definite statement unless after 
more detailed experiments have been con- 
ducted with materials obtained from various 
localities extending over wide area. 
Growth of head. capsule in successive in- 
stars. In the previous paper (NAGASAWA, 
1957) on the growth of head capsule of the 
gypsy moth in successive instars, the writer 
(1957) reported that the relation of log- 
width of exuviae of head capsule to instar 
number can be represented by two straight 
lines intersecting at the 3rd instar according 
to the data obtained with a male larva of 
the “Sapporo” race having five moults. As 
is seen in Tables land Des the values of 
into two 
The one 
comprising the values for the lst~3rd instars 
and the other the values for the 4th~last 


growth ratio can be classified 


different groups ~in all cases. 


instars. It is obvious that a linear equation 
can be applied respectively to each of these 
two groups of values representing the 
relations between log-width of exuviae of 
head capsule, y=l+log(mm), and instar 
number, X. Unity has been added to the 
logarithm of measurement for the sake of 
convenience in computation by avoiding the 
negative values of logarithmic values. Accord- 
ing to this conception, the equations were 
calculated using the figures of Tables 1 and 
2. The result is shown in Table 3 and Fig. 
1. It is evident that the rate of the growth 
of head capsule shows a considerable fall 
at a certain period between the 3rd and 4th 
instars. It has been also reported (NaAGA- 
sawa, 1957) that the relation between mean 


log-width of faecal pellets of each instar 
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Table 3. Equation for the growth of log- 
width of exuviae:of head capsules, y=1+log 
(mm), in successive instars, X, of larvae of 
the “Takatsuki” race of the gypsy moth, 
Lymantria dispar L. 


Se ER ae | y=at+bx 

| 6 Lael oP eee 

Payee y=0.902+0.127X 

F 1 4 at —— 4-2 = ae 
emale eB I—M | y=0.571-40.221X 
; 7 | WW | y=0.935+0.113X_ 
5 I—I | y=0.567+0. 224% 

rN 5 yee W—VI_ | y=0.871+0.135X 
| 6 エーm |y=0.575 十 0.210X 

| W—M | y=0.876+0,121X 


=1+log (mm) 


Mean log-width of exuviae of head 
capsules, y 


Number of instars, X 


Fig. 1. Relation of log-width of head capsule, 
y=1+log(mm), to instar number, X, cf larvae 
of the “Takatsuki” race of the gypsy moth, 
Lymantria dispar L. The scale of number of 
instars has been shifted one unit to the right 
horizontally for each curve to avoid overlapping 
of curves. From left to right: males with five 
moults, females with six moults, males with six 
moults, and females with seven moults. 


and instar number agreed quite well with 
that of the log-width of head capsule to 
the instar number. From the fact mentioned 
above, it is considered that there is a point 
of physiological change in the growth between 
the 3rd and the 4th larval instars. It has 
been observed in rearing the larvae that the 
colour of head capsule of the larvae of the 
lst~3rd instars is generally brownish black 


and that in the 4th and the subsequent 
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instars it assumes a distinct brownish yellow 
and also that a pair of distinct blackish 
stripes appear on either side of frons. This 
may be considered another support to the 
above hypothesis. 
Determination of instar by width of head 
capsule. Mitamura(1956) has described that 
two kinds of larvae of the rice-plant skipper, 
Parnara gutata BREMER et GREY, namely, 
the one with four moults and the other five 
moults reached to almost the same size when 
they were full-grown, presumably through 
a regulation of growth in the course of deve- 
lopment. It is, therefore, impossible to tell 
the instar by simply measuring head capsules 
of larvae captured in the field. As apparent 
from the frequency distribution curves, 
shown in Fig. 2, the width of head capsules 
of the larvae of the “Takatsuki” race of 
the gypsy that 


six times is materially larger 


moulted seven or 


that 


moth 
than 
of the larvae that moulted five or six times 
respectively; and alleged regulation of deve- 
lopment as reported on the rice-plant 
skipper by Mitamura could not be recog- 
nized clearly. Though the frequency distri- 
bution curves of widths of head capsules 


of larvae of from the 1st to the 3rd instars 


are situated quite separated from one an- - 


other, there appears a considerable overlap- 


ping in the frequency distribution curves of 


© 
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the head capsule in the case of the 4th and 
the subsequent instars. The writer considers 
that the size of the gypsy moth larva is 
influenced by the number of moults after 
the 4th instar, the length of larval period 
and the amount of food taken. Therefore, 
it must be concluded that the determination 
of instar by measuring the width of head 
capsule of a larva may be possible in the 
larvae of from the 1st to the 3rd instars, but 
we shall fail in determining the instar 
number foam the result of measurement of . 
head capsule in the larvae of the 4th and 


the subsequent instars. 


SUMMARY 


Under the environmental condition of 25°C 
and 89% relative humidity, the larvae of 
the “'Takatsuki” race of the gypsy moth, 
Lymantria dispar L., were reared separately 
Zelkova 
serrata Makino. The females of the “Taka- 


on leaves of the zelkova-tree, 
tsuki” race of the gypsy moth moulted six 
or seven times in their larval stage and the 
In all of 


the relations 


males moulted five or six times. 
these cases mentioned above, 
of log-width of exuviae of head capsule to 
instar number were found to be represented 
by. two straight lines intersecting at a point 
between the 3rd and the 4th instars. We 


shall be able to determine the instar to 
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Fig. 2. Frequency polygon showing the distribution of widths of exuviae 
of head capsules of the gypsy moth, Eymantria dispar L. From top to 
bottom: males with six moults and also males witt five moults; females 
with seven moults and also females with six moults. 
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which a larva belongs by measuring width 
of exuviae of the head capsule in the larvae 
ranging from the lst to the 3rd instars, but 
we shall fail to tell the instar number by 
this method in the larvae ranging from the 


Ath to the last instars. 
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XVII. 高槻 系 マイ マイ ガ の 幼虫 期 に お ける 脱皮 回 数 に つい て 
fe 沢 純 ge 
京都 大 学 化 学研 究 所 


高槻 系 マイ マイ HD 幼虫 期 て お ける 脱皮 回 数 を , 温 
EE 25°C, 関係 湿度 89 ORAL C, 個体 別 飼育 の 
方 法 に より ケ ャ キ の 葉 を あたえ て し ら べ た 。 高槻 系 マイ 
V4 HOMES, 幼虫 期 に と な いて 6 また は 7 回, 雄 は 5 ま 
だ は 6 回 の 腕 皮 を くり か え し た 。 これ は さき に Gold- 
Sehmidt 和 Ci っ 報告 ざさ れ 7 ご 結果 より 9,1 ユエ る る い は 2 
回 多い が , 高槻 系 が と くに そう し た 脱皮 回 数 の 多い 系 統 
で ある か どう か は さら に に 本邦 各 地 の 系 統 に つい て し ら ベ 
た 上 で な けれ ば わか ら な い 。 . 頭 著 の 脱皮 毅 に つい て , F 


期間 に お ける 成長 様相 を 検討 し , いづ れる も 第 3 令 と 4 谷 
の 間 を さか い に し て , お ぉ お お むね ふた つの 異 っ た 直線 関係 
を し めす と と を し っ た 。 幼 虫 の 発育 過程 に と な いて, と の 
あたり に ひと つの 生理 的 な 変 曲 点 が ある も る の と 考え られ 
よう 。 頭 幅 の 癌 度 分 布 曲線 は , 3 令 ま で は いずれ も 大 体 
同じ 位置 に と あっ て , 頭 幅 と よる 今期 の 決定 は 可能 で ある 
が , 4 令 以 後 は 重複 部 を 生じ , 頭 幅 の 測定 結果 より する 
令 期 の 決定 は 不可 能 と な っ て くさ る 。 


IK 


カツ オプ シア ムン シン | 幼虫 は キチ ン を 
分 解消 化 で き な い 

JEUNIAUx, Ch. (1955): Inability of varied-carpet 
beetle larvae (Anthrenus verbasci L.) to digest 
chitin. Nature 176 : 1129~1130. 

カタ ッ ム リリ や ナメ クジ が キチ ン を 消化 する た め 消 化 液 
和 申 に キチ ナー ゼ を も っ て いる と と は よく 知ら れ て いる 。 
か し これ ら の 陸 棲 腹 足 類 で は , キチ ナー ゼ は 動物 自身 
BAWF SOCAL, 共生 微生物 に より 生成 され る の 
で ある 。 昆 虫 標本 を 食害 すす る 慣 虫 は 常に キチ ン を 多量 に 
含有 する 動物 質 飼 料 を 摂取 し て いる の で ある か ら , キチ 
ツラ を 消化 で きる の で は な いか と 考え られ て きた 。 し か し 
現在 まで キチ ン が 実際 に 利用 され て らい る か どう か 証明 さ 
カッ オォ ブシ ムシ の 1 種 4Artzrenus 
著 燥 尼 虫 を 飼料 と し て 


Hie V7 VA OG; 
verbasci に つい て 調べ て みた 。 


生育 し た カツ ッ オ ブシ ムシ の 老 部 幼虫 を 解剖 し て 消化 管 を 
集め , その グリ セリ ン 抽 出 液 の キチ ン 人 分解 力 を に いろ 
の 方 法 で 調べ た 。 し か し キチ ン の 分 解 は み ら れ な か っ た 。 
又 消 化 管 内 の 微生物 を , DRAF VEMARRAE MIC 
接種 し た が キチ ナー ゼ 作 用 は 検出 で き な か っ な だ 。 

イエ バエ その 他 葛 燥 昆虫 で 飼育 する と き , 幼虫 は 飼料 
の 30% 位 ま で 利用 で きる 。 そ と で 一 定 の キチ ン 含 量 の 
fA CwmeS + AMAL, キチ ン の 損失 を 調べ た と 
と ろ , ギ チ ン は 粉砕 され て は ら ム る が , 消 他 ざれ ず 殆 ん ど 
完全 に 回収 で きた sj 

以上 の 結果 か ら カ ッ ォ オォ ブシ ムシ 幼虫 は キチン の 多い に 
飼料 に 生育 する に も か か わら ず , キチ ナー ゼ や キチ ン 分 
解 微生物 を も た ず , キチ ン を 消化 で き な い と & と は 明か で 
Ho ( 農 技 研 平野 千里 ) 


BHC の 土壌 施用 た よる = カメ イチ ュ ウ 防除 効果 


oR  -M AA X Bp 


農林 省 中 国 農 業 試験 場 害虫 研究 室 
(兵庫 県 姫路 市 田 寺 ) 


に 


殺虫 剤 を 土壌 中 に 混入 し て 作物 に 吸収 せしめ , 害虫 を 
防除 し よう と する 試み は これ まで あま り 多 く は な い 。 最 
近 , 土壌 中 の 有機 合成 殺虫 剤 が , その 土壌 生育 する 作 
物 の 根 か ら 作物 体内 に 移行 する 多く の 事例 が 知ら れ , 
Qursrrr et al. (1947), HRB (1955) は ペラ タナ オペ 
の 土壌 施用 に よる 害虫 防 陰 の 可能 性 を 報告 し て いる 。 

筆者 ら は 土壌 中 の y-BHC が 比較 的 容易 に 作物 体 中 に 
移行 する 事実 (Casma et al., 1952; Hesxins, 1949; 
Koztova, 1950; Quester et al., 1947; Terrier et al., 
1953) か ら , BHC の 場合 も パラ チオ ォ オン 同様 の 効果 が 期 
CR ZOCISWODL BAT. MERE, 1956 Hic 
水田 土壌 中 に お ける BHC の 消失 状況 を 明らか に する た 
め 較 場 試験 を 行っ た ( 腰 原 ・ 岡 本 , 1957) OT, 同時 に 
BHC を 土壌 施用 し た 場合 の ニカ メイ チュ ウツ 防除 効果 に 
つい て も る 調査 し た 。 そ の 結果 , きわ め て 興味 ある 事実 を 
認め 得 た の で , 今後 の 研究 に まつ べき 点 は 多い が , と り 
あぁ あえ ず 概略 を 予報 する こと に し た 。 


m BR 方 法 

共 試 薬剤 は BHC 3 2H Fle LOY yF vy 3 2 粉剤 を 
用 いた 。 第 1 表 に 示す ど と 《 く それぞれ の 混入 量 を 異 だ し 
た 12 区 を 設け , 混入 は 水稲 移植 前 日 , 代 反 き と 同時 と 
行っ た 。 1 区 面積 5 坪 で , 各区 と は それ ぞ れ 水路 を 配 「 
Ls か ん が い 水 の 導入 の み を 行い , 薬剤 の 流亡 を 防ぐ よ 
うに し た 。 こ と うし て 用 意 し た 試験 田 に 6 月 16 日 , 水稲 を = 
移植 し た 。 品 種 農 林 37 号 , 播種 期 4 月 30 日 , AMR 
密度 8 寸 平方 , 1 株 3 本 征 で ある 。 


ニカ メイ チュ ウ の 被害 , 水稲 の 生育 お よび 収量 は 第 1, 


2 お よび ぎざぎざ 表 に 示す 議 項 目 に つい て 調査 し た 。 六 害 ささ 
び 生 育 は 各区 任意 の 20 株 , 1 MDI 30 穂 , 玄米 重 
40 KOM E 1 坪 な に つい て 調べ た 。 


調 査 結果 


BIL LMRS 第 1 表 に 示す ど と さく 産 卵 塊 数 は 区 間 の 
差 が ほとん ど 認 め ら れず , BHC を 土壌 中 に 施用 し て も 
成 是 の 飛来 お よび 産卵 に は 影響 が な いよ う で ある 。 


BIR = カメ イチ ュ ウ 被害 調査 結果 


| | ew ol ik mee Of 2 (tS we ke 
第 1 化 期 i 
am ER 区 ra af | Vi 11 Vil 19 Vil 27 | 
7 BHCE EPH ae oe ee | | ee | a RA 
te (Oe 2 aes Ges Ges ae 2 ae 2 ba 

48 処 OQ | 0.49 | 3.95 0 7.50 | 1.40 10.25 | 6.00 3.75 1.15. 
BHC 3 2H AIR 4 6kg -0.18 | 0.5 1.50 0 2.05 | 0.45 | 4.25 | 2.00 2.05 25 
Mu Be | Ws 0.35 | 0.50 0 0740 | O05 rat, 10820 0.55 0.20 
u 18 0.54 0.35 | 0 0 @.25° |- 0 0.25 | 0 tS) 2.20 
7 Zi a0 SN ORSS MMEO 0 a) 0 0 0 5.20 2.80 
36 | > 108) | 5045/70 0 0.05 | 0 0.05 | 0 3.90 2.90 
1 72 2216 0.45 0 0 0 | 0 0 | 0 4.65 | 2.65 
I 144 4.32 0.40 | 0 0 0 | 0 0 | 0 | 1.50 | 0.80 
YvFVY3CBARY4 40kg 1.26 0.35 | 0 0° | 0.05) 0 ) 0.05 O05 «3560 >| > 2:25 
yy 60 1.89 0.35 | 0 SORES ||| 1) | 0.25 | 0.05 | 6.15.) 2.80 
120 3.78 0.40 0 0) 0 | 0 0.20 | 0 3.00 | 2.05 
" 180 5. 67 0.35 | 0 0. | | .0 0 0 2580 1.70 


B 1) 第 1 化 期 産卵 塊 数 は 発 眠 最 旋 期 を 過ぎ た 7 月 3 日 。 第 2 化 期 喰 信 工数 お よび 在 下 数 は 狼 取 直後 の 10 
月 29 日 に 調査 し た 。 
2) 調査 結果 は 1 株 当り を 示す 。 


(1957 年 1 月 18 日 受領 ) 


( 32 ) 


19574F 3 月 


被害 調査 は 3 回 行っ た が 3 回 と も , また 被害 茎 数 , 心 
枯 茎 数 と も 区 間 差 は 同 傾 向 を 示し て いる 。 7 月 27 日 の 心 
APSE KISH 1 図 の 通り で , 無 処 理 に 比 し BHC 粉剤 反 当 
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6kg は か な りり 少なく, 9kg は さら に 少く , 18kg WE 
は は ほとん で ど 被 害 を 生じ な か っ た 。 リ ン デ ン 和 粉剤 反 当 .40kg 
以上 の 場合 被害 は きわ め て 少な か っ た 。 リ ン デ ン 粉 剤 
は 反 当 40 kg 未満 の 区 を 設け な か っ た が , 恐らく 施用 量 
と 効果 と の 関係 は BHC 粉剤 同様 と 考え られ る 。 

第 2 化 期 被害 Pl ARicmantck 5 (CRAM CHAP 
傾向 が な く , BHC の 土壌 施用 に よる 被害 抑制 効果 は 第 
2 化 期 に な いて は 認め られ な か っ た 。 

育 お よび 収量 第 2 および 3 ROW) で あぁ る 。 第 1 
化 期 ニカ メイ チ 。 ウ の 被害 は 水稲 の 生育 に 大 きく BS 
UL, 無 処理 区 は 成就 期 に と 至る まで 生育 が 劣り , Briss 
し さく 低 く 無 効 分 けつ も る 多かっ た 。 施 用 量 が 増加 する に し 
た が っ て 生育 る 良好 と な り , BHC 粉剤 反 当 9 ~36kg, 
YY PF YIARIRY4 40~60kg の 場合 が よかった 。 UPL 
BHC 粉剤 が 反 当 72kg 以上 と な る と 薬害 に よる 発 根 不 


0 25 50 75kg 
3 2H wR 4h Ae 能 の た め 移植 後 の 活着 が ぉ くれ , i, HEROES 
策 1 図 BHC お よび リン デン 粉剤 施用 量 と 第 1 化 期 A, 生育 も 著しく 劣っ た が , 8 月 以後 は ほとん と ど 正 常 の 
ニカ メイ チュ ウツ 被害 と の 関係 (信頼 度 9022) 生育 を 示す よう に な っ た 。 リンデン 粉剤 120 へ 180kg 施 
Ble k HR +t © A EF  R 
章 丈 (em) ae 数 | 
試 験 区 a Zs ] 出穂 期 
TT EVO wm 27|m 23| YES EVE wW 19| Ww 27| mw 23 
無 処 理 47 53 58 | 80 6.5 8240 Tio “|p geass eer 1X10 
BHC} #) 6kg 48 57 66 90 6.9 G0 le 15 cA ale AB leila 8 
” 9 49 58 69 | 94 6.0 9.7 W154 Pa 16.7 7 
i 18 47 55 68 94 5.4 8.4 bh 14.9 |.a18i1 Me az 7) 
i" 27 49 58 70 98 6.2 9.9 | 16.8°| 19.4 | 18.4 8 
” 36 47 54 70 93 5.4 | 9.6 | 16.0 | 20.4 | 19.6 8 
iy 72 42 49 59 87 4.4 700) O18. | 60a We iG.G 10 
ws 144 36 41 | 50 76 4.4 7.3 | 10.5-| 14.8 1-168 10 
リン デン 粉剤 Ake 50 57 693 94 6.3 Qi ts 1 heehee dh SUT 7 
7 60 49 59 72 96 5.7 OT CSO ey 7 
i) 0120 44 50 66 89 |: 4.5 5 2.7, (020.0 EON 9 
” 180 43 46 | 60 92 AsO) alle 6.5) wifes! O une ul5c5 allel Za 9 
H ZMLOMELROKMLEBLUMHEOGH TCHS, 
第 3 表 kB RMR AKO BH 結果 
1 | sect | Koeae | AALS 4c | EAS | sex |e 
x ww 区 |# B|B BB 数 | i cle aa BER ee 
無 処 理 OO 15.4 90 83° | 28 8 1311 37 | 1468) 1.89 
BHC} # 6kg 75 | 18.7 | 15.5 | 90 e896 | 8) 1950 19 | 1478 | 2.25 
” 9 79| 18.6 | 17.0| 86 86 7 7 | 1522 19 | 1482} 2.62 
i” 18 FO etG.3 | A746 85 85 8 7 | 1483 19 | 1472 | 2.98 
i 7 89 19.2 | 17.6 | 9% 82 8 10 | 1560 35 | 1472 | 2.94 
” 36 78 | 18.6 | 18.2 89 g3| 9/ 8! 1510|* 41 T4680 2.92 
” 72 O16 90 83 6 11) 1477 49 | 1428 | 2.89 
y 144 65 | 18.6 | 16.4 | 90 79 it ee 1428 49 | 1438 [221 
リン デン 粉剤 40k 80 | 18.4| 72 0 93 85 10 5 148 1482 2.45 
60 e4 | 19:1 | 17.6 |. 97 86 8 6 | 1600 33 | 1468 2.82 
i. 120 80 | 19.0 | 17.7 88 83 OW © 7 1) 1613 |, 2 <33°) 4eL |e 2i76 
y 180 85 | 20.4 | 17.2 | 103 77 13 10. 1525 50 | 1454 | 2.65 


34 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 
列 区 初期 て に は や や ゃ 薬害 だ 認め ちら れ た が , 末期 に は 回 復 
Re 

収量 は 被害 の 多かっ た 無 処 理 区 お よび BHC 粉剤 反 当 


6kg 区 と 薬害 の は な は だ し か っ た BHC HAIRY 144kg 
区 に お いて は っ きり と 減少 が 認め られ , 収量 構成 要素 列 
みる と 主として 穂 数 の 減少 て も と ずい て いる よう で あ 
る 。 そ の 他 の 各区 は ほぼ 同様 で , それ ら の うち BACH 
剤 反 当 27kg 区 お よび リン デン 粉剤 反 当 60~120kg 区 
が 最も よかっ た 。 


考 bas 


と の 試験 て よって, BHC を 水稲 移植 直前 , KSC 
同時 に 土壌 中 に 施用 する と こと に より ニカ メイ チュ ツウ 第 1 
化 期 の 被害 を 完全 に 防除 で きる と と が わか っ た 。 産 卵 
は 全く 影響 が Say NTI BH, FAG 6 COMMER 
土壌 中 の y-BHC d3HE7K F CHRD CEES 03 5B AK HITE 
WEL, 水稲 が と これ を 根 か ら 吸 収 す る と こと に よっ て 喰 入 幼 
虫 の 死亡 率 を 高め た と と に よる も の で な か ろう か と 考え 
られ る 。 こ と の よう な y-BHC の 水稲 体内 へ の 吸収 ・ 移 行 
に つい て は 別に 幼虫 致死 濃度 と の 関連 に お ぉ いて 直接 明 ら 
の の @ ル し な けれ ば さば ならない カ が, Hares (1956)R で きる と 
水 耕 液 中 の y-BHC が 同じ イネ 科 の コー ン に 根 か ら 吸 収 
され , 地上 部 へ 移行 する と いわ れ て お り , 水 笑 に お いて 
も こと この よう な 加 能 性 の あぁ る と と は 充分 推測 され る 。 

SS 2 化 期 に は 防除 効果 が 現れ な か っ た 。 こ と これ は 筆者 ら 

(1957) が 別に 報告 し た よう に , 水田 王 壌 中 で お ける 
BHC の 消失 が 早く , CORSE Cis 8 月 末 に 既に 消 
RUTLEsTWKRTELITE LT ( OE 

生育 お よび 収量 調査 の 結果 , 全体 を 通じ て みる と , 
BHC 粉剤 反 当 27kg 前 後 お よび リン デン 粉剤 反 当 60~ 
120kg 程度 施用 の 場合 に 最も る よかっ た 。 こ と これ は ニカ メイ 
チュ ウ の 被害 る も, BHC の 薬害 る 受け な か っ た こと こと に よ 
る の は いう まで も な い が , BAG (1957) が ムギ や 雑草 
で 認め た よう に , 水稲 対し て も BHC OB BAS RR 
効果 が あぁ る か と 思わ れ , また 水田 の 土壌 微生物 等 に 対す 

る 影響 を 通し て の 間接 的 な 効果 も ある か る 和 知れ な い 。 こ 


策 1 巻 B1S 


れ ら が 併せ 現われ て いる の で は な か ろう か と 思わ れる 。 

と の よう な BHC 土壌 施用 に あたっ て は , まず 作物 へ 
D#ZPBHAGLNSD, BHC 粉剤 反 当 36kg ま で , リン 
デン 粉剤 反 当 120kg まで は 特に 異常 が 認め ちら れず , 実 
用 上 は な ん ら 懸念 の 必要 が な い 

要 4 

移植 直前 , 水田 土壌 中 に BHC ぉ よび リン デン 3 2M 
誕 を 混入 し , ニカ メイ チュ ウツ の 被害 状況 な ら び に 水 衝 の 
生育 お よび 収量 に つき 調査 し た 。 

その 結果 , BHC 粉剤 , リン デン 粉剤 と も 反 当 9~18 
kg 以上 の 土壌 施用 と より 第 1 化 期 被害 を 防除 で きる よ 


うぅ で ある 。 し か し , 第 2 化 期 被害 の 防除 効果 は 相当 多量 


施用 し て も 期待 で き な い 。BHC 粉剤 は 反 当 72kg DE, 


リン デン 粉剤 は 反 当 180kg 以上 で 水 稽 に 異常 を 認め た -) 


8, それ 以下 の 場合 に は 薬害 の 懸念 は な い 。 生育 お よび 


収量 は ニカ メイ チュ ウ の 被害 な ら び に 薬害 の みち られ な か | 


っ た 試験 区 が 良好 で あっ た 。 

すなわち ぢ ち , BHC の 土 壊 施 用 に より 策 1 化 期 ニ カメ イ 
チュ ウ は も と より , その 他 の 水稲 害虫 を る 防除 し うる 可 
能 人 性 る ある よう に 思わ れる 5。 
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Summary 


Control of Rice Stem Borer by the Application of BHC 
Dust in the Paddy Field Soil 


by Tatsuo KoSsHIHARA and Daijiro Okamoto 


Entomological Laboratory, Chugoku National Agricultural Ex periment 


Siation, Himeji. 


It is known that some synthetic organic insec- 
ticides applied in the soil will be absorbed 
by the roots and translocate into the crops. 
QursrrLu, D. D. and R. V. Connin (1947) and SUENAGA, 
H. and S. Yamamoto (1955) have reported on the 
possibility of controlling insect pests by para- 
thion applied in the soil. The authors considered 
that a similar effect may be expected by the 
application of BHC dust in the soil as in the case 
of parathion because of the facts that gamma-BHC 
applied in the soil translocates easily into the 
crops. 

A preliminary field experiment was, therefore, 
conducted in order to ascertain the possibility of 
controlling rice stem borer damage to rice crop 
by the application of BHC dust in the paddy soil. 
The rice stem borer damage to rice crop is 
investigated ai the paddy field incorporated with 
BHC 3 percent dust and Lindane 3 percent dust 
applied in paddy soil just before the transplan- 
tation. The growth and the yield of the rice crop 
were also investigated simultaneously. The results 
obtained are summarized as follows. 


The control of rice stem borer damage to the 


rice crop may be possible by the above mentioned 
method when BHC 3 percent dust or Lindane 3 
percent dust is applied in paddy soil at the rate 
of 9 or 18kg per Tan (about one fourth of an acre) 
in the first brood. But no effect of the application 
was observed in the second brood even at the 
rate of about 180 kg per Tan. 

Retardative effect of the application of BHC on 
the growth of rice crop was observed at the rate 
of 72kg or more per Tan in case of BHC 3 
percent dust and at 180kg per Tan in case of 
Lindane 3 percent dust. No phytotoxicity to the 
rice crop, however, was observed by the appli- 
cation of BHC 3 percent dust or Lindane 3 percent 
dust at a lower ratio than above mentioned. Both 
the growth and the yield of the rice crop were 
observed to be superior in the case of no rice 
stem borer damage and phytotoxicity occured on 
rice crop. 

In conclusion it is considered that the applica- 
tion of BHC dust or Lindane dust- in the paddy 
soil may be effective in controlling not only the 
first brood rice stem borer but also some other 


insect pests. 
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小 株 inl ° BF 


徳島 県 農 
(徳島 県 


se nD) 3 a 


イネ クロ カメ ムジ シ の より 効果 的 な 防除 法 を 究明 する た 


め の 基 礎 試 験 と し て , 第 1 報 の パラ チオ ンド RN 


性 に 関す る 試験 (_ 小 林 ・ 野 品 1956) と 同様 な 方 法 で , 
本 種 の BHC に 対す る 抵抗 性 を 試験 し Res 


本 文 に 入る に 先立ち , MAR SMB ed 31 AS 
秀次 博士 , 尾崎 幸三 郎 技官 な ぁ び に K 供 試 農薬 の 成分 量 を 


検定 し て 下さ っ た 上 遠 章 博士 に 謝意 を 表す る 。 
a be 方 法 


野外 また は 飼育 賠 場 より 採集 し た イネ クロ カメ ムジ 
に , 二 較 球 ス プレ イ を 用 いて 5 秒間 CHARS ERITH SG 
す 程 度 で , 反 当 6 斗 散 布 に 相当 ) 虫 体 散 布 し た 後 , JERIT 
濾紙 を 表 い た 腰 高 シャ ー レ ー (7.5cm x8.5cm) に 収容 
L, BMSEAT 25~27°C. (CHM Lic CRB 
温 下 に 置き , QAP RIT Ae AAEL Tc. INE HRIE 2 


16 18 20 22 24 26128 60°32 64036 38°40 140 
濃度 DOD wt 炎 
第 1 図 クロ カメ ムシ の BHC CHIZERKLORG MBE 


度 - 死 虫 率 回 帰 直 線 


(1957 征 1 月 16 日 受 ‘58 


ERM 25°~27°C 恒温 下 nee 下図 は 室温 下 の 結 果 


ge al, 


fi 喰 町 ) 


日 前 の も の を 供 試し , 触手 状 突起 (Choricnic process), 
Operculum, 卵殻 破砕 器 (Egg-burster) 等 の 器官 が 存 
在 す る 上 面 附近 に 薬液 を 贅 布 し 5 旦 後 に 雌 化 率 を 調査 し 
た 。BHC は 三洋 化学 工業 株 式 会 社 よ り Hea Mic 10.0 
2 乳剤 を 用 いた 。 


試 験 結果 


種々 の 濃度 に 対す る 補正 死 虫 率 は 第 1 表 の 通り で , を 
れ ぞ れ の 濃度 に 対す る 死 虫 率 が 得 ら れ た 。 て この 結果 よ 9 
Burss (1935) の 方 法 に よっ て 死 中 率 を Probit に , 濃度 
(mg/L) を 対数 に 変換 し て 濃度 一 死 虫 率 回 帰 直線 を 計算 
し , その 適合 度 を 検定 し , さら に y お よび 6 ODMR 
求め た 結果 は 第 2 表示 すう CH SK. 

それ ぞ れ の 濃度 一 死 虫 率 回 帰 直 線 は 第 2 表 に 示し た よ 
うに , 観測 値 と 抽出 誤差 の 範囲 で よく 一 致し た 。 で ご で れ うら 
の 回 帰 直 線 群 を 図示 する と 第 1 図 の よう で , 位置 と 方 向 
が それ ぞ れ 異 っ た 。 な か で も る 卵 , 新 成虫 及び 老 令 幼虫 の 
それ が 右 方 に 偏り Wis KOZ A~ 4 A 
の 越冬 成 和 虫 の 傾斜 が 急 で あっ だ た 。 

次 に と に これ ら の 濃度 一 死 虫 率 回 帰 直 線 か 
ら 各 時 期 に お ぉ お け る イネ クロ カメ ムジ シ の 
BHC に 対す る 抵抗 力 を 示す 諸 恒 数 を 求 
D, さら に 50 致死 濃度 の 標準 誤差 を 
Neti ake 723 

第 3 表 に よる と , 25°~27°C 恒温 処理 

の 場合 で る 室温 処理 の 場合 で る , 502 致 
死 濃度 は 越冬 成虫 で は 2~3 月 か ら 7 月 
Aiea » 1 4S d> 6 eh 
る 新 成虫 に 至る 間 に は 洛 次 増大 す 

2 G ines PBA. HIZB3RITAHLE 
た よう に 50 MRE (mg/L) の P= 
0.05 に お ける 信頼 限界 は 第 3 AyD 
0.0289 が 最大 で 他 は ほとん ど 0.01 前 後 
で ある た め , 各 期 を 通し て と の 上 限 と 下 
限 は 重なり 合い が 起 ら な か っ た 。 し た が 
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第 1 表 BHC 乳剤 噴 鎌 に よる クロ カメ ムシ の 季節 お よび 発育 期 別 死 虫 率 
A, 25°~27°C 恒温 下 に お ける 結果 
ees | | B H C 濃 度 (%) 
符号 | 発育 期 | 試験 日 axe aT mary esce is T 
| 2.56 | 1728) |' 0.64. | 0.32.) 0.165] 0.08 | 0.04 | 0:02)| 0.01 | 0.005 
{ | F 
A | @ SFR | 25. Tr | | | | 100:0 | 90.0] 36.7 6.7 
B ” | 25. IIL 100.0 | 92.0 | 54.0 8.0 
aXe y 20. IV 100.0 | 95.0! 68.3] 11.7 
D y a 7 109.0 | 98.0] 62.0] 22.0 4.0 
E y isles VE | 1002 0. 4970.0. 44,016 12.0 
F y 13. Wi 100.0 | 85.0] 57.0| 20.0 2.5 | 
G ” | 23. Vil 100.0 | 91.7/| 75.0] 55.0 
H 5p 26. WI | 100.0] 66.7! 11.5 0.0 
1 | ®14sye | 20. W 8647 T66. Zale esege lags 
J) #24gh | 7. Wl 92.5| 84.4! 47.5] 18.6) 10.8 
K | 834%) | 29. Wi 90.0! 80.0] 50.0 | 20.0 
L | 8444)% | 29. Wa | | 100.0 | 80.0] 50.0 |° 30.0 0.0 
M | #54 | 1. x | | 100.0} 95.0| 75.0) 35.0] 15.0 | 
N | & & | 21. x! 100.0 | 78.6 | 55.0] 27.5 | 
B. 室温 下 に お ける 結果 
| B H C itt 度 (%) 
Fs | HAM | MRA —- - ーー 
| 2.56 | 1.28 | 0.€4 | 0:32 | 0.16 | 0.08 0.04 |. 0.02 | 0.01 | 0.005 
| | | 
A | @ Am | 2. 1 | 90.0 -76.7| 20.0| 0.0 
B ” 25. IIL 92.0) 66.0) 20.0 6.0 
@ y 20. IV | | | 96.0 180.0|」 20.0 6.0 
D y eae LY. 109.0 | 78.3} 50.0 6.7 0.0 
E ” 17. Wr | 100.0| 92.0| 64.0| 22.0 0.0 
F ” 13. Vil | |. 82.5] 45.0], 15.0] 0.0 
G | / 23: WM | ON SOLE HN GONG 31.7 
H | SN 26. Vil | | | 9:0 | 0.0 0.0 0.0 
N | ## me #8 | 21. Xx 100.0 | 80.0| 45.0) 15.0 
> CAPD BHC に 対す る 抵抗 力 は 2 月 下旬 の 越冬 後 か 新 成 和 虫 の 抵抗 力 は 極め て 強く (LC 一 50 : 0.141%) 産 


月 下旬 の 産卵 末期 まで は , 室温 下 で 行っ た 3 HOM 
験 結果 を 除い て , 月 別に 有意 に 減少 し , 策 1 令 幼虫 期 か 
ら 越 冬 に 入る 前 の 9 月 下旬 の 新 成 下 期 まで は 令 別 に 有意 
訟 増大 する も の と 考え られ せる 。 
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A 察 


JSD BHC に 対す る 抵抗 性 は 極め て 強く , 0.6492 E 
(Cas TIL UD CHALK. CORADBHCOR BIT £ 
る の か ある い は ガス 効果 に よる の か は 判断 で き な か っ た 
Ds, と も る か くさく BHC の LC 一 50 は 1.055( 原 液 の 1/9.48), 
LC—95 は 2.157 (原液 の 1/4.64) で あっ て , 0.32% 
(原液 の 約 1/31) 以下 で は 全然 盤 死 し な か っ た の で , 実 
用 上 の BHC 殺 卵 効果 は な いと 考え て よい 。 

幼 忠 の 抵抗 力 は 第 1 令 期 が 最も 弱く 令 が 進む に 従っ て 
増大 する 。 一般に 同一 環境 に 棲息 する 同一 種 の 抵抗 力 は 
体重 と 密接 な 関係 が あぁ る の で (石倉 ・ 尾 崎 1955, 一 瀬 ・ 
石井 195), 体重 の 増加 と いう と こと は た し か に 一 つの 原因 
CHA 5 が 詳細 は な お ぉ 不明 で ある 。 


ONATAD weA eH ~CLC—50 : 0.036~0.019%) の 3.9~ 
7.4 倍 に る 達し た 。 実 際 防 除 じ 当 っ て 産卵 期 前 後 の 越冬 
pelt BHC で よく 防 除 で きる が , 新 成虫 は 郊 ど 不可 能 
に 迫 い 理 四 の 一 ろば は ば で こと こ に ある と 考え えら 怒る 2。 

越冬 成 政 は 月 が 進む に つれ て 次 第 に 弱く な る 。 そ の 理 
由 と し て パラ チオ ォ オン の 場合 (小林 ・ 野 品 1956) と 同様 に 
代謝 の 強 さ , 体 成分 の 質 ぉ よび 量 , 活動 力 お よび 運動 性 
等 の 変化 や 交尾 産卵 の 影響 等 が 考え られ る が , 
et al. (1952) や Suumakov et al. (1954) は カメ ムシ 
の 一 種 Eury gaster integriceps Pot. の 生理 的 に 種々 異 
な る 時 期 の 成 忠 の DDT に 対す る 抵抗 性 は , 脂肪 の 蓄積 
が 行わ れつ つ あ ぁ ある 羽化 後 間 ぁ ない 時 期 に 弱く , 脂肪 含有 
率 の 最も 高い 越冬 場所 へ の 飛来 時 に は 強く , 抵抗 性 と 体 
脂肪 の 含有 量 と は 正 の 相関 係 に ある と こと を 示し て いる 。 
筆者 等 が 越冬 中 の 成虫 の 体重 を 200~450 個体 に つい て 
毎月 測定 し た 試験 の 成績 し と よる と , 成虫 † 頭 当り の 平均 
体重 は 2~3 月 頃 に 56.98mg で あっ た も の が , 4 へ 5 月 
頃 に は 54.33mg に , 6~7 月 頃 に は 50.60mg に 減少 し 
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第 2 表 クロ カメ ムシ の BHC に 対す る 季節 お よび 発育 期 別 濃度 一 死 虫 率 回 帰 式 
A. 25°~27°C ‘ai TF に お ける 結果 
a | 
符号 | 発育 期 Is 試験 日 | 回 帰 式 CY=a+b (メー やわ 7 x 自由 度 | Pr | の | VO) 
| | | 
成虫 |25. IL | Y=—5.00409+4.815(X—2.95003) | 0.546| 1 >0.250 | 0.027 | 0.524 
A | ae a a = 25. W | Y=5.02472+4.725(X—2.89619) | 0.329] 1 >0.500 | 0.016) 0.324 
C ” 20. WW | Y=5.09938+4.862(X—2.84935) | 1.196) 1 50.250} 0.014 | 0,322 
Dy | i 17. V | Y=4.90663+4.013(X—2.76757) | 2.518) 2 >0.250 | 0.014 0.229¢ 
E ” 17. WT Y=5.14267+3. 267(X—2.71401)°|"'2.758 | 1 >0.050 | 0.011} 0.124 
F y 113. WE | Y=5.01714+3.434(X—2.56235) | 0.962 | 2 30.500 | 0.015 | 0.154 
G " 23. WI | Y=5.71659+2.356(X—2.58034) | 1.298; 1 >0.250 | 0.011 0.134 
H | iN 26. Vil | Y=5.09075+4.661(X—4.04266) | 22.694 0 a = a 
I | 策 1 今 幼虫 120. W | Y=5.00000+2.517(X—2.15051) | 5.706| 2 >0.050 | 0.017 | 0.187 
J | #24 u | 7. VE| Y=5.0391942.459(X—2.30102) | 2.997 | 3 >0.250 0.012 | 0.095 
K | #344 4: | 29. WI | Y=5.16192+2.443(X—2.68109) | 0.444} 2 >0.750 | 0.026 | 0.279 
L | @44g)4 | 29. WW | Y=5.04795+3.021(X—2.89033) | 1.962; 1 >0.100.| 0.023 | 0.181 
M | #548) 1. | Y=5.14740+3.095(X—3.03233) | 0.523] 2 >0.750 | 0.027) 0.290 
N | 新 成 | 21. IX Y=, 3282242. 752(X—8. 26564) 1.634; 1 >0.100 | 0.013) 0.145 
B. 室温 下 に お け EG 
A | 4m x | 25. | Y=4.949874+3.910(X—3.06217) | 7.816) 1 >0.005 | 0.020 0.258 
B | ” |25. IL | Y=4.94515+3.462(X—3.08586) | 1.054 | 2 >0.500 | 0.012 | 0.156 
Gn ” 20 IV Y=4.98695+4.076(X—3.04276) | 3.522, 2 >0.100 | 0.014 0.216 
D | ” (17. V | Y=5.05060+3.940(X—2.96053) | 3.962) 1 >0.100 | 0.011 0.169 
E | " | 17. VE | Y=5.02371+4.001(X—2.82718) | 1:066| 1 | >0.250| 0.012) 0.145 
wm ” | 13. WI | Y=4,81564+3.531(X—2.58009) | 0.816] 1 | >0.250| 0.016 | 0.223 
G | i | 23. Wi | Y=5.37005+43.261(X—2.57175) | 0.608; 1 | >0:250| 0.011 | 0.165 
H 5p | 26. VI. a ees = are = = 
N | 成虫 21. IX) Yー5.15572+3.483(Xー3.27201) | 0.594 | 1 >0.250 0.030 0.392 
B3# クロ カメ ムシ の BHC CHI 4ZAMBKOHKA WBE 
A. 25°~27°C tT に お ける 結果 
| 
| | る Eo ee ee 10010ge10 
符号 | 発育 期 | 試験 日 一 Se ee ーーーー=ー - 5 
| | | 濃度 度 (2) | | me | 標準 含 差 | 標準 誤差 | 測度 (2) | 和希 窟 倍 数 
e002.4 0.208 | 0.0060 0-178") 156.2 47.82 
B | i a, | 25a dla a OF078" | 128.5 a) O81 2s 000038 0.158 63.5 48.73 
enn ” | 20. IV 0.067 | 148.3 0.206 | 0.0031 0.134) TA 
D ” 117; WV 07062) ~16t:9. "i “ 0.249 | 00,0042 0.142 70:7 a W57 88 
E " 17. Vi; 0.047| 213.6 | 0.306 | 0.0046 OA1s0e | 17782 70.48 
F ” [30036 2 | 0.291 | 0.0055 0.095 | 105.2 | 67.05 
G 23. Vl 0.019) 529.1 , 0.424 | 0.0055 0.078 | *"129:1_ | 977 
H | 5B '26. W| 1.055 9.48 0.2154 0.0028 2.157 4.64 49. 40 
I | #1448 | 20. W| 0.014) 707.2 | 0.397 | 0.0095 0.053 | 188.8. | 91.48 
J | 第 2 令 幼 虫 | 7. M| 0.019 | 518.7 | 0.407 | 0.0069 0.075 | 133.9 93.64 
K | #3448 | 29. I 0.041 | 242.7 0.409 | 0.0147 0.161 62.3) |) 945 
L | @444)% | 29. Wl 0.075 | 133.5 | 0.33; | 0.0113 0.225 44.4 76. 22 
M | 第 5 倒 幼 虫 | 1K} 0.097 | 103.6 0.323 | 0.0120 0. 283 35.4 | 74.40 
N | mm #/210 wm] 0.141 Talal 0.363 | 0.0065 0.471 | 21.2 | 83.67 
B. 室温 下 に と お ける 試験 結果 
A & me | 25. 1] 0.126 | 79.3 | 0.256 | 0.0067 0.296 | 33.9 58.89 
B | ” | 25. I 0.126 | 79.1 | 0.289 | 0.0046 0.331 30.3.) 5 66.51 
Cc ” 120. W Oman) 90.0 | 0.245 | 0.0042 | 0.251 39.8 56.49 
Da / wv 0.089 112.8, 0.254 | 0.0036 0.206 | 48.5 58.44 
E ” [WV 0.066 | 150.9 | 0.250) 0.0040 0.152 65.7 57.55 
F | " 113. Wi 0.043 | 9233.23) 0.288. | axOseos7 COMO 91.0 65. 21 
@ ” | 23. W 0.029 348.2 | 0.307 | 0.0040 | — 0.080 125.4 70.61 
Be 9) 卵 | 26. VI | — | = = | 
N | # mo | 21 x 0.169 | 59.3 |- 0.287 |. 0.0112 0.439 | 22.8 66.11 
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て いた 。 こ れ は 主として 体 脂 肪 の 減少 に 基づく も の と 考 
えら れる か ら , 越冬 個体 の パラ チオ ォ ン や BHC に 対す る 
抵抗 性 減少 の 一 つの 原因 は こと この辺 に ある と 者 えら れる 。 
室温 下 に お ける 試験 結果 は , 恒温 下 に お ける 場合 より 
幾 分 抵抗 力 が 強く 現われ た が , と これ は 室温 が 25°~27°C 
以下 で あぁ っ た た めで , 昆虫 の 活動 や 体内 生理 反応 自体 が 
ある 限界 内 で は 温度 の 函数 で ある と こと と , BHC OM 
FRA MICHELS (石倉 ・ 尾 崎 1952; Horrman 
et al.1949, Rioaprxs et al.1948) こと に 原因 する き の 
と 考え られ る 。 

幼虫 期 に つい て は 室温 下 に お ける 試験 を 実施 し な か っ 
た が , この 時 期 の 室温 と 定 温 器 中 の 温度 と の 間 に 差 が な 
か っ た の で , 室温 下 で も 恒温 下 に お ける 場合 に 近似 し た 
結果 が 得 ら れる る の と 考え られ る 。 

温度 一 死 虫 率 回 帰 直 線 の 傾 倖 角度 より BHC に 対す る 
抵抗 性 の 個体 間 変 異 の 程度 を 比較 し て みる と , CORR 
の 工 度 範囲 と お いて は 越冬 期 な いし 産 包 前 の 期間 に は 少 
きく, 産卵 期 の 成虫 , 幼虫 期 お よび 越冬 に 入る 前 の 成虫 
期 に は 大 きか っ た 。 そ の 理由 の 一 つ は , 産卵 期 の 個体 群 
の 中 に は 既に 寿命 が 尽き て 弊 死 直 前 の 個体 が 含ま れ て お 
9 り , 幼虫 期 の 個体 群 は 脱皮 後 の 日 令 が 必ず し も 一 定 で な 
く , 新 成 虫 の 個体 群 は 羽化 後 の 旦 数 や 越冬 に 入る 体制 の 
進行 程度 が 一 様 で な か っ た と こと に ある か も し れ な い 。 
本 報 は 処理 24 時 間 後 の 死 虫 率 か ら 抵 抗 性 を 検討 し た 
も る も の で ある が , 更に 長 時 間 後 の 死 虫 率 を 取扱 えば , 1 
報 CU) pk + BFOW1956) で 考察 し た の と 同様 な 理由 か ら 幾 
分 致死 薬 量 が 減少 する る の と 考え られ , 特に 低温 時 期 ほ 
ど そ の 傾向 が 著しい と 想像 され る 。 


摘 要 
AATAAXAYO BHC に 対す る 濃度 一 死 虫 率 回 帰 
直線 お よび 抵抗 性 を 示す 諸 恒 数 を , 室 温 お LO2°~27°C 
恒温 下 で , 本 種 の 発育 期 お よび 季節 別に 求め て 比較 検討 
し に oe 
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抵抗 性 は 卵 期 が 最 る 強く, LC 一 50 は 1.05523, LC 一 
95 は 2.157 C, 0.32% (原液 の 約 1/31) 以下 で は 全 
RYE LSD oz SRILA 1 4H] (LC—5O : 0.01494) 
が 最も 弱く 令 を 重ね る に 従っ て 強 《 く なり, 第 3 令 幼 虫 
(LC—50 : 0.041 %) は 産卵 期 前 後 の 越冬 成虫 エ LC 一 
50 : 0.03672~0.019%) より も 明らか に 強かっ た 。 和 秋期 
新 成虫 の 抵抗 力 (LC 一 50 : 0.141 2%) ited Cag ¢ REDE 
期 前 後 の 越 科 成 虫 の 3.97.4 倍 に 達し た 。 越冬 成虫 で 
は 2 月 頃 の る の (LC—5O : 0.089%) が 最も 強く, 月 が 
HELICON CHIRK, 7 AP AO ROSATI RS 
2 479 (LC—50 : 0.0192%) と ほぼ 同じ 程度 で あっ た 。 
て この 試験 で は 処理 24 時 間 後 の 死 虫 率 を 取扱 っ て 抵抗 
性 を 比較 し た が , 更に 長い 時 間 後 の 死 虫 率 を 取扱 えば , 
致死 濃度 が 低下 する と 考え られ , その 傾向 は 低温 時 期 ほ 
ど 著 し いと 想像 され る 。 
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Summary 


Studies on the Control Method of the Black Rice Bug, Scotinophara 
lurida BURMEISTER. II. On the Resistance of the Black Rice Bug to BHC. 


by Takashi Kopayasui and Yoshihiro NOGUCHI 


(Tokushima Agricultural Experiment Station, Akui, Tokushima Pref.) 


The LC-curve and the factors concerning the 


resistance of the black rice bug to BHC were 


obtained during its developmental stages and 


seasons under the room temperature and constant 
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temperatures of 25°~27°C. 

The egg was found most resistant to BHC 
surviving in the treatment of 0.32 percent BHC 
emulsion, the LC-50 being 1.055 percent and LC- 
95 2.157 percent. The resistance of the larva was 
the least in its first instar, the LC-50 being 0.014 
percent, but it consistently increased with the 


grouth of larva. The LC-50 of the third instar 


Bla BLS 


larva was 0.041 percent having 3.9 to 7.4 times 
greater resistance than the overwintered adult. 
The resistance of the hibernating adult in 
February was the strongest, the LC-50 of which 
is 0.089 percent, but it become more susceptible 
as the days passed and was weakest in July 
when LC-50 was almost the same as that of the 


second instar larva, being 0.019 percent. 


fb 
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モミ の シン トメ ハマ キ の 寄生 昆虫 (第 1 報 ) 

ZwoLrFER, H. (1956): Zur Kenntnis der Parasiten 
des Tannentriedwicklers Choristoneura (Cacoecia) 
murinana Hs. Teil I. Zeit. ang. Ent. 39 (4): 387 
~409. 

と の 研究 は , ヨー ロッ パパ の fir budworm Choriston- 
enura (Cacoecia) murinana Hs.( ア トキ ハマ キ の 類 , モ 
SOMBLVOHERE) の 寄生 昆虫 杜 と その 生態 学 的 役 
割 を 明らか に する こと と を 目 と し て , 英国 の Common- 
wealth lnstitute of Biological Control の ョ ー ロ ッ 
パ 試 験 地 で 行わ れ た も の で ある 。1955 年 の Vosges 地方 
で の 調査 で 発見 され た 寄生 昆虫 は 23 MC, うち 7 種 は 
zee StL EOCHS, TOL 
き の 幼 虫 寄生 虫 の 寄生 率 は 2~7% で あり , MBEROS 
れ は 29~5522 で あっ た 。 幼 虫 寄生 虫 の うち で は オナ アガ 
バチ の 1 種 Glypta murinanae が 多く の 地方 で 優 占 
し て お り , WO AA |S lk Ztoplectis maculator と 
Phaeogenes maculipennis が 多かっ た 。 前 者 は C. 
murinana を 唯一 の 寄主 と する 1 化 の 寄生 峰 で ある が , 
後 2 者 は に ら ろ いろ の 寄主 に つく も の で , 寄生 昆虫 の 予備 
軍 の 役割 を 果す 。 

従来 の 研究 で は , 研究 者 に よっ て 寄生 率 が まち まち で 


C.murinana か が 5 kts T 


ある が , くわ し くさく 検 対し た 結果 , と これ が 寄主 昆虫 の 発生 
si お よび 寄主 の 発生 時 期 と 寄生 虫 の 発生 時 期 
と の 同時 性 に 由来 する も の で ある と 判断 され た 。 す な お ね わ 


an Orca ms a 


ha edit Ue era uate aD 
は 低く , KBHORBRMICS<, 
潜伏 期 に は 中 間 に Cae 一 方 , WA DAA ee Le 
a eigen と の fF ee 寄主 の 発 
BOSEOFICLFERORINCX ZNO CKD 
寄生 率 が 上 昇 す る 。 以上 の と と は , MOMARBELs 
れ へ の 寄生 虫 の 作用 が 複雑 な 生態 学 的 相 写 関係 に ある と 
ご を で ( 農 技 研 (Ft) 
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Peach tree borer & large milkweed bug 
(CHSIJSMFRBICHS AVY IAZFI-LO 
BRENDFAVORIMERECORR 
Smirn, E. H. and A. C. WaGENKNECHT (1956): 
The occurrence of cholinesterase in eggs of the 


peach tree borer and large milkweed bug and its 


relationship to the ovicidal action of paration. J~ 


Econ. Ent. 49 (6)” 777~783. 
著者 は さき に と これら 


nionidea exitiosa (Say), 


二 種 (Peach tree borer, San- 
large milkweed bug, 
Oncopleltus fasiatus (Darr.) OSNIT/N FF AY AM 
HL CT} MERRIE CRT ORARBETAL, そ と で 初め 
THUS STEERALK. AHE CLC OAMOBRR 
の コリ シン エズ ステ プー で セ ゼ の 性 質 ど 7 肥 子 発育 だ 伴 づ コリ ンジ 
ェ ス テラ ー ゼ の 消長 を 調べ ぶ べ て その 理由 を 明らか に し じ し た 。 

すなわち , peach tree borer "の コロ リン エス テラ フー で セ 
は Ach を 基質 と し た 場合 は milkweed bug と 余り 差 
異 が な ら に が AMech を 基質 と し た 場合 に は 前 者 は 非常 に 
高い 分 解 能 を 示し , この 三種 の 間 で は 酵素 の 性 質 が 違う 
DCKODEBAKS 

Hi, BYVVLATF7—VEMD GHpoiwic <4Ow 
milkweed bug Gla Si{tRIA, peach tree borer で は 
MES AAICH56T, COC と が 卵 の 成長 が 相当 行わ れ 
な けれ ば 殺 卵 作用 が 起き な い 原 因 で あろ る ろう と いう 結論 に 
pelea 

最後 に , in vitro の 実験 で は 両 種 と も ペラ チオ ン に よ 
っ て 相当 高い 阻害 度 が 示さ れる の は , in vitro の 実験 で 
は milkweed bug で は 阻害 が 余り 起き な らい の は 卵 の 中 
の 作用 点 に 到達 し に くら と と に よる の で は な いか と 考え 
た が , と の 点 は まだ 明らか で は な い 。( 農 技研 GIB 健 ) 
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防除 効果 と の 関係 た に つい て 


杉 本 Be + Bt 
農林 省 農 業 技術 研究 所 
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ニー カメ イチ ュ ウ の 薬剤 防除 は パラ チオ ン の 出現 に よっ 
て 著しく 発達 普及 し た 。 し か し 薬剤 の 適用 方 法 に 関し て 
検討 を 要する 問題 は まだ 多く 残さ れ て お り , 贅 布 方 法 の 
改善 % 重要 な 問題 の ー つ で ある 。 

上 島 ・ 橋 爪 ・ 山 科 (1954), 山科 (1955), 福田 (1955) 
Hid, KEITH LICA TFA Y ARID KANT IS Bb 
ie BORIS LOWARICOUCRNL, MHRA LOS 
の 使用 方 法 の 改善 の 必要 性 を 明らか に し た 。 

また , と これ ら の 改善 に 伴っ て 使用 薬剤 自体 の 物理 性 の 
検討 も 行わ れ な けれ ば な ら な い 。 農薬 の 物理 性 に つい 
て は , 鈴木 (1953) の 研究 が ある が , 特に パラ チオ ン 乳 
首 の 物理 人 性 に つい て は 小池 ・ 富 沢 (1955) の 報告 が ある 
過ぎ な い 。 

著者 等 は パラ チオ ン 乳 剤 の 物理 性 お よび 散布 方 法 と = 
カメ イチ ュ ウ 防除 効果 と の 関係 に つい て , 昭和 30 年 に 
室内 実験 を 行っ て 検討 し た の で その 結果 を 報告 する 。 

報告 に あたっ て , 実験 に 多大 の 御 助力 を 賜 わ っ た 上 農林 
省 農 業 技術 研究 所 石倉 秀次 博士 , 尾崎 幸三 郎 技官 , 鈴木 
REE, 静岡 県 農事 試験 場 高 木 信 一 技師 , 石川 県 農事 
試験 場 川 瀬 英 両 技師 の 各位 に 謝意 を 表す る 。 
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市販 の パラ チオ ォ オン 乳剤 の 散布 液 に 界面 活性 剤 を 加 用 し 
て 散布 液 の 物理 人 性 を 変え , 鉢植 の 水稲 に 散布 液 量 お よび 
RABIES ACHHL, その ニカ メイ チュ ウツ 殺 忠 効 果 
を 試験 し た 。 な お ダイ アジ ノン 乳剤 が 物理 性 に 特徴 を 有 
計る の で 参考 の た め あ わせ て 供 試 し た 。 
供 試薬 Al 
RGF HY 47 2 乳剤 
ダイ アジ ノン 60 乳剤 お よび 20 KFA 
界面 活性 剤 Triton X-100 (Alkyl aryl 
alcohol) 
Triton X-100 は 20 ベン ゾー ル 落 液 と し , これ を 
Ik CHEL C6 AFF AY FLAMPURITAML To 
散布 液 の 物理 性 


polyether 


(1957 年 1 月 19 日 受領 ) 


PARED BAO, パラ フイ ン 板 上 で の 拡 展 指 炒 
(HA, 1953) SALI, 
第 1 表 MAKONFITAY MEIC KU FUER 


ーー 
ii jie 0.06 0.006 
7K 228 2.8 

us I ee ve Bes 
(4 用 ) : 5.2 4.1 

NGFF AYATM AA 
(a4 AD 5.7 4.3 
RFF AVATEAR S37) || 6.4 

Triton X-100 jn A | (0.2% nFH)| (0.05% nA) 

を i A FL Al 7.9 6.3 

Be Ef fe Sy PAV TSE ee 
Ca a) Heels 6.9 


供 試 し た パラ チオ ン 47 MAFIOMAMIs, ホリ ドー 
WV (パラ チオ ン 46.6 乳剤) の 単 用 液 と ほぼ 同じ 程度 
Ome eR UK, し か し riton 交 100 の 加 用 (Gk っ 
で 拡 展 性 が 著 葬 き 増 失 し 7 ERYASVIVAAZE 
は いずれ る 大 き な 拡 展 人 性 を 示し た 。 

と これ ら の 琉 布 液 の 水稲 葉 面 へ の 附 着 状 態 を 観察 し て , 
拡 展 性 が 大 さい 程 湿 展 人 性 が 良好 と な る こと こと を 認め た 。 パ 
ラチ オン 乳剤 の 単 用 液 は 液 滴 の 形 を 保っ て 附 着 し 工面 を 
あま り 良 く 濡 ちさ な い が , その 他 の 拡 展 性 の 大 きい 青 布 
液 は 葉 面 を 一 様 に 活 ら し た 。 

散布 方 法 

供 試 散布 薬液 の 殺虫 効力 の 比較 を 行う 場合 に は 散布 液 
量 を どく 少量 と し , 水稲 に 表 布 し た 薬液 が 流れ て 散布 液 
の 物理 人 性 に よる 附 着 薬 量 の 差異 が 生ずる こと を さけ だ た 。 
一 方 融 高 液 量 を 増し た 場合 に は 表 布 液 の 物理 人 性 に よる 附 
着 薬 量 の 差異 が 生じ し て, 殺虫 効果 に 影響 が お よぶ も の と 
5 a a he 

以上 の 目的 の た め に , PIMICKT HAD ABOWBBA 
EE CUR IIT NT) 
を 噴射 し な が ら , あら か し じ め 小 ビー カー に 1 回 分 ずつ に 
分 量 し て お いた 散 布 液 を 注入 し , その 全量 を 1 回 で 吐出 
噴霧 し て 散布 液 量 の 正確 を 期し た 。 散 布 方 向 を 一 定 に す 
る た め 噴 霧 器 は 台 に 固定 し た 。 水 和 は 噴 ロ か ら 1m ま た 


3) 


な 


SIN & FF SF 


ESRSRREA TD, TRE PER Sos 4 PRS, 
ARO CARPTOREN 1.5mm, say 
OREN S mm), 
+1.5m OMT 1a Sows, 1a PATOREL 
た 。 RMOVPRCUES DOR RASH RMORAR 
SEU CHMBSREL, WROMURLHMLONok. 


HFOSAE OLRRCARARSSRA THALES 
ORS 


AeA 6H Bei Tne 
SURE 5 : N18, REAPS ROMS INE 
Eat SAP SHURE TSIICHUTT, RHE 
Azt5CUL., RPRYRBOSTH Sdem, 130 
8~10 本 。 


メイ チュ ウツ 6H 15 BC BBBR RAL 
REICH AL AF =. TRS 10°C OS RSAC 
| CU IZOD BRB w& SL ile 
FRE; RHRC— 7H = Die! sa 
BRC, RAMCONL CERAM lm, DS 
布 QRS 0.01 SIUVSe%s, 15a), SERA 
GBS 0,002 および 0.006 %, LIT Wer) SIONS 
BR GES 0.002 ささ よび 0.006 v, 1geiTAer) し 
. APF A YAR Triton X-10 MRM, Tritea 
X-100 SD ERAOSMICI 0B e%, PEAS IO 


> re > メイ チチ 


RARRAHRSeER & 


Fa 策 1 巻 R1lS 


SMRPO MVC 0.05 24 加 用 し た 。 敵 布 中 お よび 前 
tf BLES LOMIDRRSEASICAL, BL RAS 
MII AGE PMO WHMRN BS ToS 防い 
eR a alae 
MRRUI, 

VR; PARCKRT. 

RIA ion MREMRAKLS=- a2 4F 27M 

Tr BRK ; ERE ITm, 19¢5 cc Be 


== 8 RO) oa | 


0.03 


52.9% | 91.296 
77.0 94.3 


SF FAS ATES 
tS FF = y A x. 


SARA 
< FAL 


Triten X-100 0.2526 fit Fi | 
S44 Psy + O% AA | 29.5 | 97.8 


& us & 1.5 


TI. Paha; ER 1m, 


136 20cc Ri 


ar eae Exe L363) 0.002 | 0.006 
SSF SVTCAN BA 12.596 68. 626 
NSF RVMNA A 

Triton X-100 0.05% ini 29.7 33.6 
Ss a7ryo 7, v00sSRSF) 11.2 38.4 
無 wk = | 1.3 


Lie Auivtnk mst lm, 1 殺 40cc Rie 


R we = 
NSF SY AT OBA 


BR (86.59% 99. 626 
SSF tYVAIKA 
Triton X-100 0.05% 1A 21.1 78.3 
Oe SAS | 72.7 


> y Oto XR Al | 
無 ra = 0.0 


a 3 » NER LO PR BRCBUYT 

inti S aN 次 果 の 姜 異 を 朗 め が た い が , SBRC 
MILB OTIIAPF 2A vy ARDMORE & 
Triton X-100 MARMOMBROLS WT LEDBBOGNS.H 
CRUZ, SRRRORPHALIIFSLUOPSRMMC 
BLY THREOR St Triton X-100 MHDS F 
TRESS REL CNR OSCECKHRCS SC RBORE 
SUOSREOMTSELUSBSRCRBANCMALERS 
2OR RMR 

=A: 7 月 4 日 7 月 17 日 

RAKE - 2247. 07RR RCAC. 

PRR: =A 24 F 2. TV LMR SS CHUOMORE 
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= 食 入 させ て 8 AMPA UIC, RRM CHR KART 1 
に 10 匹 ず つ 食 入 さ せ た 。" 2 AKBITAKAMO BM CR 
Ch5~ 20cm) を 紙 で お お い , BMRA Bvt 
ミ 身 部 の 下部 に 各 散 布 液 を 少量 散布 G 漠 度 0.03 9%, 1 
ド に 6 cc) し た 。 パ ラチ オン 乳剤 Triton X-100 加 用 液 
= は , Triton X-100 を 0.2 %)n/HL iz, HERR % i045 
TE MIS BOR BITRE DIC, MAO 3 理 後 た 殺 赴 効 
を し ら べ た 。 こ と の 実験 は 7 回 反復 し た 。 

結果 ; 第 3 表 に 示す 。 

第 3 表 水稲 の 株 元 お よび 葉 身 部 へ の 部 分 的 
散布 と よる ニカ メイ チュ ウ 殺 躍 率 


Da AT ; HERE 1m, 薬 鹿 濃度 0.03 錠 , 1 鉢 6 cc 散布 
eae OE a oe | eo 
SFFAVYATMAR BR | 86.722 80.9% 
Bion ie ee ¥ ae 96.6 | 88.2 
PAT 9 7 v 60% FH 57.9 36.8 
f 処 理 | 28.5 


AE; NTF AY FF Triton X-100 ARO Gb 
DRO ROCHE OPK SW, HRIAP VIVA 
の 効果 が 小さ WN し た が で パラ チオ ン 乳 剤 に Triton 
=100 を 加 用 する こと に よっ て , KAORITH 41 
部 に 散布 され た パラ チオ ン 和 乳剤 の 葉 靖 部 へ の 浸透 移行 
3 や や 多く な る と 思わ れる 。 ダ イア ジノ ン 和 乳剤 は パラ 
オン 乳剤 より 浸透 移行 人 性 が 小さ いと 思わ れる 。 

E 旬 期 水稲 の 葉 身 部 に 散布 液 量 を 変え て 散布 し た と き の 
ts 

試験 期日 ; 8 月 16 日 ~8 月 27 日 

BAKE; 愛国 1 号 , 素 焼 4 寸 鉢 に 1 本 植 , 供 試 当 時 
草丈 80~90cm, He 10~15 A, 一 部 に 出穂 を 認 


x 


Paw e4F 2.7; SAL A~S BicAISa ce 


EL IH 241 HAA 1F 2 VINE ARATE 
1 ae 
方 法 ; 水 税 に ニカ メイ チュ ワウ 解 化 幼虫 を 食 入 させ た 


ARIC, 各 散 布 液 を 距離 1.5m で , 葉 哨 部 に 対し て 少 
pwn (濃度 0.06 %, 1 鉢 に 10cc), 葉 身 部 に 対し て 
eet (濃度 0.06 2, 1 鉢 に 10cc), PRR (EEE 
03%, 1 鉢 に 20cc) *PLOBBR GEE 0.015%, 1 
IZ 40cc) し た 。 HAAS Beis 濃度 が 散布 液 量 に 反 比 
IL, wat eFC ULI, MAA BTS ED Cc 
- 35cm HC) の 噴霧 に 面 す る 側 を 板 で お お っ て 行っ 
: が , 葉 身 部 に 散布 し た 薬液 の 葉 靖 部 へ の 流動 は 妨げ な 
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か っ た 。 散布 の 3 日 後 お よび 4 日 後に 殺虫 効果 を し ら ペ さ 
io 実験 は 5 回 反復 し た 。 
結果 ; HARIRI, 


BAR KAORMMBEOHSE BAD 
BMC KkKZ=aAX AF 2 OM 
NN 散布 部 位 | seHnas 葉 身 部 
pC) | 0.06 | 0.06 | 0.03 | 0.01 
aca y| PEO 
液 量 Ccc) | 10 10 20 40 
ke acer 55.37 16.974 25.876 40.074 
w5Fa4Y Sw] 45.5 | 15.5 | 68.7 | 84.7 
Triton X-100 ieee) (Ct NA 
_ an 用 加 用 //\ 加 用 /|\ 加 用 小 加 用 
TR 0 | 
as 29.9 | 10.0 | 21.7 | 62.0 
BAT Y 7 720% | 36 4 10.7 30.3 | 70.4 
乳剤 
無 処 理 0.0 
考察 ; FARO EIDD Bis LON SRD Sap 
で は , いずれ る も 表 布 液 に よる 殺虫 効果 の 差異 は 認め られ 


TE 0 KICGRUIM 6 RABBIT LAB RIT) 
さい 。 す な ね わ ち 前 た に 述べ た 2 つの 実験 の 結果 を あわ せ て 
パラ チオ ン 乳 剤 に Triton X-100 を 加 用 する と と に よっ 
て , パラ チオ ン 乳 剤 の KANT SRB LO ニカ 
メイ チミ テツ 殺虫 効力 は あみ まり 変化 し な か うた と 考え られ 
る 8 放 ま た ダイ アン クン 乳剤 2 種 は ば いす れる パラ ナチ オン 
剤 に 比べ て 浸透 性 が 小さ いた め に 殺虫 効果 が わずか に 劣 
uh) CLD ae 

FERS BONO BOM IBS CLICK 5 CHRO 
殺虫 効果 が 向上 する と と が 認め られ る が パラ チオ ン 乳 
剤 の 単 用 液 で は この 傾向 が 小さ く Triton X-100 加 用 液 
CHIC OMMOK SW, KRISTI VI YUPRIS 2t 
も る も この 傾向 が 大 きい 。 葉 靖 部 少量 贅 布 と 菜 身 部 少量 散布 
EDR A SIRO HBT £5 CHARCOT ANIA DF 
Av AFAID EREB AD OBB TIS CHS ERAS 
る の で , HADBMCI SRTREOMIMe bo 
MRO bit, 表 布 液 が 葉 身 部 か ら 葉 靖 部 に 流れ こむ こと 
と に よっ て 生じ , 拡 展 人 性 の 大 きい 散布 液 は 流動 人 性 が 大 き 
いた め に 葉 縛 部 に 多量 の 薬剤 を 流し と ませ る も の と 考え 
られ る 。 

また 散布 し た と き の 薬 液 の 流動 状態 か ら , HEED) 
さい パラ チオ ン 和 乳剤 の 単 用 液 は 水 笑 上 を 流動 する 間 に 液 
粒 と な っ て 転落 する と と が ある が , 拡 展 性 の 大 きい 散布 
液 は だ ら だ ら と 水稲 上 を つた わり 脱落 し 難い よう で , ま 
た 葉 縛 の 抱 谷間 障 に 流れ と なむ の で は な いか と 思わ れる 。 
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4 F217 33) TH EHEOK SV BMROR BIRD, = 
AAA F aVOBAL TWF EPR ICBEY BRU 
EXED 6 BSMICSRRALIZE SITKAUCE DR 
DHWS. CHUL D SRI BA TRAD HK 
0 4 BAB DS MIC ATED ZEA RAD IRA 
に よっ て 水稲 体内 に 多量 の 薬剤 が 移行 され た 結果 で は な 
ERA 
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RIF AY AAO MB LOA LAA AAF 
ミウ 防除 効果 と の 関係 つい て で 次 の よう な 実験 を 行っ 
ka 

すなわち PRO ペラ チオ ン 147 MAFIO 単 用 液 と 
Triton X-100 加 用 液 と を , ニカ メイ チュ ウ を 食 入 させ 
た 鉢植 の 水稲 に 散布 液 量 お よび 散布 部 位 を 変え で BE 
し , 殺虫 効果 を し ら べ た 。 散布 装 置 の 構成 よび 使用 方 
法 に は 特記 考 慮 を 払っ た 。 

パラ チオ ン 乳 剤 の 散布 液 た を Triton X-100 の 20 %~ 
ン ゾ ー ル 溶液 を 加 用 する とこ と に よっ て 表 布 液 の 拡 展 性 が 
BUCKS < 

RIF HAY BAAN Triton X-100 を 加 用 し し 72 とき i 
は , ラチ オン 乳剤 の 水 笑 に 対す る 浸透 性 お よび カメ 
イチ ュ ウ 般 虫 効力 は ほとん ど 変 化し な い が , BRO 
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Summary 


The Effects of the Physical Properties and the Method of 


Application of Parathion on the Control of Rice Stem Borer. 
By Atsushi SUGIMOTO and Naoki HATAI 


(National Institute of Agricultural Sciences, Nishi gahara, Tokyo) 


Though parathion has become widely used in 
controlling rice stem borer, Chilo suppressalis 
Waker, Which is one of the most important 
pests of rice plant, the improvements of the 
applicator and the method of application still 
(OSA 
YamasHina (1954) and Fuxupa (1955) have studied 


on the adhesion, 


remain to be studied. Ursima et al 
systemic action and residuality 
of parathion on rice plant and proposed the 
necessity of the improvement of the applicator 


and the method of application. 


The authors have stud’ed the effects of the 


or 


Bl& B1s 


Bu 


展 性 が 大 きく な り 青 布 液 量 が 多い と き に は 散布 部 位 か ら 

oi ee 
ち て 附 着 薬 量 が 減少 し ある い は 葉 身 部 に 表 布 し た 液 が 

EN 

AwWlstM ES Z4ADEBA. また 人 参考 の さめ の あのね る る Gd 

HELIS APY Sy AR 2 MItTOV Ths, WF Hh 

是 効 力 は パラ チオ ン 和 乳剤 と は ぼ 等 し 《, BHMOMEE 

が 大 きく , 麗 布 液 の 拡 展 人 性 と 殺虫 効果 と の 関係 が パラ チリ 

A YR Triton X-100 加 用 液 の 場合 と ほぼ 同じ で ああ 

DEN 
以上 の 実験 結果 か ら , パラ チオ ン 和 乳剤 の 物理 人 性 と ニカ ガ | 

2AF 2 7 BARBER & DARDS BE A HE As L OK ARO HE 

ARC k CHET SCL SRD. 1 

errs) Ban ik 

福田 秀夫 (1955) Fibs 9 (7) : 1 へ 4. 

小池 久義 ・ 富 沢 長 次 郎 (1955) : SH 11 : 70~71. 

SSA IQUE (1953) 農 研 報告 C, No.3 : 57~136. 

LE BIS + McK + BAR (1954) SH 9: 151~ 
Giles 

山科 和裕 郎 (1955) 農薬 の 散布 な ら び に 部 

的 研究 , 目 本 植物 防疫 協会 : 7~12. 
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physical properties and the method of application | 

of parathion to control the rice stem borer. The: 

results are summarized as follows: 
1. Insecticides used : 

a. Parathion 47 percent emulsifiable concentrate * 

diluted to 0.902-0.06 percent. 

b. Triton X-100 added to above as a wetting; 

agent. | 

c. Diazinon 60 and 20 percent emulsifiable 

concentrates diluted to the same concentrations 

as parathion. | 

i 


2. Quantity of spray liquid applied : 
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5Scc, 10cc, 20cc and 40 cc. 

3. Methods of aplication. 

a. Sprayed only on the leaf surfaces of rice 
plant. 

b. Sprayed only on the leaf sheaths of the rice 

plant where larvee are bored in. 

4. Results: 

The effect of controlling the first brood rice 

tem borer was small in case of. spraying a large 

mount of liquid on the leaf sheaths of the plant 

then the wetting power of the spray liquid is 

rengthened because a large part of the spray 

quid runs off the plant. The effect of controlling 

ve second brood rice stem borer, however, was 

reater in case of spraying on leaf surfaces because 

16 spray liquid runs down into the leaf sheaths 


rhere larvae are bored in. But the effect of 
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changing the physical properties of the spray 
liquid was not definite when a small amount of 
liquid was applied and this means that there was 
no definite difference of the killing effect observed 
_ between parathion and diazinon. 

In consequence, the effect of controlling rice 
stem borer differed greatly when the wetting 
power of the spray liquid of parathion to the rice 
plant is strengthened by changing its physical 
properties owing to the changes of adhesion and 
the running off of the spray liquid. The effect 
of the control also seems to be affected by the 
method of application and the growth of the rice 
plant. Therefore, not only the systemic action of 
parathion but also its running into the leaf sheaths 
seems to play an important role in the control of 


the rice stem borer. 


生殖 腺 を 除去 し た ゴキ ブリ 類 の アラ タ 体 

M. HARNACK and B. ScHARRER (1956): A study 
f the corpora allata of gonadectomized Leucophaea 
aderae (Blattaria). Anat. Rec. 125 (5): 558. 

昆虫 の アラ タ 体 は 体内 の 生理 的 変化 と か 去勢 と に ら っ た 
: 術 に よっ て 組織 的 な 変化 を 起す と と が 知ら れ て いる 。 
著者 ら は 幼虫 か ら 成 虫 に 至る 1~14 ヶ 月 に わた っ て ア 
BARDS E DIRIT AMES SB dr % MEL ED BA & SE IL -P IB 
ia ARE SL MMA IT Ol CH MRA L HER, 先ず 卵 
除去 の 個体 で は 4 ヶ月 目 の 成虫 で アラ タ 体 の 大 きき さき が 
な な 018 ケ月 で 最高 で 達 じ 9 ケ月 目 で は また 平常 の 
9 き さ に も どっ た 。 処 理 個体 間 で 大 き さ の 変化 は 最少 の 
| 倍 に な っ た が , 無 処理 個体 に 比べ さる と 2.5 倍 に 過ぎ な 


"SS 
し か し 枝 数 は 大 き さ の 変化 程 頼 著 な も の で な さく, 僅か 
FMD Sb DCH 5 Ko 

—FiERLRKOGR ICI PRRKOGG ICR SNK ER 
アラ タ 体 の 顕著 な 変化 は 見 られ な か っ た 。 
(BER 三田 久男 ) 


A BE BO AMAR ILE VY SMILE DL THSD 

J. Monro (1956): A humoral stimulus of ths 
brain-hormone in Lepidoptera. Nature 178 (4526): 
213~214. 
RH OSA PHL tc Da EDSG KARMA 
PEPUSNARVEYVPEBNHREERLTO4TE 
AES AMSNTOHZBENSORVEV ZEAL FI RIT 
ko CHM AM CH 4H EEA SM => Cloth, ED 
点 に じつに いて ブドウ を 害する トラ ガ 科 の 1 種 Phalaen2ides 
glycine Lew. を 用 いて 実験 し た 。 本 種 は 映 態 休眠 で 越 
AA, AAR IS 25°C で は 約 3 週間 で 羽化 する 。 成 
虫 羽化 を も た ら す ホル モン 系 の 働き は 下 化 後 3~7 日 後 
DSoIbEBZKEGACHS, UPULMBBEE 3-7 日 以内 に 脳 
を 除去 し た も の で は 羽化 せ ず 10 ヶ月 以上 も 生き て い る 。 
と の よう に 脳 を 除去 し た 永久 到 に 最終 令 幼虫 に 達し て 24 
時 間 以 上 経過 し 食物 を 全然 摂っ て に ない 脳 を 1~2 TR 
脳 と 同時 に 移植 し た と こと ころ, 24 員 の 中 僅か 7 匹 だ けが 40 
日 後に 成虫 に な っ た 。 

と の 事実 は 本 種 の 脳 の 刺 載 は 神 経 性 の を ぁ もの より 体液 性 
の も の に よっ て に いる と と が うか が われ る 。 移植 され た 器 
管 の 再生 し た 神経 繊維 を 通じ て の 刺 載 は ほとん ど 考 えら 
れず , むし る ろ る 神経 分 淫 を 起 し た 遇 体 の 状態 少く と も 7 
ヶ月 以上 も 持続 され る と と か ら も 体液 性 の を も の で ある こと 
と が 判る 。 (Bk =BAS) 
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っ た 休止 する 温度 で , 普通 で は 積算 温度 法則 を 昆虫 の 
発育 に 適用 し た 場合 に 理論 的 に 求め た 比較 発育 速度 が ぞ 
忌 の 温度 の と と を さして いる 。 一般 に 発育 と 温度 と の 関 
係 は 
yx—a0 =K 

の 双曲線 の 式 で 示し , 》 は 温度 x 度 に お ける 発育 (一定 
期間 の 発育 完了 ) 時 間 で , a@ と 玉 は 定数 で ある 。 Kid 
いわ ゆる 有効 発育 積算 温 日 度 で あり , @ が と こと こと こ で いう 発 
BEACH SZ. いろ いろ の 温度 (x) で 実験 的 に 得 た 発 
BAR (9) の 値 か や ら 外 挿 的 に 求め た a の 値 は 実際 に は 
真 の 発育 の 休止 温度 を 示さ な いで , と この 式 か ら 求 め た 値 
より も 造 か に 低い と いわ れ て いる 。 し か し , 実際 的 の 立 
場 か ら 大 体 の 発育 休止 温度 を 知っ た り , 有効 積算 温 日 度 
を 計算 し て , 年 間 の 発生 回 数 を 推定 し た り 分 布 限界 を 予 
MLIZOTSRBItIL, COLIITL TCRHOTRCED 
の 価値 を 持つ と 思わ れる 。 ま た , それ は 大 ま か な 意 味 で 
は ある が , 種 な いし は 品種 な どの 生物 学 的 の 群 の 性 質 を 
表わす 一 つの 生理 学 人 的 の 代表 値 と る 考え られ る 。 

か っ て BopgxmrmwgR や は 柄 算 温度 法則 の 一 般 性 を 強調 
し Cd RE toe る こと と を 
示し た が , et ei 
(ages ae を 示し た 。 そ の 後 の 研 究 
BITS OP を 得 て い る % ヵ er 0 
も の の 有る の を 知ら な い 。 erie ra 
れ ら の 値 を 集め て ここ と に 考察 を 行っ て みた 。 も ち 
OR Ro 
の の 存在 する こと は 十分 知っ て は いる が , 一 応 こ の 
程度 で る 興味 深 《 も ある の で あえ て こと こと に 発表 する 
EG 
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集め た 発育 零 点 の 値 を 目 別 じ に アル ファ ベッ ト に よ 
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BB Be he Ie SS 


WECMABITR) WMS (, HWA, LA, Wee 
BEDS TNR. EIA: RAAT 2H 
し か な い 。 他 の 多く の 目 に つい て の 資料 が 見 当ら な い の 
は 種類 数 の 少な いと こと に も よる で あろ うぅ が むし ろ 害 中 灯 | 
の 少な いと と に よる の で あろ うぅ 。 表 の 中 発育 の 令 期 C0「 
区 別 が し て な いも の は 卵 か らち 成虫 の 羽化 至る ao 
発育 期間 を さして いる 
発育 零 点 の 最 we Rhodinia fugax oe 
梅谷 の 得 た 値 で 一 1.1°C CH 9, と れ に 次 いで Evetria) 
buoliana thurificana D0.7°C, Icerya purchasi 33 a 
O Toxoptera graminum の 場合 の 0°C で あぁ る 。 と SIT 
鱗 克 目 と 半 翔 目 で ある と と は 注目 し て よい 。 最 も 高い 
は Lasioderma serricorne の 19.5'C 6, THITD OD: 
2> Oxycarenus hyalinipennis D18.8°C, Schistocerca | 
gregarina の 18.0°C の な ど で あ る 。 最 る 高い る の @ 
低い る も る の と の 差 は 20°C 以上 る ある 。 し か し , DEF 
A a て , KBP 
の も の は 10°*C 前 後に 位置 し て いる 。 い ま , BESABIW 
£OL5 willie A pSAORMee sic ees ae 
に つい て 類 度 分 布 を 調べ て 見 た 。 同 一種 で 全 期 別 の 調査 : 
の ある 場合 に は 制限 と な る ベ べき 高い 温度 の 方 を 全 発育 期 
の 発育 堆 点 と し て 考え , CNOAXSMRLK. CRIS 


温 度 
BIB 発育 堆 点 の 分 布 状 態 
破線 は 3 点 移動 平滑 値 一 を あら わす 
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Bl Bf OK FS A 
種 名 4a3 > WERE | BAB 研 究 者 才 
ORTHOPTERA 
Phyllodromia germanica 6.6 Witte (BODENHEIMER ’27 より ) 
Schistocerca gregarina 18.0 BODENHEIMER (729) 
HEMIPTERA 
Antestia lineaticollis 9.5 ANDERSON (BODENHEIMER ’27 より ) 
Delphacodes striatellus Sp 8.5 平野 (42) 
幼 oh (C15) / 
Empoasca mali Toe! Fenton & HARTZELL 
(BoDENHEIMER 27’ & 1) 
Icerya purchasi 0.0 BopENHEIMER (732) 
Nilaparvata lugens 5p 10.0 平野 (42) 
幼 中 10.5 / 
Oxycarenus hyalinipennis 18.8 KIRKPATRICK (BODENHEIMER 727 より ) 
Pseudococcus citri 8.4 BopENHEIMER & GuTTFELD (’29) 
Sogata furcifera IN 10.0 平野 C42) 
幼 et MAO 
Toxoptera graminum 0.0 SHELFORD (726) 
10.0 LuGinBILL & BEYER 
(BoDENHEIMER 27 より ) 
NEUROPTERA 
Chrysopa californica SO WILDERMUTH (BODENHEIMER ’27 より ) 
Sympherobius amicus 10.5 BopENHEIMER & GUTTFELD (729) 
LEPIDOPTERA | | 
Aporia crataegi Was 6.8 StaTELow (733) 
WL (i Bi) 4.4 / 
TW ik 74K) 6.8 
IV 8.0 yy 
V 6.0 I 
ay る 8.0 yy 
— | 5.4 1 
Bupalus piniarius Sp | 7.95 ScHWERDTFEGER (’30) 
Carpocapsa pomonella Sp 6.0 Prairs (BODENHEIMER 727 より ) 
映 10.0 SHELFORD (727) 
Chilo suppressalis Up 12.0 AAR C34) 
ay Ee AS 12.0 a 
7 ey 12.0 yy 
eS 10. 30 =) C29) 
| {oy 10. 02 / 
Clysia ambiguella | 卵 5.0 SPRENGEL (732) 
Diatraea saccharalis cranibidoides 12.0 Horitoway & LorTIN 
| (BoDENHEIMER ’27 より) 
Dendrolimus pint | 5p 7.8 小島 C33) 
ai) EH it 8.0 yy 
tr Go 2 
ey 9.0 a 
Ephestia kiihniella 5p 10.0 Voute (735) 
(a) 1285 BopENHEIMER (BODENHEIMER ’27 より ) 
(b) 8.2 
Eriogyna pyretorum 5p 9.0 小泉 ・ 柴 田 (738) 
Euproctis chrysorrhoea gy 6.0 Pears (BODENHEIMER 727 より ) 
Evetria buoliana thurificana —0.7 BODENHEIMER (727) 
Gelechia gossypiella 15.9 Wivicocks (BODENHEIMER 727 より ) 
Heliothis obsoleta 9.0 Peatrs (BODENHEIMER 727 より ) 
Hi ppotion celerio 1582 Gunn (BODENHEIMER 727 より ) 
Laspeyresia molesta 10.0 春川 29) 
Laphygma exigua 5p 13.9 STEINER (’36) 
4h ised iil yy 
i 1255 uw 
Lymantria monacha 卵 6.8 ZWOLFER (34) 
5p 4.9 7 
soe See Y 
IL Sill u 
It ee, 1 
| IV 7.6 wy 
V 7.8 7 


<) 
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種 &, Si Mee | RBA Oo) ee 
VI 6.0 
Gd 8.4 
Malacosoma neustria : 32 Meumert (’33) 
3 
ga エエ 8.0 
IL~VI 9.4 
ihe 8.2 
Malacosoma americana 11.0 Pearrs (BODENHEIMER 727 より ) 
Panolis flammea | 卵 6.1 ZWOLFER (731) 
| 全 生 育 期 4.6 
Papilio xuthus 卵 13.3 稲葉 (37) 
ais 1207 
ui 6.7 
Phthorimaea operculella 12.8 PicarD (BODENHEIMER ’27 より ) 
Pieris brassicae 5p 8.5 Kein (’32) 
Oy 下 8.0 uw 
he 10.6 / 
全 生 育 期 8.8 Mf 
Pieris rapae crucivola | Sp 10.0 松沢 C51) 
Ky 貝 10.0 
bi Oo 
Plutella maculipennis 5 4 Gunn (BoDENHEIMER ’27 より ) 
aS Maxcr (BODENHEIMER 27 より ) 
Prodenia litura | (a) 10.4 BopENHEIMER (751) . 
(b) lee? BisHARA (BODENHEIMER 751 より ) 
Polychrosis botrana | eS SiLVESTRI (BODENHEIMER 727 より ) 
Porthetria dispar | 卵 30 PEArIRS (BODENHEIMER ’27 より) 
4H TI (a) By, 5) ANTE (C883) 
(b) 7.4 
Rhodinia fugax 5p —1.1 梅谷 C55) 
Sitotroga cerealella 16.0 | Back (BODENHEIMER ’27 より ) 
Tineola biselliella | 10.6 | TrrscHack (BODENHEIMER ’27 より ) 
COLEOPTERA | 
Bathynoderes punctiventris 5p (a) 210 STEINER (737) 
(b) We 4 
Calandra granaria 9.5 BODENHEIMER (727) 
Calandra oryzae WBKal Corron (BODENHEIMER ’27 より ) 
Callosobruchus chinensis | 会 9.7 AE C41) 
10.5 / 
Cry ptolaemus montrouzieri (a) 11.0 Pontinss (BODENHEIMER ’27 より ) 
| (b) 6.5 
; 9.0 BopENHEIMER & GuTTrELD (’29) 
Dytiscus maginalis 10.3 Buunk (BODENHEIMER ’27 より ) 
Epilachna sparsa orientalis 卵 12.0 新保 ら (52) 
| 効 h | 14.8 / 
f | nj 13.6 
Epilachna vigintioctomaculata | Jp 7.4 新保 ら (752) 
Sy 束 6.3 Ml 
Le 14.1 / 
Galerucella disticuta 卵 (ees) 岡本 (39) 
幼 oh 8.51 / 
whe 8.86 yy 
Hylotrupes bajulus 5p 100% R.H. 16.7 STEINER (’37) 
90~95 Us, 7 / 
70~80 13.6 / 
50~60 Mays} a 
28~36 125 I 
18 | 256 " 
: : | 0 2 / 
Lasioderma serricorne | 0 a RUNNER (BODENHEIMER ’27 よ y) 
; ; | : / 
Leptinotarsa decemlineata | 5 | 6.0 PEAIRs (BODENHEIMER ’27 より ) 
Novius cardinalis | 9.0 BODENHEIMER (’32) 
Phyllotreta vittata | Sp 11.0 西川 (RHR) 
幼虫 エエ 8.44 里 科 (50) 
8.40 


* 越冬 完了 後 の 卵 の 発育 を 指す | : ’ (Te BS eee) 
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ma 名 4p 10) + JHE We 発育 零 点 if 究 者 名 
TL 8.40 
| 9.60 
Sitodrepa panicea R24 JarrscH (BopENHIMER ’27 より) 
Teneblio molitor 卵 | 9.5 PEARS (BODENHEIMER ’27 より ) 
hj | 12.0 KRrOoUGHE OE 21a OY) 
HYMENOPTERA . ; 
Athalia colibri Sp 11.0 RiccGert (740) 
Diachasma tryoni 11.8 PEMBERTON & WILLARD 
(BopENHEIMER ’27 より ) 

Habrobracon juglandis 10.0 HAasr (BopENHEImMER ’27 より ) 

Lesi phlebus tritici DD SHELFORD (726) 

Nemeritis canescens 12.0 AnmaD (736) 

Neocatolaccus mamezophagus Ss 13.6 AH - BR C49) 

a ©. 14.3 
Opius humilis 14.6 PEMBERTON & WILLARD 
(BoDENHEIMER ’27 より ) 
Telenomus semistriatus 15.5 ZWOLFER (732) 
Tomostethus funcivorus 10.0 #8 JI ° HERE C29) 
DIPTERA | | 
Anopheles quadrimaculatus Ga) | Hurraker (’44) 
Bactrocera cucurbitae WF | Back & PEMBERTON 
| (BODENHEIMER 727 より ) 
Cecidomyidae sp. IPS | BoDENHEIMER & GuTTFELT (’’29) 
Ceratitis capitata SW 12.5 Back & PEMBERTON 
| (BopENHEIMER ’27 より ) 
Be T5316 | a 
i 166°" ” 
AEBS 13.5 | Yi 
"Chaetodacus cucurbi tae 卵 十 幼虫 foe | 小泉 で 34) 
a oF | 
Chaetodacus ferrugineus 卵 填 幼虫 10 14 小泉 で 34) 
bis 10.00 
Dacus oleae 9.3 | SrnivEstRI (BODENHEIMER ’27 より ) 
Musca domestica vicina 5 12.6 FELDMAN- MUHSAM 
ay EL 8.9 | 7 
Ah 1133 / 
全 生 人 育 期 11.0 

Tipula aino i 5.0 | #Jll (34) 

LBNCRT E51, 約 10°C SHE LIAO 。 る 。 SE RT Zale Tube 
規 曲 線 の よう な 上 山 型 の 分 布 を 示し た 。 3 点 移動 平滑 を 行 D8, その とこ と は この 値 か ら も 知る と に こと が で きる 。 も し も 
so CMe etT ce NHORMoOL I, LOMO’ 各 発 育 令 期 に つい て 得 ぁ られ た 値 を 更に と この 計算 の 中 に 入 
頃 向 が わか る 。 と の 曲線 は 正規 曲線 より は や や 堪 方 ( 低 。 れる な ら ば , COOH 5 CHU SS. AMIE Ce 
oe に 裾 を ひい て いる が , 資料 の 数 の 不足 な ど に 基 AICHE ADS 0C で ある 例 が あり , 平均 的 に る 低 

(eee CHB eS Aicit SOW EF ICRDNS, た 4 

2 0°C に 小さ い 山 が で き て いる こと は 何等 か の 意味 の ‘ 
ある こと の よう に 思わ れる が , と これ 以 上 論ずる べき 資料 吉 
0 

SIS 6 

こと の 頻度 分 布 を 目 別 じ に わけ た の が 第 2#CH 4 iw 
RAO MACHER D EOD SMEAeUTHOS A ™ 
COWTHSE, AIA & WA CITES CIE & mM ‘ 

PASE SMICKAS AD UIT MEL COS. HA 0 

まこ と これ ら 両 者 の 中 間 の よう で ある 。 半 贅 目 と 鱗 頑 目 の 合 温 度 

TO RUE AA RS PEA & MM AO RABID & % 第 2 図 発育 堆 点 の 分 布 状態 
LIVEN グラ フ に し た の が 第 2 図 で ある が , と これ に よ EMR ce, PRs oe 
ar é 後者 の 方 が 高温 Di ihGurien 4 C いる の が わか 學 目 と を あら わす 。 
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第 2 表 いる ろ い る ろ る の 目 の 発育 堆 点 の 分 布 
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RRR 
NVHHWWWRO RED OD 
KH HPHNmWnNHwo HH 
Hee wrHD 
Sy Rye ety A 


19 | ho 
20 1 


35 | 12. 5 | 11.3 | 10.7 


8.5| 87| 9.4. 11.2 
| 


ICI > -C Fa Lvs CR ae 
DO BDSG BPR BIT HEN T CIT MIT H 
る 故 か も 知れ な い 。 

曲線 の 低温 部 の 方 の 種類 が 北方 系 の も の で あり , 高温 
部 の 種類 が 熱帯 系 の る の で ある こと は 当然 考え られ る こと 
CHO, AKBKE LS CHNRBB&LTWSZILITC 
ある 。 こ と こと に は 示さ な か っ た が , 有効 積算 温度 恒 数 (K) 
ORME CWRU CHL, 発育 堆 点 の 低温 て に ある よう な 
種類 は の 値 が 大 きく , 零 点 が 高温 に 位置 する る の は 
KK が 小さ いよ うな 傾向 が 見 られ た 。 従っ て , 発育 零 点 の 
低い も の は 年 発生 回 数 が 少な く て 1 化 性 な どの も の が 多 
い の に 対し て , 零 点 の 高い る も の で は 年 発生 回 数 が 2 回 以 
上 の よう な る も の の 多い 傾向 を 示し て いる 
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全体 で つい で 認め られ た で と は 一 つの 目 の 中 に お いで 
も 言え る の で は な か ろう か 。 第 2 表 お よび 第 2 図 を 見 れ 
ば , PBA PMA EOL 5 ITMROBW4 OCHS 
か な よう に 全体 に つい て 認め られ た と 同じ 正規 曲線 の よ 
うな 分 布 が 見 られ る 。 こ の 分 布 曲線 上 の 位置 が を それぞれ 
の 種類 の 系 統 的 の 系 列 を 表わし て いる か どう か は この 次 
料 か ら は 何と る いい 得 な い 。 次 に 近 緑 の 種類 , た と えば 
Calandra ae & C. oryzae DE5S BD 4 
の の 発育 零 点 を 比較 し て 見 る 。 い くつ か の 組合 せ を 第 1 
eG ake 


第 3 表 IW: Hh - MOKWORAE ADO 
相対 的 の 高き さ の 比較 


HAA ROT 
な 高 
対 的 な 高 さ 衝 p 
| So Se | 
dai |「 期 ‘hee 30 =. 
Lymantria monacha 
低 中 高 | Galerucella distincta 
Ceratitis co 
低 高 中 "Epilachna sparsa orientalis 
De pint 
中 | 低 | ® | Pieris brassicae _ 
Epilachna vigintioctomaculata 
中 ro (x | Malacosoma neustria 
Laphygma exigua 
高 A th | Phyllotreta vittata 
Musca domestica vicina 
fa 中 低 Papilio xuthus 
| ae | as Chilo bites 
rel oe =~ | Pieris rapae 


れ ど も Epilachna OWMOYAO £5 ITREOR HDS 
知れ な い が 逆 の 傾向 を 示す こと も ある 。 
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同じ 昆虫 の 種類 で も その 地理 的 品種 な いし は 生態 的 品 
種 の 別に よ っ て 発育 雰 点 の 異な る こと は いう まで ぁ ぇ ない 
7 は Lastoderma OBSicls 19.5°C 253207 
EDI ODK SE BRRUCWAL, Toxoptera Ch 
10°C & 0°C &, Ephestia kithniella C4 12.5°C & 
8.2°C, Prodenia litura G% 11.2°C & 10.4°C £v) 
ap de 5) KEERUL TUS. Chilo suppressalis で も 深 
谷 ・ 中 塚 は それ ぞ れ の 地理 的 品種 で 有効 積算 湿度 が 異な 
9 り ,. 従 っ て また 発育 雰 点 も 異な る で あろ うこ と と を 念頭 で 
お いて 発生 予察 理論 を 立て る べき で ある と し て いる 。 南 
方 か ら 北 方 へ の 地理 的 品種 の 差 に と お いて, 有効 積算 温 慶 
恒 数 (KX) が 小さ く な る の か それ と $ 発 育 雰 点 が 低く な 
っ て ゆく すく のか, その 間 の 関係 を 知る と と は 当然 興味 深い 
と で あろ う が ご ご に は な ん ら の 資料 も な いき } 

雌雄 の 相違 に よっ て $ 発育 雰 点 は 異な っ て いる 。A4po- 
lia crataegi ClsHEDO ADEE O S3BD ITV. TAIT 
反し て , Callosobruchus と Neocatolaccus & Clitit@D 
方 が どちら も 約 VLC で ぐらい 高い 。 Chilo suppressalis 
で は 雌雄 は ほとん ど 大 き な 差 を 示さ な い 。 と の よう な 遅 | 
い が 何 に 基く の か は 判ら な い 。 

発育 の 令 期し に よっ て る 発育 堆 点 は 異な っ て いる 。 全 発 


ena 


19574534 A: Be OR 


Se CENMB—HECHA LU15 PHIZIZLA LAS 
eC XLS Chaetodacus 
errugineus で は 各 期 の 発育 雲 点 が 大 体 等 し い 値 を 示し 
@ は いる が それ で も 1°C 前 後 の 差 を 示し て いる 。 それ 
で は 違い 方 に 規則 隆 が 見 られ る か と いう に , 一 定 の 傾向 
見 る こと は で き な い 。 卵 期 ・ 幼 虫 期 ・ 遇 期 の 3 期 の 発 
堆 点 が それ ぞ れ どの よう な 高低 を 示し て いる か を 各種 
の 昆虫 に つい て 調べ て 見 る と 策 3 表 の よう な 結果 が 得 ら 
Ui» Sid 6 WEIN c RICHER BAO 6 75 TU 
る の は 3 種類 , 幼虫 期 が 最も 低く CCAVUTIRUY CHS - 
赴 期 ・ ま た は 遇 期 ・ 卵 期 の 順序 と な る 場合 が そ を それぞれ 3 
NSO, 他 の 場合 は 1 例 ず つ し か な い 。 HBS ADE 
DAIS Pw CH SEO 4 MRCH SYR PPS ( 
で 6 例 あ る と と は 注意 すべ き と と か も 知れ な い 。 こ と の 最 
氏 の 令 期 が 越冬 態 で ある か と いう に , ot 
で も る も いない 。 この 中 に MARKET BST SEO HS 

と , 成虫 期 が この 発育 雰 点 の 比較 の 中 に は 入り 得 な い が 
こめ で も ある 。 


Chilo suppressalis & 


SRO SSHBWIT OW CHBE RDB AICHNG 1 


CUS 資料 も ある の で , と これら の 比較 を も し て 見 た 。 
Lymantria monacha Cit 1 > 5 PH CHAS AU 
TEL CWS DRED 6 令 ま で 逆転 し て や や 低く な っ て 
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等 じい 発育 規 点 を 示 じ て いる が 1 令 が や や 高い 
よう に 定まっ た 傾向 を 見 出す と こと と は で き な い 。 
SNC’ EO 発育 の 令 期 で 発育 雲 点 は 違っ て いる 
Lymantria や Malacosoma な どの よう 3 ICR et 
る も の で は , 越冬 前 と 越冬 後 と で 違っ て お おり, 後 の 方 が 
RS 。 こ と の よう に 発育 の 令 期 の 違 
い に よ っ て 発育 雰 点 と いう 尼 虫 の 温度 に 対す る 反応 点 が 
内 瞭 に 異な きき で いる どど に は 注目 すべ き で と で あろ 5 


CO 


5 


温度 以外 の 環境 の 飼育 条件 に よっ て る も 発育 零 点 は 違っ 

T4 So BMITL a THAT Zh HMNEOds, TT 
に は 環境 の 空気 湿度 の 違い の 場合 を 見 る と こと が で きる 。 
Aylotrupes は 湿度 が 100% の 下 で は 発育 堆 点 が 最 る 高 
すす 間 度 の 低 な る の に 伴 人 で それ は 低 で な で いる が が) 
WEE 0% の 場合 に は 逆 じ 高く な っ て いる 
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第 1 表 に あげ た 種類 の 中 に は , いわ ゆる 食う 者 と 食わ 
る 者 と の 関係 に ある 種類 を いく つか 見 出す と こと が で さき 
る 。 た と を えば, Ephestia や Sitotroga に C 対 し で Hab- 
robracon juglandis が 寄生 し た り , 


Icerya purchasi 


1\4,, Malacosoma neustria で も 1 令 か ら 6 令 へ と 高 % Novius cardinalis が 挿 食 し た りす る よう な 組合 せ 
な っ て いる 。 Aporia crataegi で は 越冬 態 の 3 AC で ある 。 第 4 表 に その いく つか の 例 を 示し た が , それ ぞ 
BR LIS その後 新 増 する か 最終 の 5 令 で 再び 低く な っ れ の 発育 堆 点 を 比較 し て 見 た 。 二 三 の 場 合 を 除い て , & 
で いる 。Phyllotretta vittata で は 3 令 期 を 通じ て ほ ば われ る 者 の 方 の 発育 夫 点 の 方 が 低い の が 一 般 の よう で あ 

BAK 寄主 と 寄生 虫 ま た は 食う 者 と 食わ れる 者 と の 関係 に ある 両 種 の 発育 堆 点 の 比較 
RE RE Fie Ht ee ee de eS a 
種 を RAE a 種 名 HBA A 
Icerya purchasi 0.0 Chrysopa california a5 
Sympherobius amicus 10.5 
Novius cardinalis 9.0 
Pseudococcus citri 8.4 by ip er montrouzt ert iS 11.0 
b 625 
4 0 graminum 0.0 Lesi phlebus tritict DD 
10.0 

ee (a IP 1255 Habrobracon juglandis 10.0 
8.2 Nemeritis canescens WAY 
Sitotroga iS aerenie 16.0 Hovroeracen juglandis 10.0 
BP iacobruchils ioe os SS 9.7 Rp ere eso piace gw Le 

10.9 5 

Calandra oryzae ies ib 
We oratiis ha 1325 Diachasma tryoni 11.8 

ig Opius humilis 14.6 


52 HA DS Ow Bm & ab BLA BS 


る 。 MPH SHER A (FS BITE TOW TEAL 
PLS DRUY CHA UML, Pseudococcus & Cry pto- 
laemus ©b, Sitotroga & Nemeritis, Habrobracon, 
Calandra & Neocatotaccus, Ceratitis & Dyachasma, 
Toxoptera の b と Lesiphlebus な どの 組合 せ は すべ 
て こと の 逆 の 場合 で ある 。 こ の よう ぅ な 低温 で は どん な 結果 
が 生ずる で ある 3 か 。 


ff 


以上 と よっ て , 昆虫 の 発育 堆 点 は 種類 て より 非常 に 異 
な っ て お る が , 目 ど と に や や 異な っ た 傾向 を 持つ と と , 
同一 種 で る 性 や 発育 令 期 な ど に よっ て も 異な る こと が 明 
ら か に わか る 。 ま た , 近似 種 , 食う 者 ・ 食 われ る 者 の 億 
を 比較 する と 生態 的 に 興味 深く 思わ れる 。 
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Summary 


Developmental Zero Temperature 


in Insect 


Syunro Urtipa 


(Entomological Laboratory, Kyoto University) 


Published data are collected here on the deve- 
opmental zero point of various species of insects, 
vhich was obtained from the relation between 
emperature and the duration of development 
pplying it to the theory of total effective tem- 
erature. Many collected values are listed in Table 
, where insects are listed in alphabetical order. 

Frequency distribution of the dévelopmental 
the 


nean of which falls at about 11°C. Maximum 


ero point is like a normal curve (Fig. 1), 


emperature obtained was 19.5°C and mini- 
qum one was —1.1°C. The zero points in the 
pecies of Lepidoptera or Hemiptera are some- 
vhat 
Jiptera (Fig. 2 and Table 2). 


lower than those of Hymenoptera or 


Even in the same 


species, the different value of it is shown by the 
differences of ecological race, sex, developmental 
stage and environmental condition. 

Comparative magnitude of the developmental 
zero in each successive developmental stage is not 
constant and takes various combinations as shown 
in Table 3. 

This is also true in each instar of the larval 
stage. 

Interesting ecological implications are shown in 
the comparison between the developmental zero 
points in both species of prey and predator or 
host and parasite (Table 4) and in the comparison 


of it among closely allied species. 


SHICHI SHAS 
Kennepy, J.S. (1956): Phase transformation in 
ocust biology. Biol. Rev. 31 (4): 349~370. 
FAM 2 RI HOS MMR MIS SLRIC, 周期 的 
RSE EK HER CK. UDUPI BIC HT 4 
E460, 誤っ た 仮定 や 定義 の あら まい に いさ が 指摘 され 
=(c. f. Key 1950)。 そ し て , HERI KBEA OWL 
に すき ぎ きず, より 基本 的 な の は 飛 映 自身 の 数 の 変動 問題 
ある と 主張 する も の も ある 。 著 者 は と この 論文 の 中 で こと 
D 様 な 批判 に と た えな が ら 改 め て 相 説 の 意義 を 強調 し て 
WAS 
Et, 最近 の 生理 学 的 研究 に よっ て , MBRICIT 7B 
ま ホ ル モ ン の 影響 が 大 きい 事 が 次 第 に 明らか に な り , 
regaria-solitaria 関係 は adult-juvenile 関係 と 考え 
DDS CX, FADS FRM O AHI 2 TH OMFS T MIT 
PGS 2 ote tid moi, Ll, whey 
SIZES IC BU SRE BA LABA GO. gregariza- 
ion £025 HICK 1S, RABICH SRO HO BI 
の で ある 。 決 定 的 な も の と らい えば, む じ ろ , MRA 
BOD D6 
gregarization の 機構 は 一 種 の 条件 反射 で ある ろう と 考 


えら れ て いる 。 食物 , 温度 な ど に 対す る , 単独 個体 で も 
見 られ る 反応 が , 個体 数 が 大 きく な る と , 個体 相互 に 誘 
引 し 合う 様 な , 包含 的 な 反応 に 変っ て 行く 。 そし で 相 写 
刺激 は 維持 され , 行動 の みな ら ず , 形態 的 , 生理 的 に も 
synchronization (時 間 的 斉一 性 ) が 見 られ る 様 に な る 。 
と れ は 大 発生 問題 の 重要 な 点 で ある 。 
TREO BAA ATS HSE, juvenile 的 と 考え られ る 
solitaria は , 与え られ た 条件 (solitaria-habitat) を 
利用 し , 増殖 を も た ら す 。 そ の 点 で は gregaria より も 
適応 性 が 大 きい 。 また 生殖 は むし ろ juvenile 的 機能 だ 
と 考 る と こと が で きる 。 や が て 容 度 が 高まり 所 或いは 気 
RD 移り の か わる と 食物 が 欠乏 し , 相互 刺激 が 強く なり 
gregaria が 現れ , invasion area (gregaria habitat) 
へ 侵入 する 。 と これ は 生態 的 に 見 て 一 つの 適応 性 で ある 。 
gregaria は , solitaria に と っ て は 非 好適 な と の 地域 で 
&, より 有効 に 利用 し , や が て swarm は 消 散 し て ゆく さく 
が , また soliiaria habitat で は 新しく 増殖 が 始ま る 。 
losust' は こと の 様 に 三 つ の 形態 ) ニ つ の 生活 方 法 を も っ て 
= DOD habitat OMAT SARL COS, RIEDSD 
CORMMAR ARERR SCeERULITI, その 
天 発 生 は 説明 で き な い 。 ( 京 大 農 昆 虫 岸本 良一 ) 
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BAO =A 24 Fa7CMT SWE O 
感染 に 影響 する 要因 た つい に て ! 


zi 田 Eo IS 


緒 = 


ニカ メイ チュ ウ Chilo suppressalis か ら 5 初め て 黄 
媒 病 菌 を 記録 し た の は 吉田 (1919) で ある が , 最近 に 
な っ て , ニカ メイ ガ 1 化 期 発 戦 量 に 所 よ ぼ す こと の 菌 の 
働き が 小さ すく な いと の 見 地 か ら 種 々 の 実験 が な され て 
いる ( 釜 野 ら , 1955 ; 立石 ら , 1951, 1952, 1954, 
1955), RADHA t 1s & の 間 に 
どれ ほど の 相関 関係 が ある か に つい て は , wee 
の 余地 が 残さ れ て いる よう に 思わ れる が , 越冬 幼虫 の 
死亡 要因 の 中 で 黄 替 病菌 の 占め る 割合 が か な り 高 い 点 
か ら 考 えて , ニカ メイ チュ ウ の 黄 艇 病 菊 に 対す る 感受 
性 を 支配 する 要因 に つい て の 研究 は 必要 で あろ うぅ 。 筆 a Eee 


Le ee | 第 1 図 HONE OFS CHB), FEF 
BICOL IICAA CAR EED TC SICH, この 仕事 の 伸長 (実線 ) に 及ぼ す 温 度 の 影響 。 観 察 は 24 


fi 


AMOR Si 8 ME x 


PL SUT AUIS BIS KIS TOC, 不 十分 な が ら 時 間 後 に 行い b, その 間 の 温度 変化 は キ +1°C, 用 
今 ま で に 得 ら れ た 結果 を 報告 し て お きた い 。 いた 胞子 は 培養 後 24 日 の も の か ら 得 た 。 
*1 8 :0.16n 


研究 を 行う に あたっ て 終始 御 指導 下さ っ た 京都 大 学 農 
学部 応用 昆虫 学研 究 室 の 内 田 俊郎 教授 に 厚く 御礼 申し 上 
げ る 。 


RADE, 発育 に 及ぼ す 温 温度 の 影響 


温度 AR SIL TC Soni 胞子 1 白金 古 を 
1cc DAWA HGPRT 浮遊 させ , スラ イド グラ ス に 
2 滴 す ずつ の せ た 上 , 多湿 に 保 た れ た ジャー レ の 中 に 入れ , 
種々 の 温度 に 置い た 。 各 温度 に 二 つ の スラ イド グラ ス を 
入れ , 24 時 間 後 に 発芽 率 と , 発芽 し て いる 胞子 の 発芽 管 
長 の 平均 を 求め た その 場合 , 各 温 度 ぐ で と に 発芽 率 じ つ 
いて は 400, 発芽 管長 に つい て は 50 の 胞子 を 用 いた 。 温 ee °C 
その 結 洒 は 第 1 図 の 通り で あっ て , 発芽 ある い は 発芽 管 。 第 2 図 MMO av = RHC LETRROW 
の 伸長 は , 28~29°C に お いて 最も 盛ん で あっ た 。 響 。 図 中 の 数 字 は 観察 する まで の 日 数 を 示す 。 


55 ee AD aa 実験 期間 中 の 温度 変化 は キ 1.5°C, 用 いた 胞子 
(RI, 境 礁 し て 得 ら れ た 胞子 を 1 百 金 耳 と 9, leceD pe ne nae whe 2 


WAAC S 2, HEL ANIY »-—V OH W, 得 ぁ れ た 測定 値 を 平均 し た も の を 第 2 図 に た 未 す 。 ご 
に それ を 1 白金 呈 と っ て の せ , 種々 の 温度 下 で の コロ ニ の 場合 に お いて で て 8, 28°C に ぉ いて コミ ニー の 形成 が 
ORE を 測定 し た 。 ne tS Ov ,-Vveh BREACH oi. 


ears 
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以上 の 結果 か ら , RAIA OEY, 発育 に と っ て の 最 
適温 度 は 28°C 前 後に と ある も の と 考え られ る 。 ま た , FF 
芽 最 低温 度 は 14°C あぁ あるいは それ より 少し 低い 所 に あ 
語っ GC に ド 人 なれ ば は ば 発 甘 選 な @E 才 2 で さき を 外 で 
ある 。 

関係 湿度 ズラ イド グラ スズ の 下 に 前 REL US ie 
病菌 の 胞子 を の せ た も の を , 硫酸 に より 湿度 を 調節 し た 
デー グー 人 3026 保 TAHT & iz 
観察 し た 。 1 回 の 観測 に は お の お の 1000 の 胞子 を 用 い 
た 。 結果 は 第 1 表 の 通り で あっ て , 関係 湿度 100 2 お よ 
び 93%2 の 区 で は 相当 数 の 胞子 の 発芽 が 見 られ た が , それ 
以下 の 湿度 区 で は 全く 発芽 し て いな か っ た 。 

策 1 表 30°C CHU SRIWH Ola 
eis (%) ich SRO 


MA: BAW OHA De AF 2 VIEWS ARH 


WET 22 TOR 
ee oo 72 96 

|= a : 
100 84.9 95.6 97.0 5 
93 0.4 19.6 27.7 -| B46 
81 0.0 0.0 0.0 0.0 
65 Gov || .0:0 0.0 0.0 
52 6.08 | 0.0 0.0 0.0 

+ BADRELTE Co CRMATHE TS 5 12. 


用 らら た 胞子 は 培養 後 15 日 の も の か ら 得 た 。 


越冬 幼虫 に 対す る 黄 夏 病 爾 の 接種 試験 


PSEA % 30°C で 試験 管 培養 し , 形成 され た 
胞子 を 百 金古 で と っ て 滅菌 蒸溜 水 に 均等 に 浮遊 させ , 幼 
th PLO RIHOOD BE bITIROML, 直径 3.5cm, 
深き 15cm の 円 筒 形 チ ュー ブ に 入れ , Mee CMA 
Uizg 1F 2—-F4 OMS 20 MAReL, MHA 
Wicd CES 10cm Off Re 1LADZIAT, 適当 の 湿 
り 気 を 持た せ て 与え た 。 そ の 後 , 特に 断っ て いな い 場 合 
に は , すべ て 30°C 保 ち , 原則 と し て 接種 後 4 HD 
Z1LARSITHAREHN, その 際 死 亡 虫 や 由 化 し た も 
の を 除い て , 生き て いる 幼虫 の み を 新しい チェ ュー プ に 新 
EU se COL AICI SCHL YO, 
I CHA TAD MED AAD IRR CIE OTE 
を 防ぐ と と が で きる 。 な お, 接種 後 3 AUN RRA 
WEZHACHOMHONSAT LIEW, TNTOF 2-7 
D> BAUR IT k SHEED DIVS ( Sa Tb, 3 
固 の 調査 を 引き 続き 行い , そこ で 打ち 切っ た 。 

接種 試験 に 用 いた 幼虫 は すべ て 高槻 農場 で 得 ら れ た も 
の で ある 。 ま た , 胞子 浮遊 液 の 濃度 は Buirker-Turk if 


ott 
° 


| 


1a PS Ld D J Be 55 


球 計算 盤 に より 決定 し た 。 

fal, 西宮 両 地方 の 黄 贅 病菌 の 病原 性 の ちがい 福岡 
地方 で は , RIC HRLISTHTIC 5 Feats re 6 S00 
と いう 記録 が ある が GEA, 1919), 西宮 お よび 高槻 地 
方 で は , 黄 妊 病菌 の 多く 発生 する の は 春 を 過ぎ て か ら で 
あっ た (和田 , 1957), とこ の 原因 が 地方 に よる RRR 
の 病原 性 の ちがい に よる の で は な いか と 考え , 福岡 , 西 
宮地 方 の 黄 尋 病 菌 を 接種 比較 し た 。 そ の 結果 は 第 2 表 の 
9 CH TOES NS oi, 
5F5 (1955) は , 1B, AD, 岡山 の 各地 方 か ら 得 ら 
れ た 越冬 幼虫 に 黄 尋 病菌 を 接種 し , 幼虫 の 感受 性 に は 地 
域 差 が な か っ た と 述べ で いる 。 THM, WAIT E OBE 
病 累 の 発生 度合 が ちがう こと が ある と すれ ば , CORR 
は 環境 の 影響 で よる 所 が 大 きい で あろ うし か し WA 
ら (1954) は 福岡 地方 に お ける 越冬 幼虫 の 死亡 率 は 春 に 
な っ て か ら 増 加 し 始め る と 報告 し て いる 。 黄 震 病 菌 の 発 
生 状 態 に つい て , 同じ 福岡 地方 で 二 ニ つの ちがっ た 報告 が 


な され て いる わけ で ある が , これ は 環境 あみ るい は 幼虫 の 
状態 が 異常 な 年 に 吉田 1919) が 観察 し た た めで は な か 
ろう か 。 それと も , 当時 と 現在 で 黄 尋 病菌 の 発生 状態 に 
ZB AGDSi os の OS 
第 2 表 西宮 , BilmwbapsSonk Pane 
one BOLE Beha Ae i 
iE 1cc| He aE FE Lh eH DI/N 
Gy BY Hs 
Dk FM CN) ih AUR 2 oth x 100 
(西宮 株 ) 
3.6x108 21 9 7 2 | 33.3 
3.6x108| 19 4 2 0 
36x10! 19 3 1 NI BA 
3.6x109 17) BN (2 0 2| 0 
3.6x102| 18 3 0 3 10 
(福岡 株 ) | 
6.8x106 | 19 10 7 3 | 36.8 
6.8x105 19 7 Bc! paler teers 
6.8x104| 18 5 1 4B?) SKE 
6.8x103 | 18 2 0 al) 
6.8x102) 20 3 0 Shine 0 
xt a | 20 2 0 2) 0 
PERI 19547212 月 12 Bic, fet IH 31 


ADS&OA KWOK, 

BOF 12 -FEKUBELO BA SRMIC KSEE 
率 の ちがい PMR el FUEMIOALODE 
HbICROWML, BRANKF 2-TFITANTHELT 
いっ た 。 そ の た め に 多数 の 胞子 が 薬 や チュ ー ブ プ ブ 内 面 に 附 
着 す る と と に な る が , MARCH 2-FeMee OBZ 

る こと に より これ ら の 胞子 は 取り 除 か れ て いく 。 普通 


3 福岡 地方 の 鞭 較 病 菌 は 立 右 氏 の 御 好 意 に よる も の で ある 。 
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ni ts an 


が , と これ を 接種 後 そ れ ぞ れ ,1, 2, 3 日 目 に 行っ た 場合 , 


御 病 率 に ちがい が 生じ る or \ か と 思っ て 調べ た が 
差 を 認め る @ ど が で さき な が っ 7 こ (3 RR). 


第 3 表 胞子 浮遊 荒 の 濃度 お よび 接種 後 最初 に チ 
ュー ブ と 藻 を と り 変 える まで の 日 数 と 死亡 率 
と の 関係 を 示す 。 接 種 試験 の 結果 2. 


WUE lec 供 OR OH Be DI/N 
日 数 "| 幼虫 数 /#ipe BE ZO | 
= Foi tal 実生 」 そ の 
0 Pk eC shfioes | Beem 
1.4x107 Ls ie2Oie had Ged gal Os OMMESORO 
dea lOO} 2°) ot 16.) 16 0.) 0 76.2 
BAS 107! KB} 920-S| 1STE Th TBO 
S000 “A Soy | Sp | ey Te). 0 S20 
Trax Tos. に 40 R28 E24 4°66; CONO 
ted 106s) Pen) 8874) 15> |Le9 3. be. leas 
1.4x104| 4 | 40 6 if Al t, 2.5 
1.4x103| 4 | 40 9 0 AP} Bane tO 
x AR 4 | 36 9 0 Sal, Gaae( 
* EME BUICF 2 FEAL VBS ETCOBK 
接種 は 1995 年 4 月 23 日 に 行 ら , 胞子 は 培養 後 14 日 


の も の を 用 いた 。 
接種 後に 与え る 薄 の 北 湿 に よる 死亡 率 の ちがい 接種 
RBA SH, 一 度 水浸し て か ら 余 分 の 水分 を 手 で 十 
分 に て に しばり と っ た も の を 用 いた が , MOU CAD 
RICHER HITOCISWDPLEBAT, 通常 与え る よ 

* 薬 の ほか に , 東 燥 し た 薬 を その まま 与え た る の と , 


i 2 種類 の 積 薬 か ら 得 られ た 幼虫 の 散 雷 病菌 
oR 
RN 


BD ¥ il aa Et 幼 o 数 ae 
ce 中 の | 幼虫 数 一 GE Fahy | 
Ke lita + =, 5a TE 寄生 | =D | 
状態 i 子 数 CN) | AO! DD) i ft aN 
CAMA) | 
7.3x10§ 18 | 16 | 16 0 0 | 88.9 

\ S05 6 2 3 /-35.3 
N |7.3x104 19 4 3 1 0 15.8 
N 7.3x103 19 Sok 0: |i 3 | 0 
N |7.3x103 20 3 0 1 ONO 
Ne eh gee e202, - 0 0 Dah) 
(野外 幼虫 ) | | 

NB 10S Se IS TG. leo 1 | 94.4 
N 7.3x105 19 (Gel leak Saal ea > ie ia? 
N73x104 17°) 11 3 <1) HS 1) Caer G 
N /7.3x19} 16 Coal 4 60S 
IN 1723 < 104" 18" 5 Ours On 0 
NESS) Fa 19S br 9 0 2 0| 0 
W |7.3x10% 39 | 35 | 31 LW ee Saul 
D (7.3x108 38 | 34 | 32 0 2 ksh 2 
N: —BKICEL TPS 余分 の 水 を 手 で 十分 に と しほ 
HES, W: Rice, て か ら 全 く 水 を し ぼり 


CSR, D: MIRLEKZDEXOR, 
接種 は 1955 年 5 月 14 日 に 行い ら , I Flake RBG 
の も の を 用 いた 。 


1 HLS 


く 水 を し ぼり と ら な い 薬 を 与え た 区 と 
だ に 示す 通り で, His 


水浸し て か ら 全 
を 作り 比較 し た 。 そ の 結果 は 第 4 表 
a の SA RS 

野外 に 積ま れ た 稲 工 か ら 得 られ た 幼虫 と , 倉庫 内 に 貯 
えら れ た 積 茎 か ら 得 られ た 幼虫 の 黄 贅 菌 に 対す る 感受 性 
の ちがい 
(和田 , 1957) に 用 いた 三 つ の 積 薬 か ら 得 られ た , 2 種 
MOL OAC 対す る 感受 性 の ちがい を 調べ た 
Ds, 策 4 表 見 られ る よう に , は ラ うき ぎり た 差 は 見 紀 れ 和 
ES : 

死亡 率 と 温度 と の 関係 室温 20°C で 接種 を 行い , 接 
種 さ れ た 幼虫 を 種々 の 温度 に 保ち , 発病 状態 を 調べ た 。 
その 結果 (第 3 図 〕 は 先 の 発芽 , 発育 と の 関係 (第 1, 
2 図 ) と よい 一 致 を 示し て いる 。 ま た , 34°C の 区 で は , 


DAA ITE ECW 死亡 虫 の 割合 が 顕著 に 増加 し て い : 


10 UB) 20 25) 30 35 
温 RR 
第 3 図 間 贅 病菌 に よる 死亡 率 と 温度 と の 関係 。 破 


線 は 全 死 亡 率 , 実線 は 黄 雷 病 菌 に よる 死亡 率 を 
示す 。 接種 は 1955 年 12 月 18 日 に 行い KiB 
度 区 と は 28 頭 の 幼虫 を 用 らい た 。 
死亡 率 と 死ぬ まで の 日 数 と の 関係 接種 試験 1 ユー3 に 
用 いた 幼虫 は , 高槻 に お いて 越冬 幼虫 の 死亡 虫 調査 ( 和 
田 講 1957)1 で 用 いい 7e i の 問 還 2 の で る SOS 
の 接種 試験 の 間 に は , 幼虫 の 黄 比 病菌 に 対す る 感受 性 に 
は 大 き な 変 化 は な いよ うに 思わ れる 。 そ こと で , 接種 され 
て か ら 黄 Teo eee 
Re, 3 HORMARORR SEAL TMRT S LA 


1955 年 高槻 と おい て 越冬 幼虫 の Kea wee 


195748 3 月 和田 : 


MOL FITS, THOS, 死亡 率 の 高い ほど 死亡 前 期 
潮 の 平均 値 は 小さ く , 歪 度 は 大 きく な っ て いる 。 こ と これ は , 
死亡 率 の 高い 場合 に は 接種 に と 用 いら れ た 浮遊 液 の 江 度 が 
aS, 多数 の 胞子 が 1 幼虫 に 侵入 する 機会 が 多く な る た 
9 の あの ろう 8 


20 40 60 80 100 
% tC RB (%) 


BAN 死亡 率 と 死ぬ まで の 日 数 と の 関係 。 
接種 試験 ユー3 の 結果 を まとめ て 示す 。 
胞子 浮遊 液 の 濃度 と 死亡 率 と の 関係 接種 試験 ユー3 
YAK DG, 接種 に 用 いた 胞子 の 浮遊 液 の 濃度 (1cc 当 
の 胞子 数 ) と 死亡 率 の probit の 間 の 関係 を 図示 し て 
Bx, 大 体 直線 関係 が 認め られ る (第 5 図 )。 Brarp 
(1944) は マメ コガ ネ Popillia japonica D Hit 
‘acillus popilliae を 注射 し て も, LOPITC OMA 
混ぜ 幼虫 を その 中 に 入れ て お いて も , 細菌 の 数 の 対 
と 死亡 率 の probit の 間 に は 直線 関係 が ある と 報告 し 
mo4, £72, MoConnent & (1954) tz, ,U 72 
ガ Pyrausta Sigic の 幼虫 K Bacillus thurin- 
ensis を 食物 と と も る に 食わ せ , や は り 同 様 の 関係 を 得 
いる 。 こ の よう な 関係 は 割合 広く 見 られ る 現象 の よう 
DoT, 愉 病 隆 が 個体 に より 大 きく ちがう こと を 示し 
WSo 
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4 5 6 i 
浮遊 液 1cc 中 の 胞子 数 の 対数 


第 5 図 胞子 浮遊 液 の 濃度 と 死亡 率 と の 関係 。 
接種 試験 1~3 の 結果 を ee めで 示す 。 
接種 試験 1; 西宮 株 〇 , 福岡 株 @ 
接種 試験 2 ; る 
接種 試験 3 ; 倉庫 内 幼虫 


» FY 


B BE 
5 虫 に 病原 人 性 を 持っ て いる 糸状 菌 の ほとん ど は 表皮 か 

ら 侵 入 す る が , ミツ バチ Apis mellifera に 寄生 する 

fai Aspergillus 等 間隔 に は 一 般 に 消化 管 を 通じ 

て 侵入 する と 老 え られ て いる (STEINEAUs, 1949), また) 

PUD AA ACHE 2H 5 Cl) 4 AR Beauveria 

bassiana は 通常 表皮 か ら 感染 する が , 消化 管 を 通じ て 
も 侵入 する と 考え られ る 形跡 が ある と いう (LEFEEVRE, 

1934)。 

HERA B=AS1F 2 VICHET SHA, ROL 
な 事実 か ら 考 えて , MPD DTZ ODP GRITIRALAWO 
で は な いか と 思わ 筑 る : 

C1) RA SHES St, 感染 を 受 
Ate SUCHET 423, と これ が 尾 端 か ら 始 まる 
が 非常 に 多い 。 

(2) 釜 野 ら (1955) と よれ ば , 幼虫 体 の 背部 , MIB, 
肛門 部 に 胞子 の 浮遊 液 を 塗布 接種 し た 場合 , 肛門 部 に 
接種 し た 区 の 幼虫 の リ り s が 死亡 し た だ け で , 他 の 2 区 か 
ら は 1 頭 の 死亡 個体 る 現われ な か っ た 。 

(3) 部 燥 し た 菓 と と も に 幼虫 を 入れ , dl at A 
りか け て や っ た 所 , AFIT SME F CHS 


< けた 幼 躍 は まず 紫 
er 
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えら れる の に , 少数 で は ある が , WRAAITE OME 
虫 が 現われ た 。 


Lau, RG 954) は) =ALAF 2VOMRE 
アル ミナ 粉 で 転 控 し , ある い は 四 塩 化 炭 素 で 幼虫 の 背面 


ie 


に 対す る 穫 病 性 が 高まる と 報告 し て いる の で , 外部 皮膚 
表面 か ら の 侵入 る 考え られ る 。 そ の と き は , MRR 
表面 に 傷 を 受け て いる か どう か が 大 き な 問 題 と な ろう 。 
立石 ら (1952) は 関係 湿度 が 70~80 % CBW DAD 
寄生 に 好適 で あろ うと し , 釜 野 ら (1955) は 多湿 ほど 都合 
が よい で あろ うと 述べ て いる 。 筆 者 の 実験 で は , 幼虫 を 
胞子 の 浮遊 液 に 浸漬 後 与え る 薬 の 乾 混 に よっ て は , HOA 
率 じ に 大 き な ち が い は 見 られ な か っ た 。 し か し , Home Lic 
薬 と と も る に 幼虫 を 入れ , 胞子 を その まま ふり か ける と , 
黄 杉 病菌 と に よる 死亡 虫 が 生じ し た が , その 数 は , 接種 試験 
を 行っ た 場合 より は る か に 多数 の 胞子 が 幼虫 に 接触 し て 
いる と 考え られ る の に , 非常 に 少な か っ た 。 そ れ あ ゆえ , 
先 に 述べ た よう に , RRA ORITIZA L Bl BAR b 
っ て , そこ に 胞子 が 存在 すれ ば 外界 の 湿度 に あま り 影 線 
され ず , 幼虫 を 胞子 の 浮遊 液 に 浸漬 する と , 胞子 が その 
WAICRAITES SEW CLEEABAGLHNS, UPLE 
D6, RUA ORY tm ¢ OERisdo7s 0 HHET, 
今後 の 問題 と し て 保留 せ ぐ る を 得 な い 。 


Be 約 


黄 媒 病菌 の 発芽 , 発育 に と っ て の 最適 温度 は 28°C 前 
後に あり , 接種 試験 の 結果 と よい 一 致 を 示し た 。 

関係 湿度 が 93 以上 で は 胞子 の 発 挟 が 見 られ た が ), 
81 ZAP CS RV 

fa TT Cis A EPL OD る 秋 に 多く 発生 す 


Summary 


Experimental Studies on the Factors Affecting the Infection of the 


Yellow Muscardine Fungus to the Overwintering Rice Stem Borer. 
by Yoshito Wapa 


(Entomological Laboratory, Kyoto University, Kyoto) 


The yellow muscardine fungus, Jsaria farinosa, 
is pathogenic to various insects and is recognized 
to be one of the most important factors controlling 
the overwintering rice stem borer, Chilo suppres- 


salis. In this paper, the factors that affect the 


る と いう 報告 が ある が , 西宮 地方 で は 春の 終 か ら 夏 の 初 
め に か け て 多く 見 られ る 。 こ の ちがい が 地方 に よる 黄 殖 
病菌 の 病原 人 性 の ちがい に よる の か と 思っ て , 接種 試験 を 7 
行っ た が 相違 は 見 られ な か っ な た 。 | 
接種 に 用 いた 胞子 の 浮遊 液 の 濃度 の 対数 と , FCO | 
probit と の 間 に は 大 体 直 線 関 係 が 認め られ た 。 
高 濃度 の 胞子 の 浮遊 液 を 幼虫 に 接種 する と 死亡 率 が 高 
《 な る が , それ に 伴っ て 幼虫 の 死亡 前 期間 の 平均 が 短く , 
その 答 度 が 大 きく な る 傾向 が 認め られ た 。 
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infectivity of the yellow muscardine against the 

overwintering rice stem borer are dealt with. 
The optimal temperature for the germination of 

spores or hyphal growth of this fungus was ca. 


28°C and this coincides with the result of an 


19574F 3 月 和田 : 


inoculation test made by dipping the larvae into 
the spore suspension in a series of incubation 
temperatures. 

Spores of the yellow muscardine on a slide-glass 
were able to germinate under the relative humidity 
of 100 or 93 per cent, but all spores failed to 
germinate when the relative humidity was less 
than 81 per cent. As for the effect of relative 
humidity on inoculated larvae, further investi- 
gations were warranted. 

Although it is reported that in Fukuoka district 
the yellow muscardine is more prevalent in autumn 
than in spring or summer, the infectivity of the 
fungus obtained from the dead larva of the rice 
stem borer in Nishinomiya district where the 
yellow muscardine appeared on larvae in late 


spring or early summer did not show so much 
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difference from that of the fungus in Fukuoka. 

When the larvae were dipped into the spore 
suspension of the yellow muscardine, a linear 
relationship was obtained between the probit of 
larval mortality due to the infection of the fungus 
and the concentration of the suspension (spore 
number per cc) in logarithmic scale. This may 
justify saying that considerable variation exists 
in the susceptibility of the larvae to the yellow 
muscardine. 

The mortality of the inoculated larvae varied 
widely according to the concentration of the spore 
suspension used. The survival duration of the 
larvae, which were dipped into the higher conc- 
entration of the suspension, was shorter on an 


average and its “skewness” was larger. 


Ly 
iD 
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Buickenstarr, C.C., D.D. Morty and G.W. Bur- 
ron (1954) : Effect of rates of nitrogen application 
on green bug damage to oats, rye, and ryegrass. 
Agron. Jour. 46(7):338. 

BxeEUT 0, 25, 100 2 kU 200 lb/acre DHAC 
施肥 し た 賠 場 に それ ぞ れ Abruzzi rye, Southland 
oats, お よび Italian ryegrass を 栽培 し , ム ギ ノ アブ プラ 
害 葉 を 調査 し た 。 oat 
BEU rye で は 了 アブ ラム シ の 害 が 多かっ た が , その 程度 
は 無 室 素 区 で 最も 著しく , 窒素 の 施用 量 の 増加 に 伴っ て 
減少 し た 。 と の 結果 は Aranr and Jones (J. econ. 
Ent. 44:121—122, 1951) が Victorgrain oat で 得 た 
結果 と 全く 一 致し て に る 。 し か し ryegrass Cis BF hit 
用 量 に 関係 な く ア ブラ ムシ の 害 は ほとん ど み られ な か っ 
た 。 ( 農 技 研 平野 千里 ) 

ミミ ズ の クチ クル の 化学 的 組成 


ムシ Toxoptera graminum ji; 


Watson, M. R. and R. H. Smira (1956): The 
chemical composition of earthworm cuticle. 
Biochem. Jour. 64 (1): 10 (proc. ). 


ミミ ズ の 1 種 Lumbricus sp. の クチ クル の 広 解 X 線 
回 折 像 が , 短 椎 動物 の 結 締 組織 の 繊維 質 側 白 で ある コラ 
—PUOZNMEFRRICECMCTHKOC, CHEO(I“LS 
J 組成 に つら て 比較 し て みた 。 クチ クル の 約 80% 57% 
白質 で あぁ あり, 残り の の 大 部 分 は 窒素 を 含ま な らい 多糖 質 で あ 
っ た 。 蛋白 質 を 構成 する アミ ノ 酸 は グリ シン (24.6%) 
が 多く , コラ ー ゲ ン と 似 て いる 。 無 極性 側 鎖 を も つ ア ミ 
MD ES NR EDT ER TD 
ン は コラ ー ゲ ン 以 外 の 壇 白 質 に は 少量 し か 存在 し な いらい イ 


+S 


ミノ 酸 で ある が , クチ クル に は 多量 に 存在 し (12.6%), 
その オォ キシ プロ リル 残 基 は コラ ー ゲ ン よ り も 多 ら に らく らい 
で ある 。 


WI EAE D TE 
E42 (8.1%) PAVA= 
vy 6.0%) ODFBBIF 7 VCE —-F, 1. 7B CH 
ATUNY C227 F FV CLINE E, tak: 7 
ミノ 酸 で ある リジン (2.522) や アテ アルギニン (6.52%) は ク 
FIVEYAI—FVYICSWTERBECH So 

( 農 技 研 SABRE) 
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ナチ ナ モ グリ バエ の 生態 , 特に 溢 葉 行動 


¥ A He 
私 前 大 学 野辺 地 分 校 


筆者 は , 1956 年 , 5 月 25 日 か ら 約 15 日 間 に わ た っ て , 
アブ ラナ Brassica campestris し . の 葉 に 洪 入 寄生 し て 
いる ナ モ リバ エ Phytomyza atricornis Mgiragk の 生態 
に つい て 調査 し た 。 調 査 の 初期 は 遇 が 542 で 他 は いろ 
いろ な 発育 時 期 の 幼虫 , 後期 は 812 pH C tht, 
と いう 3 個体 群 の 構成 で あ っ た 。 調 査 し た 葉 は 開花 し た 植 
物体 の 中 位 に た 附 着 し , 面積 が ほぼ 同一 の も の で ある 。 洪 
工人 性 害虫 の 洪 葉 行動 に 対す る 棲息 密度 の 影響 の し か た に 
DWT, その 一 面 を 明らか に する こと と が で きた 。 人 防除 に 
BU CHERU な けれ は 大 な い 涼 8 含ま 4 で いる 中 わ 
れる の で 簡単 に 報告 する 。 

wm A 場 所 

洪 入 場所 は 菜 の 周 辺 部 の , 主として 裏側 で , 表側 か ら 
侵入 する る も の は きわ め て 少な い 。 ま た 洪 入 場所 が 葉 の 表 
裏 い ずれ の 側 で ある か と いう こと と 葉 当 り 棲 息 密度 と に 
は 関係 が な い (いずれ も 第 1 表 )。 潜入 し た 場所 は 表皮 


RIK 葉 の 裏側 か ら 侵 入 し た も の の 
百分率 と 葉 当 り 棲 息 密度 と の 関係 


3 


@aee| 1 | 2 | a| 5 | 6 | oat 
RAHA 75.0 81.6 85.7 76.9 80.6 83.3 80.8 
SWELL 12k 5 EL 1 OS BLTS. 
324) OR ARE 
SEY 0 AEA ARO BE i 29H 1 CARL ie 1 
SHEAN TOD oR SHH (200 1K) DO 3% 
NT, ほとん どの 菜 は 寄生 され て いる 。 最 も 寄生 数 
の 多い の は 3 LARC, 葉 当 り 10 Lek COAT D> 
な り 多 い 。 最 高 の 寄 生 は 18 Michi ks, 
溢 葉 7 
一 般 習性 解 化し た 幼虫 は 発育 の 全 期間 を 通し て 業 の 
表側 か 裏側 の 組織 の 一 方 を 食害 し な が ら 洪 行 す る 。 か な 


ON NG EP Oa CO 


4 ORE 


第 1 図 葉 当 り 寄 生 個体 数 の 頻度 分 布 


5 TRE BIRT TD ITHIILROREO—-FOM CAB 
OMe TP 2 BL, FAITE 6S a CHFALD Hs wR 


KF Bo KICMFLITIL— FEO FA hg 2% 23 UY CR) DFE 


BIS. BIKA So RITA AS を 食害 し て 
4 T CHET So 

BETHICUS SBBBE 
で の 場合 に つい て , 棲息 密度 が 洪 葉 行動 に 対し て どの よ 


うに 影響 し て いる か を 調べ た 。 さ ら に 多い 寄生 の 場合 は 


溢 孔 が 交差 し て 個体 の 行動 が 追跡 で き な い の で 省略 し 
た 。 な お すべ て の 個体 が 疲 化し た 葉 に つい て の み 調 査 し 
ize 
1) SHO 4] 2 EO [el U MID ALR Cia L iz 8 
DO: 前 記し た よう に , か な ら ず 葉 の 表裏 の いずれ か 一 方 
の 組織 中 を 洪 行 する が , MHEG WEE COM 2 
か 裏 の 一 方 の 組織 中 の み で 過 し た る も の と 棲息 密度 と の 関 
係 を みる と 第 2 表 の よう ぅ で ある 。 葉 の 表側 の 組織 の みなみ で 
第 2 表 洪 葉 の 全 期 間 を 葉 の 表裏 むず れ か ーー 
方 の 組織 で 経過 し た も の と 棲息 密度 と の 
関係 ( 全 個体 に対する 百分率 で 示す ) 


Hea Ag | | 
wa Se | 1 “ei = (ae a Bs 
_ し た 組織 u Ieee 
# 10.7 8.2/5.7 3:9), D> 8 
x 21.4 36.7 48.6/ 53.8 58.3) 70.8 
| 9 | 54. | 58.3 70.8 


Piet 


終る る の は きわ め て 少な い 。 特 に 密度 が 高く な る に し た 
が っ て 減少 し , 葉 当 9 り 5 匹 以上 の 場合 は その よう ぅ な 個体 
は いな い 。 一 方 , 裏側 の 組織 中 の み で 経過 する も の は き 
わ め で 多く 靖 ま た 前 者 ど は 反対 で 密度 が 高 な る で し 7 
が っ て 多く な り , 6 匹 寄 生 の 場合 で は 70% が 裏側 の み 
で 幼虫 期 を 終る 。 


1 Ecology of Phytomyza atricornis Mrigex with Special References to the Population Density 
Affecting the Mining Activity. By Sadao Hirata, Noheji Branch, Hirosaki University, Noheji, 
Aomori Pref. Japanese Journal of Applied Entomology, and Zoology, vol. 1, no. 1 
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2) 潜行 の 途中 で 葉 の 表側 を 通っ た も の : 上 記 以 外 の 
個体 は すべ て 幼虫 期 の 途中 で 表 っ 裏 , また は その 逆 K, 
ある い は ROKK と いう よう に 洪 行 する 組織 を 変え 
る 。 表 側 の 組織 は 潜行 場所 と し て あま り 選 ば れ な いこ と と 
が 前 記 の 結果 で わか っ た 。 そ と で 洪 行 の 全 期間 を 大 ま か 
に に 初期, 中期 , お よび 後期 の 三 つ に 分 け て , どの 時 期 に 
最も 多く 表側 を 通る か , また その よう な 行動 と 密度 と の 
間 に ど の よう な 関係 が ある か を 調べ る と , 第 3 表 に 示し 
た 結果 が 得 ら れ た 。 


第 3 表 洪 行 の ある 時期 の み 表 側 の 組織 中 を 通 
っ た も の , お よび 晴 化 前 の み 裏 側 の 組織 に 


白 = es は HL ATO & ~ 55 
a | maemo BNO S| ata 
ae | 個体 数 | 初期 中 期 | 後期 そら けし た | opey 
e28464 | 10.7 |" 35.7 9.9 
Be 5057.11 2605 | 8.2). 12.2 7.2 
Peetse 137.1 | 92/9186 | 11.4 7.0 
Me i) 62 | 33.1 |-25.0 |. 5.8.).10.4 6.5 
5 | 40 | 38.9/11.1| 0 114 7.0 
6 | 36 | 29.21 4.2\| 0 8.3 515 


いずれ の 密度 の 場合 で る 潜行 の 初期 に と お いて 表側 の 組 
RP を 洪 行 する る も る の が 多く , 後期 と な る ほど 少な い 。 棲 
息 密 度 別 に は , どの 時 期 で る 密度 が 高い 場合 に 表側 を 洪 
得する も の が 少な い 。 ま た 幼虫 期 の お お むね 末期 まで 表 
側 の 組織 中 を 洪 行 し , VED ELA IT EMID ALR RITA 5 
た も の が ある が , その よう な 個体 は 密度 の 高い 場合 に 少 
な いて ( 同 表 )。 逆 に 裏側 の 組織 か ら 遇 化 直 前 に 表側 の 組 
潤 に 入っ た も の は な か っ た 。 な お 前 者 に つい て 裏側 の 組 
RITA 5 CGD WFLAD BED 数 を 調べ た が CZ), 
密度 の 低い 場合 に 多く , BEDE SAITO TH 
な くれ く な っ て いる 。 閥 の 数 の 多少 は その 場所 で の 滞在 時 間 
の 長短 を 示し て いる と みな され る 。 

以上 の 結果 を まとめ る と , ナ モ グ リ バエ は 洪 葉 の 初期 
に は 葉 の 表側 の 組織 中 を 潜行 する る の が 多い が , 発育 に 
も % な っ て 裏 側 の 組織 中 を 溢 行 する よう に な る 。 発育 に 
と も な っ て 葉 の 裏側 の 組織 中 を 潜行 する よう に な る こと と 
は , この 組織 の 植物 学 的 構造 が 漆 行 行動 その も の に と っ 
て 適し て いる た めか , ある い は 栄養 条件 の ちがい に 支配 
國 れ る か の いす ずれ か に まる と 考 ら れる が , 密度 が 高い 
aT か ら 裏 側 の 組織 中 を 潜行 する よう に な る こと と 


は , 前 者 の 理由 に よっ て 行動 が 影響 され る とこ と の 方 が 大 
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きい こと こと を 示し て いる 。 旦 期 に 表側 の 組織 中 を 溢 行 する 
個体 が 多い の は 侵入 場所 が 関係 し て いる と 思わ れる 。 ま 
た 密度 が 高く な る と し た が っ て 早く か ら 裏 側 の 組織 を 溢 
行 す る る の が 多 《\ な る と と は , 閥 数 の 多少 て よっ て 示さ 
れ た 結果 と と も る に, 棲息 密度 は 洪 葉 行動 に 強く 影響 し , 
早く か ら 行 動 場所 の 自由 な 変換 を 制限 し , 個体 間 で 洪 行 
場所 を 避け 合う よう に 働く と こと を 示し て いる 。 さ らら に, 
密度 の 高い 場合 に 発育 に 伴う 個体 の 行動 性 の 変化 が 時 間 
AITHEDPD Clk WPL CE ABAGLNSD, その 
RAIL OV TIL FROM AIT Fe MUF TG 7, 


A ARE Coccophagus クロ ヤ ャ ドリ コバ チ 属 
( 新 称 ) と その 寄主 ! 


VA 
愛媛 大 学 農 学部 昆虫 学研 究 室 


Coccophagus クロ ヤマ ャ ドリ コバ チ 属 ( 新 称 ) の 寄生 蜂 
は 世界 に 広く 分 布 し , 現在 まで に 明らか に され た 種類 だ 
け で も 百 数 十 種 に る 上 る 大 き な 群 で あり , そし て これ ら 
は ペン 還 な が の ん る 
科 (Coccidae) に 寄生 する 重要 な 天敵 で る ある 。 

日 本 に 朱 ける クロ ヤ ャ ドリ コバ チ 属 に 関す る 最初 の 記録 
は Nakayama (1921) が Coccophagus lecanii Firca 
を 報 し た と と に 始ま る 。 Nakavawa の この lecanii は 石 
井 (1923) の C. lecanit と 共に , FIT Ganan (1926) 
(SC japonicus に 記 正 され Fic CompERE 
(1931) (Ck =T C. hawatiensis EH FN&CHS TE 
が 指摘 され た 。 石井 (1940) は ルビー カイ ガラ ムジ シ に 
C. japonicus が 寄生 する と こと を 報 し た が , これ は GAHAN 
(1926) Du. 5 japonicus CH 5T, C. kawaiiensis 
が 正しい 。 私 の 今 ま で の 観察 に よる と C. japonicus は 
比較 的 まれ で ある 。 

松田 (1929) は 台湾 に お ポ お いて, C. hawaiiensis が 
Chrysomphalus ficus ASHMEAD (=Ch. aonidum L.) 
に 寄生 する と と を 報じ た が , Calif. 
Pubns., Ent., 6 (4) : 337, 1937) OECD 
ロ ヤ ドリ コバ チ 属 は マル カイ ガラ ムジ シ 科 (Diaspididae) 
に K は 寄生 し な い の が 普通 で あっ て , 松田 の 寄主 は 傾 問 で 
ある と いわ な けれ ば な ら な い 。 ち な み に Chrysomphalus 
ficus と きわ め て 近 緑 の トビ イロ マル カイ ガラ ムシ Ch. 


Va 
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1 The Japanese Species of the Genus Coccophagus and Their Hosts(Hymenoptera: Aphelinidae). 
By Tetsusaburo Tacurxawa, Entomological Laboratory, College of Agriculture, Ehime University 
Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, vol. 1, no. 1 
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bifasciculatus FERRIS は 日 本 の 至る 所 に 普通 に 産 す る 
Ds, きき の カイ ガラ ムシ か ら ラク グロ イヤ ドリ ココ ベ チ 属 の 羽化 し 
た 記録 は 現在 まで 全く な くさ, 私 も 未だ 羽化 させ た こと が 
US 

Coccophagus yoshidae は Saissetia oleae BERNARD 
DERORATC, か つて 米国 に 輸入 され た て こと が HS 
DB, COACHFAV Cle RIEULE Pak. Har Cit 
Gressitt & (1954) は 日 本 に お いて カン キツ カタ カイ 
ガラ ムシ Coccus pseudomagnoliarum か ら 5 種 の 寄 
生 蜂 を 得 て カリフォルニア に 輸入 し た が , この 中 に ク 
ロ ヤ ドリ コバ チ 属 の 3 種 , すなわち hawaitensis, 
japonicus, 73 kU yoshidae が 含ま れ て お り , いずれ 

6 定着 に 成功 し た と いう 。 

日 本 の クロ ヤ ャ ドリ コバ チ 属 は 全部 で 下記 の 4 種 が 知ら 

4. が つて CompreRE (1931) 73 “ The host records 


of Coccophagus are meager and many of them are 
incorrect, due to unsatisfactory determinations” 


EMBNTLE IIT, HROVAY FY ANF ROFEOR 
PRIEAPADPOARIEHE TCH 9, 日 本 産 の 本 属 の それ % 例 


応用 動物 昆虫 学会 誌 


BlA B1lsz 


外 で は な か うう 72。 REOFEO-KBOPC*«Meit re 
る もの は , 私 が 親しく 確か め る と こと が で きた 寄主 で あり , 
PIONS OFEAANFIAVIAIN THRO F 
同定 に 負う た る の で ある こと と を 明記 し て お きた い 。 


fi OD RFK RK Cle) 


1. HEH (scutellum) と は わずか に 3 対 の 毛 が 生 ず 
る 。 小 憶 板 の 後方 2 は 華 色 ee 2 
IHR WRIT IE BID EDS SD Bcc ee 3 
2. SAO RRMIS RH, PWT OIE AMS BE Be 
hawaiiensis TIMBERLAKE ルル ビー クロ ヤ ドリ バチ 
— HH fi] D JGR BH tt Be fe Eiplataloie sjuisieieieia\ainisie/n\qin{elala\e/avele’a\elo(e/ee(alsvele efetelein\cle(eTslanm 
japonicus ComPERE ニ ホン クロ ヤ ド リ バチ ( 新 称 ) 
3. 小橋 板 の 後方 3/s は 黄色 。 各 脚 の 基 節 は 黒色 , 後 脚 の 
殿 節 は 黒色 で ある が 基部 の み 革 色 , 
…7sh727 ComPEgRE イ シイ クロ ヤ ド リ コバ チ ( 新 称 ) 
—r|\ WB BCE ER CBE STE a cece cece cence eee : 
ee yoshidae NAKAYAMA カイ ガラ クロ コバ チ 4 


1. Coccophagus hawaiiensis TIMBERLAKE, 1926 (ルビ ー ク ロ ヤ ドリ コバ ベ バチ) 


1921 Coccophagus lecanii Nakayama (nec Fircm), Philippine Jour. Sci., 18 (1) : 98. 
1923 Coccophagus lecanii Isum1 (nec Fitcu), Dept. Agr. et Comm. Japan, Imp. Plant Quar. Sta. Bull., 


3 : 86~93. 


1926 Coccophagus japonicus GAHAN (nec CompERE), Proc. Ent. Soc. Washington, 28 : 24. 
1926 Coccophagus lecanii Isuit (nec Fircn), Kontyu, 1 (1) : 31~36. 
1926 Coccophagus hawaiiensis TimBERLAKE, Proc. Hawaii. Ent. Soc., 6 (2) : 315~317. 


1929 Coccophagus hawaiiensis MarsupA, 


1931 Coccophagus hawaiiensis CoMPERE, Proc. U. S. Nat. Mus., 
1932 (a) Coccophagus hawaiiensis Isai1, Icon. Ins. Japonicorum, 
Oyo-Dobuts. Zasshi, 


1932 (b) Coccophagus hawaiiensis Isuit, 


Dept. Agr., Centr. Inst., 


Gov. Formosa., Rept. 39 : 64. 


Uh Cy eas 
: 369. 
AL EUS 


1932 Coccophagus hawaiiensis Futuaway, Proc. Hawaii. Ent. Soc., 8 (1) : 111~120. 
1940 Coccophagus japonicus Isu11 (nec ComPERE), Oyo-Dobuts. Zasshi, 12 (3-4) : 123. 


1942 Coccophagus hawaiiensis FLANDERS, 


Jour. Econ. Ent., 


35 (6) : 831. 


1949 Coccophagus hawaiiensis Yasumatsu et TacrrKawa, Jour. Fac., Kyushn Univ., 8 (2) : 101. 


1950 Coccophagus hawaiiensis Isuu, 


1954 Coccophagus hawaiiensis GREssITT, FLANDERS, 


1956 (a) Coccophagus hawaiiensis TACHIKAWA, Japanese Jour. Appl. Zool., 


Icon. Ins. Japonicorum, reform., 


: 1427. 
et Bartuert, Pan-Pacific Ent., 30 (1) :5~9. 
21°) 128; 


1956 (b) Coccophagus hawaiiensis TACHIKAWA, Oyo-Kontyu, 12 @) elke, 


Hosts : 


* Ceroplastes japonicus GREEN (=C. floridensis ComsT. of Isuir) (AeA 7 a2UvAHIAY) 


see Japan (Ismir, 


1923) 


* Ceroplastes pseudoceriferus GREEN (=C. ceriferus ANDERSON of Tsar) C79) 4 ae) 


eee Japan (Ismrr, 1923) 


* Each host designated with an asterisk is what was confirmed by the author. 


ZOfhlisHe = 
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* Ceroplastes rubens MASKELU (ルル ビー カイガラムシ) Japan (Nakayama, 1921 ; Isr, 1923, 1932(a) 
(b), 1940, 1950 ; Yasumatsu et TACHIKAWA, 
1949) 
Chrysomphalus ficus AsuMEAD (=C. aonidum L.) -++-+-+++-+- Formosa (Marsupa, 1929) 
* Coccus hesperidum Linnh (ヒラ タカ タカ イガ ラム シー Japan (Ismiz, 1926, 1932 (a), 1950) 


Coccus pseudomagnoliarum (KUWANA) (カン キツ カタ カイ ガラ ムン シ ) 
OO Japan; U.S.A. (introduced from Japan) 


(FLANDERS, GRESSITT, FLANDERS, et BARTLETT, 


1954) 
Coccus viridis GREEN A 1 OOO Mela sie.8 sia ¥ oN ieiore cidheioree (aie dares niaiobe ers Hawaii (FULLAWAY, 1932) 
* Metaceronema japonica MASKELL (ツバ キカイ ガラ ムシ ) …… Japan (Tacutkawa, 1956 (a)) 


Phenacoccus pergandei CockERELL (オオ ワタ カイ ガラ モドキ ) 
re eee MOP (08) も Ne feet Japan (Nakayama, 1921) 
* Protopulvinaria fukayai (KuwaNna) (=P. japonica Kuw.) (フカ ヤ カ タ カイ ガラ ムシ ) 
se esi s eevevtcercecsicces Japan (TACHIKAWA, 1936 (b)) 
Pulvinaria aurantii COCKERELL (2 カン ワタ カタ カイ ガラ ムシ ) 
に Japan (Ismir, 1923, 1932 (a), 1950) 
Pulvinaria citricola KUWANACS カン ヒメ ワタ カイ ガラ ムシ )…Japan (Nakayama , 1921) 
Pulvinaria floccifera Westwoop (=P. camelicola SiGNORET of Kuwana) (ツバ キワ タカ ガイ ラム シ ) 
OR Japan (new record::----Matsuyama) 
* Saissetia citricola (KUWANA) (=Takahashia citricola Kuw.; Pulvinaria marginata Ferris) (ヤマ トカ 
DROP aig ON RON aaa d © Deere EEE Japan (new record-::-:: Matsuyama) 
Saissetia nigra NIETNER (クロ カタ カイ ガラ ムシ ) ccs Hawaii (TIMBERLAKE, 1926 ; FUrLAwAy 1932) 
2. Coccophagus ishiii COMPERE, 1931 (イシ イク ロ ヤ ドリ コバ チ ) 
1931 Coccophagus ishiii CoMPERE, Proc. U. S. Nat. Mus., 78 (7) : 103~104. 
1956 Coccophagus ishiii japonicus Tacnixawa, Oyo-Konchi, 12 (4) : 232. 
Hosts : 
Lecanium sp. on Euonimus -----cccccceeeeeeeeeree eee teteereeee tes Japan (Comprre, 1931) 
* Pulvinaria citricola KUWANAC( ミ カン ヒメ ワタ カイ ガラ ムシ )…Japan (Tacurawa, 1956) 
Pulvinaria floccifera WEStwoop (=P. camelicola SIGNORET) (ツバ キワ タカ イガ ラム ン シ ) 
a Japan (Comprrn, 1931) 
kt Pulvinaria idesiae Kuwana (イイ ギリ ワタ カ 4 eDOCS Japan (TAacHikAwAa, 1956) 
k Puluinaria kuwacola KUWANA (クワ ワタ カイ ガラ ムシ ) or Japan (Tacuikawa, 1956) 
3. Coccophagus japonicus COMPERE, 1924 (ニホン クロ ヤ ド リ コバ チ ) 
1924 Coccophagus japonicus CoMPERE, Bull. So. Calif. Acad. Sci., 23 (4) : 122~123. 
1931 Coccophagus japonicus CoMPERE, Proc. U. S. Nat. Mus., 78 (7) : 54~55. 
1942 Coccophagus japonicus FLANDERS, Jour. Econ. Ent., 35 (6) : 831. 
1954 Coccophagus japonicus Grussitt, FLANDERS, et BArtiuerr, Pan-Pacific Ent., 30 (1) : 5~9. 
1956 Coccophagus japonicus TACHIKAWA, Trans. Shikoku Ent. Soc., 5 (1,2): 17. 
Hosts : 


Coccus pseudomagnoliarum (Kuwana) (カン キツ カタ カイ ガラ ムシ ) 
OOO Japan (ComPERE, 1924, 1931 ; Isui, 1932); 


U.S.A. (introduced from Japan) (CoMPERE, 


64 Ho WS A wy BR oF SBE 1s HLS 


1924; FuANDERS, 1942; GRESSITT, FLANDERS, — 
et BARTLETT, 1954) ; 
* Pulvinaria okitsuensis KUwANRA (オキ ツ ワ タ カイ ガラ ムシ )…Japan (Tacurkawa, 1956) 
4. Coccopkagus yoshidae NAKAYAMA, 1921 (カイ ガラ クロ コバ チ ) 

1921 Coccophagus yoshidae NAk ayAmA, Philippine Jour. Sci., 18 (1).: 98~99. 

1922 Coccophagus yoshidae Smita, Mthly. Bull. Cal. Dept. Agric., 11 (11~12) : 793~838. 

1924 Coccophagus yoshidae CoMPERE, Bull. So. Calif. Acad. Sci., 23 (4) : 119. 

1926 Coccophagus yoshidae Isui1, Kontyu, 1 (1) : 31~36. 

1928 Coccophagus yoshidae SMTH et ComPpERE, Univ. Calif. Pubns., Ent., 4 (9) : 263~264. 

1931 Coccophagus yoshidae ComeERE, Proc. U. S. Nat. Mus., 78 (7) : 94~95. 

1932 (a) Coccophagus yoshidae Isutt, Icon. Ins. Japonicorum, : 369. 

1932 (b) Coccophagus yoshidae Isui1, Oyo-Dobutsu. Zasshi, 4 (3) : 151. 

1935 Coccophagus yoshidae CHU et Hsia, Ent. & Phytopath., 3 (20) : 396. 

1940 Coccophagus yoshidae CoMPERE, Hirgardia, 13 (7) : 403. 

1942 Coccophagus yoshidae FLANDERS, Jour. Econ. Ent., 35 (6) : 831. 

1950 Coccophagus yoshidae Isuit, Icon. Ins. Japonicorum, reform., : 1428. 

1952 Coccophagus yoshidae FuxupAa, Kankitsu (Shizuoka), 4 (9) : 34~47. 

1954 Coccophagus yoshidae GRESSITT, FLANDERS, et BarTLerr, Pan-Pacific Ent., 30 (1) :5~9. 

1956 (a) Coccophagus yoshidae TACHIKAWA, Trans. Shikoku Ent. Soc., 5 (1,2) :17. 

1956 (b) Coccophagus yoshidae Tacuikawa, Japanese Jour. Appl. Zool., 21 (3) : 128. 


Hosts : 
Coccidae Sp. i China (CHuU et Hsra, 1935) 
x Coccus hesperidum LINN (ヒラ タカ タカ イガ ラム シ う ーー…… Japan (CoMPERE, 1924, 1931; Isuir, 1926, 1932 


(a) (b), 1950; Naxayama, 1921; U.S.A. 
(introduced from Japan) (CoMPERE, 1924) 
Coccus pseudomagnoliarum (KUWANA) (カン キツ カタ カイ ガラ ムシ) 
ee Japan (ComPERE, 1931) ; U.S.A. (introduced 
from Japan) (CoMPERE, 1924; FLANDERS, 
1942; GRESSITT, FLANDERS, et BARTLETT, 
1954 ; Smiru, 1922) 
* Metaceronema japonica MASKELL (ツバ キカイ ガラ ムシ ) …… Japan (Tacuikawa, 1956 (b)) 
* Pulvinaria aurantit COOKERELL (ミカ ン ワ タカ イガ が ガラ AY) …Japan (Ismir, 1932 (a) (b), 1950; Fuxupa, 
1952) 
* Pulvinaria okitsuensis Kuwana (AYIA AAP FAY) Japan (Tacuixawa, 1956 (a)) 
Note: “In captivity, females [of yoshidae} were seen to oviposit in Saissetia oleae (BERNARD) but 


no progeny were obtained.” (COomPERE, 1931, 1940; Smirn et ComPERE, 1928) 


終り に , ABPICICARSS 73 ESE eB 5 ER RH 仁 , ARRROMmR, ポ ぉ よび 種々 御 助 言 頂 いた 石原 保 凍 
士 に 深謝 の 意 を 表す る と 共に , カイ ガラ ムジ シ を 御 同 定 頂 SEIT (MLL EWS, 
いた 高橋 良一 博士 , SCRRITOUY CART WIZ EA III 


1957.3 月 短 
高田 地方 と お ける イネ カラ バエ 越冬 世代 の 
動態 に 関す る 知見 追補 1 


岩田 俊一 ・ 岸 野 賢 一 ・ 鈴 木 皿 夫 


Ek BALE BARD 


al 
筆者 ら は 田村 と と も る に, 高田 地方 に お ける イネ カラ バ 
DMA REDO 動態 に つい て 報告 し た 中 で (1957), 
解 化 し じ た 幼 虫 は 年 内 に 若干 成長 する が , 2 令 に な る も % 
は ば ご わす か で 大 部 分 は 「 信 の まま 発育 が 停止 し て 
生 状 態 た 入る こと を 明らか に し た 。 そ の 報告 は 主 と し 
KO 31 年 春 に お ける 観察 結果 に る と づい 
る の で ある が , 発育 は 2 令 ま で に 止ま り , 3 令 以 上 
i 
ば , 3 令 幼 虫 と 思わ れる よう な 大 き な 幼 虫 を 年 内 に み 
a と も ある 。 と ころ が 31 年 秋 の 観察 結果 に よれ ば ぼ ば, 
内 に お ける 発育 の 非常 に 6 早い も の が あっ て , 上 記 の 事 
一 部 追補 し な けれ ば な ら な いこ と と が 生じ た 。 こ と こと に 
の 結果 を 予報 する 。 な お 種々 の 御 助言 を 頂い た 田村 市 
郎 博 士 に 厚く 感謝 する 。 


2 
北陸 農 試 の 水田 , CEE Ae HT 3 
生え る スズ メ ノ テ ッ ポ ウ の 中 に は , 年 内 に 出穂 する 
の が か な り 混 っ て いる 。 昭 和 31 年 11 月 8 Ait bac HAE 
種 の 早 植 培 場 跡地 の スズ メ ノ テ ッ ポ ウ の うち , AAR 
パ バエ に よる 被害 世 を きり 開い て みた と こと ろ , 第 1 表 に 
ざれ る よう に 2 令 お よび 3 令 幼 虫 が 発見 され た 。 そ し 
同 表 で わか る 通り , と これら 令 の 進ん だ も の の 寄主 茎 は 
SCHISS AMITIEL TIO, 幼穂 の まだ 形成 され て 
な い 寄 主 の る の は すべ て 1 令 で あっ た 。 し か し 湯浅 ら 
lz kip Pe ches OR OROAXA 
JF yxyRIICBGATAATALSS 
の 発育 状態 a 8 日 調 ) 


= 


ED HH ee eee 
eee ee | ete 6 “lo |: +0 
形成 期 及 び 直 後 5 0 — — = 
7 (1 | 2 1 


調査 被害 茎 に お ける 幼穂 の 形成 未 形 成 の 比 
率 は 園 場 で の 比率 を 意味 し な い 。 


報 65° 


(1940) 49+ ATA LE 幼虫 の 発育 と 密接 な 関 
係 に ある と いっ て いる の で , 上 の 観察 結果 が 前 年 の それ 


と 相違 し て も それ程 重 要 な 矛盾 で は な いと 思わ れ た 。 


3 
前 年 の 結果 か ら 考 えて , 策 3 化 期 の 産卵 期間 の 初期 に 
PESPS AICS, 冬 発育 を 停止 する まで に 受け る 温度 
の 積算 値 が 後期 の る の より 高く な る 。 し た が っ て , と うぅ 
し た 個体 で は 科 ま で の 間 に 2 令 と な る 個体 の 割合 が 多く 
な り は し な いか と 想像 され た 。 そ を それで 昭和 31 年 9 月 29 
日 に カ ラバ エ に よる スズ メ ノ テ ッ ポ ウ の 産卵 株 を, 1 株 
1 卵 と し て 5 万 分 の 1 反 ポ ッ ト に 移植 し た 。 な お 同年 の 
第 3 (CHOPIN AAS 半 旬 の 終り か ら 始 まり , 最盛 
は 1O ae VS aeaeies 
ECA, TDAAA IF y KYO—BS11 FA 
に 切り 開い て みた と ころ , B2RITMANGZEIITHT 
割 が 3 令 又 は 上 疲 ま で 発育 を 遂げ て いた 。 ま た , 10H1A 
第 2 表 9 月 29 日 前 に 産卵 され た スズ メ ノ 
FyRVIICBGAZIANAPIANIO 
Bik C1 A 20 pies 


|e oe | 


ポッ ト 


No. x 数 | Lx ze | la 2 | /23 13 人 i 
1 7 Td tiedevale PRS ONG A limes ea 
2 5 4 | 1 | 9 aa ko 
a ene" | TE 


に 上 記 と 同じ 場所 か ら 同 様 産 征 株 を 移植 し た る の を 11 月 
Gs に 示さ れ て いる よう に 
45 Sy 25 ODS 1 匹 ずつ 発見 され た 。 

KCOMEICSU S6B4AMHSE EVM 20°C OF 
温 器 中 に 保護 し た と と ろ , 12A3 Bic 1 ERD 
し , 以後 12 月 中 に 数 匹 の 雌雄 成虫 が そえ られ た 。 とれ ら 
EEL, LIL, ぞ の 卵 を 芸 に はりつけ だ スズ タフ ノ 

テッ ポ ウ か ら は 傷 葉 が 抽出 し た 。 
第 3 表 10 月 1 日 前 に 産卵 され た え スズメ ノ 
テッ ポ ウ ツウ に お ける イネ カラ バエ の 発育 

状態 11 A 20. AH) 


1 
0 
0 


1Complemental Knowledge on the Development of Overwintering Larvae of the Rice Stem Maggot, 


Chlorops oryzae MatsumuRA, in Takada Province. 
Suzuki, Hokuriku National Agricultural Experiment Station, 


Toshikazu Iwata, Ken-ichi Krsaino and Tadao 
Takada, Niigata Pref. Japanese 


Journal of Applied Entomology and Zoology, vol. 1, no. 1. 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 1 巻 B1S 1957 (1957 年 2 月 23 日 受領 ) 


66 日 本 雇用 動物 昆虫 学会 誌 


調査 時 に は 寄主 の スズ ヌ ノ テッ ポ ウ は 幼穂 の 来 形成 の も 
の ば か り で あっ た 。 Ky }OL %EO FERS AE 
C, BH RB -AVSI RY t4OtH CH 11> 
0.5g の 割 で 施し た の で , 寄主 の 生育 は 畑 に 自生 の も る の 
LO SHERCH oD, と この 点 る 前 年 と 同様 で あっ た 。 


4 


ZT CRIT, 11 21,22 日 に 畑 (Ry HID ARIA? 
Fok Uh ORR 51) ぉ よび 水田 の 早生 品種 の 刈 
跡 1A 8 日 の 調査 と は 別 の 場所 ) か ら ス ズ メ ノ テ ッ ポ 
ウツ の 被害 株 を 抜き 取っ て , 茎 内 の 幼虫 を 調査 し た と ころ, 
第 4 表 に 示さ れる よう に 大 部 分 は 1 令 で , わずか に 247 


BAR 畑 お よび 水田 早生 品種 跡地 に お ける 
RAZAL)P Fy RVIADLAAFNIO 


発育 状態 (11 A 20, 21 日 調 ) 
採集 場所 HK | 茎 数 | RK ig FP 
m | 47 | 104 100 98 2 
水 田 | 23 | 61 52 49 3 


が 発見 され た 。 こ の 調査 と お いて は 畑 の スズ ヌメ ノ テッ ポ 
ウツ は 生育 が 特に 劣り , また 幼穂 の 形成 され た も の は 見 ら 
れ な か っ た が , 水田 の る もの は 穂 ば ら み 期 た 近い 茎 が 少数 
HY, 25HRiSTNCCOL I GHIA SN, 


5 


ポッ ト 栽 増 の ネズ メ ノ テ ッ ポ ウ に お ける イネ カラ バエ 
の 発育 が 昭和 30 年 度 と 31 年 度 で どう し て こと こう 違 っ た 
か;』 31 年 度 に お いて ポッ ト 栽 培 と 畑 じ 自生 の も の と で 幼 
虫 の 発育 が どう し て 違っ た か , まだ 不明 の と と ろ が 多い 。 
調査 し た 畑 か ら は 9 月 29 日 と 10 月 1 旦 に 産卵 株 を 探し 
CH OR IOC, その 畑 で 11 月 21 日 調査 され た 株 
の 産卵 は 10 月 1 日 以後 の % の が 多かっ た で あろ うこ と と 
は 事実 で ある 。 ま た , 寄主 植物 の 生育 速度 ( 新 菜 展開 速 
度 ) が 幼虫 の 摂 食 量 と 関係 が ある と すれ ば , た し か に ポ 
ッ ト の 寄主 植物 の 方 が 生育 は 蜂 盛 で あっ た し , INO 
用 は 栄養 的 に も 寄主 植物 を 変え た で あろ う 。 し か し それ 
ら と 幼虫 の 発育 と の 関係 は まだ 不明 で ある 。 

31 年 度 の カラ バエ 第 3 化 期 の 羽化 期 は 30 年 度 よ 5 50 


BlA BLS 


20 


#3 15 


10 


0 月 11 月 
area a ema OG AE oe ee | et | | pa | b= 
S12 56 23S 


0 


ee 4] 

第 1 図 昭和 30 年 (破線 ) お よび 31 年 ( 実 
線 ) の 第 3 化 期 産卵 期 以 後 11 月 まで の 半 

旬 別 日 平均 気温 の 平均 
2 羽化 終了 日 で 約 10 日 早かっ た が , 調査 に 使っ た 畑 の 請 
RALI Fy RIDKFVSED KOT, BMW tne 
REGS, BRAD 2-4 日 相違 し じ < に すぎ な か ラ うた 
また , 両 年 度 の 第 3 化 期 産卵 時 期 31 年度 は 産卵 初期 ) 
以後 11 月 末 ま で の 気温 を 比較 し て みる と 第 1 図 の よ ょ 3 
ICED, SHELORMABD CH oi. EZKOTT 
と が 或 は 両 年 の 幼虫 発育 に 差 を る も た らし た 原因 と な っ 2 
か も 知れ な い が , 10 月 頃 の 温度 は 春 幼 虫 が 迅速 な 発育 を 
する 時 の 温度 に 対比 し て みて も , 当然 発育 を し て も よい 7 
温度 範囲 で ある 。 
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以上 を 要する に , 筆者 ちら が 他 に 報告 し た よう に K, 高田 

地方 に お いて は イネ カラ バエ の 越冬 世代 幼虫 は 大 部 分 が 
1 令 で 越 人 する が , 一 部 は 2 令 以 上 に 発育 し て 越冬 に 
る が , し か し ある 場合 に は 発育 の 進む 個体 は 11 AP 
旬 に すでに 交 に まで 達する も の も 有り うる と いう て こと を 
追補 し な けれ ば な ら な い 。 
nots wees ee eee 
翌 春 どん な 発育 経過 を た どる か , また , 年 内 の 発育 が ど 
うし て とう 不 そ ろ い に な る か は 現在 な お 実験 中 で ある 。「 
5) ay SO ORK 1 

1) ANTAR: SHR - eEB— (1957) 防虫 科学 
22 : 45~51. [| 

2) Pim + BLA 1940). 応 動 12 : 128~29. 
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SER TE AYEMIC ES Parathion の 


ペー パー クロ マト グラ フィ ー! 


me Jil BS + MeiAIES 
ELK EE SR Be ON Dt FC 


parathion に は 異性 体 お よび 類似 化合 物 が 多数 あり , 
Mercar 5 (1953, 1958a), Gacr(1953), Coor(1954) 
詩 は ペー パー グロ マト グラ ン フン ォ ー に より 数 種 の 化合 物 を 
分 離 確認 し て いる 。 わ れ わ れ $ parathion ぉ よび 混在 す 
る 異性 体 等 を 分 離 検出 する 目的 で 圭 酸 定着 濾紙 を 用 いて 
きき ペー クロ マト グラ フィ ー を 行い , 5 種類 の 化合 物 を 
分 離 検出 で きた の で その 概要 を 報告 する 。 

PeeR EAI (1) p-nitrophenol (P.N.P.), (2) tec- 
hnical parathion (T.P.), (3) technical parathion 
の 蒸溜 残 流 (R.D.) を ゃ を それぞれ methyl alcohol (77¥# 
解 し て 用 いた 。 
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CEPR Te Fe Wa AE AF eG No. 50 を 用 い 井 上 ら (1952) 
DFEITE OPER I. 
展開 落 媒 は (1) n-hexan (b.p. 63~65°C), (2) 7k 
fail 2-hexan, (3) n-hexan : acetic acid : water (10: 
2:1), (A) petroleum ether (b. p.20~60°C) : acetic 
acid: water (10:2:1) SN 

発色 剤 は 5% alcohol PEapHEA ) % FAV IZ. 

CEM TET NIT SIA ST REL, 室温 
で 上昇 法 に より 約 20cm 展開 後 , MeL, 発色 剤 を 噴 
UL, 105°C で 約 5 分 間 加 熱 す れ ば , nitrophenol 部 を 
含む 化合 物 の 存在 する 部 分 は 黄色 を 呈す る 。 
結果 は , 策 1 エ 表 お よび 第 穫 図 に 示す 。 

technical parathion で は 5 spot が 検出 され た 。 


検出 され た 各 spot に つい て , A spot は ば p-nitrop- 
henol, C spot は O, S-diethyl O-p-nitropheny] 
thiophosphate (O, S-isomer), E spot は parathion 
と 考え られ る 。 B spot %kU D spot は 不明 で あぁ る 。 
tas C spot ti T.P.& R.D. £ CSD Rf feasts 


9 17 p-Nitrophenol, technical parathion お よび その 蒸 滴 残 湾 の RF (ik 


VE ii we ee 薬剤 及 薬 量 Rf 値 展開 温度 
処理 No. No. LS A B | Cc D | E 26 
eer ey 50 0 0.02 | | 0.59 22 
ee 100 0 0.05 0.25 | 0.67 19 
” 200 0 0.03 | 0.17 0.62 iz 
op: 10 0.01 | 0.06 19 
= — i= | = 
| EB 50 0 | 0.02 0.48 22 
rs i 100 0 0.04 0.20 | 0.65 19 
” 200 0 0.03 0.13 0.60 17 
R.D. 10 0.01 | 0.05 19 
re nec? | ; = 
| NEN EO al F0 | 19 
| RP 10 2% + ず | 19 
| Pe, 50 0 0.19 0.58 22 
3 wuss | rise 100 0 0. 2iecslt 40, Showy orOs66 19 
|e: 200 > 0.01 0.15 ote) Od 0 62 17 
R.D. 10 0.01 0.25 19 
: 13 50 0 | 0.18 1° 0.68 22 
” 100 0 0.21 (he OZ 19 
4 ” 200 0.01 0.15 0.22 0. 40 0.75 17 
| R.D 10 0.01 0.26 | | 19 
| ; T 100 0 O07 in 0: 11 0.27 0.63 9 
Lis tegen i" 200 0 0.05 | 0.08 0525 U4), 156,70 14 
| に | 
ec eae T.P.. 100 0.01 0.15 0.22 0.46 0.76 13 


tPaper Chromatography of Parathion using the Filter Paper impregnated with Silicic Aid. By 
Masaru Asakawa, and Masana Suwanat, National Institute of Agricultural Sciences, Nishi gahara, 
Tokyo. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, vol. 1, no. 1 

日 本 応用 動 惣 尾 虫 学会 誌 第 1 巻 1S 1957 (1997 41H 19 A th) 


68 日 本 礼 用 動物 昆虫 学会 誌 Bla BG 


3) FLEAS, 野田 万 次 郎 (1952) 農 化 25 : 496. 
4) Meroaur, R.L. and Marcu, R.B. (1953) Sci. 


1 5272 
5) Mercaur, R. L. and Maron, XK. B. (1953a) J. 


Econ. Entomol. 46: 288. | 


Parathion お よび 類縁 化合 物 の 
Rae トク 


E Ee ee ee 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


殺 下 剤 の 微量 検出 潜 と し て の ペー ペパー クロ マト グラ ブ 
法 は 重要 な る も の で あり , 特に 昆虫 の まう な 紙 較 的 小型 の 
動物 に な ける 殺 下 剤 の 体内 分 布 , 代謝 な ど を 調べ る に あ | 
12 5 TlLAA KOF RCH 4S. 


: parathion の ペー ペラ クロ メタ ァ ト グ ダラ ブフ ァ ェ ーー に つい で は 
MrrcaLr & Maron (1953) が silicon 処理 を し た 渡 紙 

) € に よる WHAAZATIEAF AZ sitk5T parathion tt 
びそ の 類 緑化 合 物 を 分 離し て いる 。 Flt Gace (1953) 

B は propylene glycol 処理 し た 濾紙 を 用 いて parathion 


と paraoxon を 分 離し た 。 王 方 割 石 , 大 恵 , 税 川 U954) 
は parathion を デア Yy¥EITK = C SAUK OLRHU 
A て いる 。 ま た Gruow (1954) は 石油 エー テル - エ ー テ ル 
混合 物 で 処理 し た 濾紙 を 用 いて , parathion, DDT, BHC 


PONS: 9 TVR: ae. R.D. 
O.Iug-  50ug- 200ug. 10g. を 分 離し て い Be 
第 1 図 溶媒 (3) に よる paper chromatogram Frort (1956) は 酸性 アル ミナ を 用 い , parathion を 
木 純 物 よ り 人 分離 選 て の ジ ぢ ペー パク マト グラ ブフ か 
る が 同一 物質 と 考え られ る 。 aa 
AAR A C1), (2) は A,B,C の 3 spot pYBAL CO CEH ( Beta wm iTmAC & 4 ¢iBbon 
連続 し た が , (3), (4) は 分 離 が よく RF 値 る 再現 性 が る Meroatr, “ts kU Marcon ZOFIES RAL 2, 3 の 
あっ た 。 改良 を 加え, 更に 市 販 製品 に つい て 適用 し た 例 に つい て 
圭 酸 定着 濾紙 を 用 いる とこ と に より 分 離 る よく , Bead RS 


は っ きり し て いた 。 WEEMS ORAM CIE RF な ぉ 実施 に あたっ て 供 試 化合 物 の 一 部 を 提供 下さ っ た ・ 
値 は 再現 性 が あっ た が , 処理 が 異な る と 第 1 表 の エ , 札 , “RABIES AE, paraoxon を 分 与 下さ っ た 
MO Rf 値 が 異 り 再現 性 が な い の で 未知 試料 に つい SEL AAEM AIL AIA, 小島 建 一 の 両氏 に 深 
て 行う Heals lL MD 5 OBR CHMWALHK 甚 の 謝意 を 表す る 。 


し て 行う 必要 が ある 。 実 験 

S| Fl 3c mR 供 試 化合 物 何れ る も 精製 品 , あ る い は 原 薬 を 使用 し た 。 
1) Cook, J.W. (1954) J.A.O.A.C. 37 : 984, 987. ethylparathion 純度 99.72 
2) Gacr, J. C. (1953) Biochem. J. 54 : 426. methylparathion 原 薬 より 主として Haw OF 


1Paper Chromatography of Parathion and related Compounds. By Hisayoshi Kore, National Insti- 
tute of Agricultural Sciences, Nishi gahara, Tokyo. Japanese Journal of Applied Entomology and 
Zoology, vol. 1, no. 1 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 1 巻 915 1957 (1957 #18 198 受領 う 
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#1 Parathion と その 
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At fol 物 


O, O-diethyl-O- p-nitrophenyl thiophosphate 
O, O-diethyl-O- p-nitrophenyl phospate 
O, O- dimethyl-O-p-nitropheny! thiophosphate 


p-nitrophenol 
O, O- diethyl -O-2-chloro-4-nitrophenyl 
thiophosphate 
O, O-dimethyl-O-2-chloro-4-nitrophenyl 
thiophosphate 
O-ethyl-O-p-nitrophenyl benzene thiophosphate 
p-nitrophenyl acerate 


2 = al | 最適 検出 | 最小 検出 
普 ジジ 
Ek > 4 範囲 Cy) EG) 
parathion 0.02 +0.005*  5—300 10 
| paraoxon 0.085 4 0.013 5—50 if 
methyl- | 0.25 +0.012 | 10—50 5 
parathion 
0.77 +0.013 5—50 i 
ethyl 0 5—50 1 
isochlorothion| 
methyl 0.18 + 0.029 5—50 5 
isochlorothion| 
EPN 0.08 +0.006 5—50 5 
0 60 +0.023 | 10—50 5 


* 標準 誤差 
DO 
paraoxon 純度 不明 , p-nitrophenol を 含ま すず 。 
EPN GEL Or Y)—VC3 BSR, mp. 34°C 
ethyl isochlorothion, methy! isochlorothion 
純度 99.596 Ub 
濾紙 東洋 渡 紙 No. 3, Silicon は KF 96 H (信越 
化学 製 ) を 使用 し た 。 す な ね わ ち 5% 石油 エー テル 次 液 と 
, JICRME ZAC, 室温 に 放置 し , 右 油 テ ー テ 7 
を 蒸発 させ て 後 使用 し た 。 
展開 溶媒 クロロホルム, エタノール , 蒸溜 水 の 人 等 量 
ずつ の 混合 物 の 上 層 を 使用 し た 。 
展開 方 法 上 昇 法 に よっ て 約 35 cm 迄 上 拭き させ る ( 平 
均 室 温 15°C), spot する 液 量 は 0.01ml と し た 。 
| 検出 方 法 Ci) 5 アル コー ル 性 カリ 濾紙 た 噴霧 し 85 
~95° で 加熱 し , Na-p-nitrophenolate の 黄色 を 検 す 
る 
Gi) 同上 spot を Merrcanr お よび Marcu (1953) 
の 方 法 に より 抽出 分 解 し て p-nitrophenol を 定量 する 。 
|. Gil) 7 アズキ ゾウ ムシ に 対す る 殺 躍 試験 を 併用 し た 。 
方 法 は 既報 (小池 1953) の 通り で ある 。 
MRIs LOBR 
実験 結果 は Rf 値 , 認知 限界 量 , BORO, Be 
の 状態 等 を 取り まとめ て 第 1 表 に 示し な た 。 
spot の 検出 法 と し て は p-nitrophenol OF & it よ 
る 方法 (MgrcAvr & Marcu, 1953) BEYE IC EA 方法 
(Grucu 1954, Frorr 1956), diazo Stayk (HIG, 
1954), #1 cholinesilerase 性 に よる 方 法 (Gage 1953), 
bioassay (GRrUcg 1954), #&D ta (Mercatr & Maron 
1953) な ど が ある が こと これら は 目的 に よっ て 選択 応用 
すす べき で あろ 3 う 。 CCC p-nitrophenol HK ei 
いい 部 分 的 に ば アズ キジ ウツ に よる bioassay を 行う 729 C 
の 場合 後者 の 方 が より 鋭敏 で あっ て , 前 者 で 確認 し 得 な 


い "spot の 存在 る 認め 得る 。 

表 に 示し た 最適 邊 囲 や 上 箇 る 薬 量 を 展開 する と 激しく 
tailing する か 大 半 が 原点 に 残存 し た りす る 。 ま た chlor- 
thion, isochlorthion で は 薬 量 に よっ て 或 る 程度 f/f が 
ずれ る の で 更 K 詳 細 に 検討 中 で ある 。 

Cid の 検出 法 で は 加熱 温度 は 100°C が 限度 で あっ 
て , それ 以上 高温 と な る と 試料 が 十分 発色 し な いう ち に 
Silicon 処理 し た 濾紙 と アル カリ か 反応 し て , SMD 
AER LO spot の 識別 が 困難 と な る 。 特に 
isochlorothion, chlorothion な ど で は 80°C 附近 で 十 
分 加熱 し た 方 が 結果 が よい 。 また 上 の HS 理由 の た め 
GD) 法 に よる 旦 色 が 渡 紙 上 の 時 色 よ り る も 濃い こと が 多 
ars 

Rf 値 は 大 体 Mgrcavr 6 (1953) の 値 に 一 致す る も 
parathion で は や や 低く ,paraoxon,EPN で は 高め で あ 
る 。 実 際 上 各 化合 物 間 の 分 離 は Rf が 近い た め 反 復 展 開 
な どの 方 法 に よら ね ば 困難 で あろ う 。methyl, ethyl |r] 
EADABELA DAC RF 値 は methyl>ethyl で ある 。 
Bead 01589 


paraoxon, parathion る その Rf, 


第 2 表 Parathion ¥L#) (46.6%) の 
2 ペー クベ クロ クイ 
Rf 相当 化合 物 | & 色 |ophenol (2%) 
| ARI 
0—0.02 | parathion |++++) 8.7 - |. 100 
0.02—0:09 | S-ethyl | + | 6.2 | 100 
isomer | | | 
0.42—0. 52 | oo 0 | 3 
0 0 p-nitros | +4 |) 1:69) 5 
phenol | | 
EAC So 


乳剤 に 適用 し た 例 を 第 2 表 に 示し た 。 
と の 場合 parathion, ヵ -nitrophenol の spot 以外 に 
Rf 0.02 一 0.09 に 淡い 旦 色 を 認め る 。 この 部 分 は Me 
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性 か ら 考え て S-ethyl isomer と 考え し か し 
Gi) 法 に よる と parathion 部 程度 の p-nit-ophenol を 
含む に る も 拘 ら ず SAD 淡い こと か ら 考え て 
より アル カリ に 安定 ど 考 えら れる の で この 点 三 致し な 
い 。 一 方 Mgrcarr & Marcu (1953) OF$ig LU CUS RF 
if] (0.42-0.52) (Zit p-nitrophenol 4 殺虫 性 % 認 
め ら れ な い 。 


ES 


parathion 
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Sl 3c 用 ORR 
Frorr, A. (1956) Nature 178 (4530) : 423—424. 
Gacr, I. C. I. (1953) Biochem. J. 54(3) : 426~430. 
Grucu, W. (1954) Naturwiss. 4 : 39~40. 
小池 久義 (1953) WS 9 (2 : 77~78. 
Meroaur, R. L. and R. B. Maron (1953) Sci. 117: 
527. 
割 右 憲一 , 大 恵 正博 , 稲川 茂樹 1954 公衆 衛生 年 報 2 
(2) : 45~46. 


NyF ORBERBIC HII SADMR 
の 作用 


NE IQS) = 


insect embryogenesis. Control of events in deve- 


JONES, Endocrine activity durin 
8 


lopment following the embryonic moult (Locusta 


migratoria and Locustana pardalina, Orthoptera). 


J. Exp. Biol. 33 (4) : 685—696. 
バッ タ の 卵 ヒ における 内 分 泥 系 と し て 脳 , アラ タ 体 , 
ventral head gland (前 胸腺 と 同じ 機能 を 持つ 内 分 泌 


aE) BHASNS, 

本 報告 は バッ タ の 脆 の 後期 発生 過程 に お ける 内 分 泥 系 
の 動き を 結 枝 実験 に より , 観 祭 し た も の で ある 。 

材料 と し て は トノ サマ バッ タ と Locustana pardalina 
を 使っ た 。 ト ノ サ マ バ ッ タ の 卵 を 30C と に おく と , 産卵 後 
8 日 目 (Rise SR) に ventral head gland £77 
タ 体 が 形成 され る 。 9 に ventral head gland は 
最も 活発 と な り 有 礎 脱 皮 (embryonic moult) が 起り ,10 
目 に は 腹 脚 形成 細胞 (pleuropodia) が 活性 化し , メラ ニ 
ン の 形成 が 始ま る 。 12 ARIK? F 7 (serosal 
は 完全 に 消失 し 14 日 目 に は 比 化 する 。 一方 
Locustana pardalina は 卵 で 休眠 する が , と この 時 に は 
まだ ventral head gland は 形成 され ず , 休眠 覚醒 時 
の 用 発 生 の 捧 態 は 前 記 ト ノ サ マ バ ッ タ の 卵 の 3 日 目 と 同 
程度 の 発育 状態 で あり , その 後 は トノ サマ バッ タ の と 同 
様 の 発育 過程 を 示す 

jE O SBIC > TMM OR AHA AD SIE 3S 日前 
SCOMICHLC, 頭 部 と 胸部 , WAL RBRoMome 
実験 を 行っ た が その 結果 ventral head gland は 腺 脱 
上 度 の 時 に 最も 活発 化し , その 後 も 持続 し て 発育 』 


cuticle) ! 


SA SE 


分 滋 す る と と が わか っ た 。 こ と の 脱皮 十分 な 量 の ホル モ 
ン の 分 泥 に よっ て , 腹部 策 節 に ある 腹 肢 形成 細胞 が 活性 
化 さ れ 此 液 クチ クル を 消化 する 酵素 に 作用 する 。 そ れ 故 
に 兼 液 ク チク ル の 消失 は 腹 脚 形成 細胞 の 附近 か ら 後 方 に 
向っ て 進む と と に な る 。 他 方 メラ ニン の 形成 過程 を 見 る 
に , と の 発育 ホル モン の 持続 的 分 淫 に よっ て まず 体 の 尾 
端 部 の 酵素 一 基質 系 が 活性 化し , し だ い に 前 方 に 広がっ 
て 行く と と が わか る 。 と の よう に 後 HH DO FES Ik AS ws 

系 に よっ て 支配 され て い Bo (BOF EP Mth) 


に お ける 栄養 
C. S. (1956) : 


domestica in single-pair culture. Ann. Ent. Soc. 
Amer. 40 (4) : 365—368. 


イエ バエ の 1 WAS 


HAMMEN, Nutrition of Musca 


イエ バエ の 無菌 合成 飼料 で の 飼育 に 2, 三 行 ふれ て い 
る が , 薬剤 の 抵抗 性 等 の 研究 に は , 1 対 飼 育 を する 必要 
が 多い 。 

すべ て の 飼料 に は 1.5% の 実 天 と 0.32 の パラ オキ ン 安 
EBB YF VULATVEMZA HH. "実験 ば 次 の 3 つ に に 分け び 
て 行っ た 。 策 1 の 実験 は , MIR i V7, SIR, ee 
を それ ぞ れ 10 錠 と し , 種々 の 組合 わせ を 作っ た 。 成 下 の 
生存 期間 は blank CHEROAORAGHLED, 他 の 
も の は いずれ も を 差 は 見 られ な か っ た 。 第 2 の 実験 は, TE 
糖 を 0~102 の 範囲 と し , そ の 影響 を 調べ た 。 FEMA 
きせ る と 成虫 の 生存 期間 や 受精 率 は 増加 せ ず , 122 以 上 
と な る と か えっ て 次 世代 の 数 は 減少 し た 。 % CT RICH 3 
DRL CHWHOAR EC RBBROMRe Ri, Te 
LUE CIRERO WER SOMITE RECESS 
らい が , 3.5 2 以上 の 濃度 で は 体重 も 羽化 数 も 減少 し た 。 

(RR SoH) 


: 
: 
} 
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新刊 紹介 


セ ジ ロウ カ お よび トビ イロ ウン カ の 越冬 並び に 第 一 次 
: 生 源 に 関す る 研究 (< ツウ ンカ に 関す る 特殊 調査 中 間 報 告 ) 
害虫 発生 予察 資料 第 56 号 Bo, 287 頁 , 農林 省 振興 
) 植 物 防 疫 課 

ウン カ に つい て は 古く か ら 研 究 が 行わ れ て きた が , 発 
計 祭 技術 の 発展 の た め に 特に セ ジ ロウ カ と トビ イロ ウツ 
カカ の 越冬 と か その 策 一 次 発生 源 に 関す る 研究 が 必要 と 
っ て きた 。 そ こと で 上 農林省 で は 昭和 26 年 以降 発生 予察 事 
の 重点 解決 事項 と し て と これ を 取り あび 特定 府県 に お いじ 
7 調査 , 研究 が 進め られ る と と に な っ た 。 本 報告 は 九州 , 
BRE, 宮崎 , 大 分 , RA, 長崎 , 福岡 , 広島 , AK, 
5 川 。 MASI, FH, 山形 , 秋田 の 各 農 試 で 実施 され た 
eK iS ae UN BRORKRAKRE DEEL C—imic 
まとめ あげ た も の で ある 。 各 県 の 成績 に つら て は すでに 
了 区 協議 会 の 資料 と し て 騰 写 印刷 され た も の が その 主体 
FIL COS, ウン カ 類 の 卵 あ る に は 幼虫 の 形態 に 関 
まる 九州 農 試 の 業績 は , 本 報告 の た め に あら た に 附 加 さ 


hic} の で 注目 すべ き 内 容 を 含ん で いる 。 CREEK) 


rl 


Annual Review of Entomology, Vol. II, E.A. 


STEINHAUS #, A 5 ¥, 4078, Annual Reviews Inc. 
発行 3000 円 (丸善 扱 ) 

本 書 は 昆 虫 学 の 各 分 野 に お ける 最近 の 業績 の 縮 説 を , 
そ ぞ れ ぞ れ の 専門 家 が 分 担 載 筆 し た も の で ある こと と は , 改 
め あて ご 紹介 する まで も ある まい 。 昨年 出版 され た 第 工 巻 
に 引続き , この ほど こと の 第 2 巻 の 出版 を みた わけ で ある 
が 相 変 ら ちず 豊富 な 内 容 で , 匠 学 の 最近 の 研究 動向 を 般 
県 す る に は 愉 好 な 書 と な っ て いる 。 本 書 に 収載 され た 項 
目 と 熱 筆 者 は 次 の 通り で ある 。 


昆虫 体内 の 消化 (D. F. WarernousEe) 昆虫 体内 の 
炭水化物 の 中 間 代 謝 (CM. RocKsTEIN) BHOR)S 
の 生理 (V.B.WiccGLEswortH) 昆虫 頭 部 の 比較 形態 


学 (E.M.DvuPorrz) 細胞 遺伝 学 と 昆虫 分 類 学 (M. 
J.D. Wimimg) 未成 熟 昆 虫 の 諸 性 質 と 分 類 学 的 意義 
(F. I. van EMpen) 社会 性 昆虫 て お ける 階級 の 決定 
(M. V. Brmex) 昆虫 群集 の 動態 CM.E. SoLomON) 
昆虫 と 気候 に 関す る 研究 (W.G. WELLINGTON) £2 
中 の 移住 (CC. B. Wirrrams) 家畜 昆虫 学 の 最近 の 進歩 
(A. W. Linpatist and E. F. KNIPLING), thy a 
バエ 類 に よる 病原 体 媒介 (S.Aprrr and O. THEODOR) 
殺虫 別に 対す る 昆虫 の 抵抗 性 の 遺伝 (J. F. Crow) 

#i ch AIOE RE (PRG BUA) CP. A. Dann) 有 
eR OG & fe ARRHE CE. Y. Spencer and R.D. 
O’BRIEN) 植物 に 施用 し た 浸透 殺虫 剤 の 行動 (3. H. 
Bennett) 殺 忠 剤 の 空中 散布 (F. E. Wetck and 


G.A. Roma) KHICKEUSMOFHL ZOMR 
(J. C. Garnes) ALBANIC KAHN AD ARR 


CL. BROADBENT) TUMIPVITERVAIHOR 
*% (CG. E. Bowarr) CL i 33) 


Jourral of Insect Physiology, B5 判 , Pergmon 
Press (London) 発行 , 1 年 予約 価 7500 円 (丸善 扱 ) 

RMEOLICRRERSOFINMED, この 3 ADS 
年 4 回 発行 の 予定 で 刊行 さむ る と と に な り , と この ほど そ 
の 案内 状 が 英 園 の 出版 元 か ら 届 いら た の で , と れ に よっ て 
ASG OBL CHEE L CBC © 

本 誌 編集 は 昆虫 生理 学者 と し て 令 名 の 高い DETHIER, 
Hinton, LUsrmgr の 3 人 が 担当 し て いる が , 編集 委員 に 
id, と この 道 の 天 家 19 人 が 10 ヵ カ国 か ら 選 ば れ て いて, 我 が 
国 か ら は 福田 宗 一 博士 が その 一 員 に 参加 し て いる 。 

本 誌 出版 の 目的 は 世界 和 名園 の 昆虫 生理 に 関す る 生化 学 
的 , 毒物 学 的 研究 や 形態 の 機能 的 考察 , 生理 学 の 新 研 究 
法 , 技術 な ど に 関す る 原著 論文 を 集録 する に ある と うた 
る 

創刊 号 に は , 小泉 清明 博士 の 昆 下 の 皮膚 リピ ッ ド の 抗 
菌 作 用 に 関す る 文献 を 初め , RICHARDS の 節 足 動物 の 皮 
J} (8188), Case の ゴキ ブリ 神経 と 呼吸 機能 ) その 
他 DETHIER, HASKELL, Brooks, LEGAY, WATERHOUSE 
な どの 系 々 た る 昆虫 生理 学者 の 論文 が 登載 され て いる 。 
創刊 号 に 小泉 博 主 の 論文 が 飾ら れ た と と や , 編集 委員 に 
福田 博士 の 名 が 見 られ る と と は , 我が国 尼 虫 生理 学 発展 
の た め に 誠に 喜ば し い 限 り で ある 。 Lil) 

Specifications for Pesticide, World Health Or- 
ganization (Hf WHO) ifn, A5 I, 4008, 32004 
(丸善 扱 )), WHO 発行 

本 書 は WHO (世界 保健 機構 ) の 殺 忠 剤 専門 委員 会 に 
よっ て 制定 され た 衛生 用 殺虫 剤 お よび その 防除 機長 の 諸 
規格 を 解説 し た 書 で ある 。 

AA 4 BIN, BEA, RBA. 027 A) PRAM. 
防除 機具 と いう 順に 章 を 追っ て 解説 され て らい る 。 収録 さ 
れ た 数 多く の 殺虫 剤 の 規格 解説 は 各 薬 剤 の 有効 成分 , 
有効 成分 の 具備 すさ べき 物理 的 , 化学 的 諸 条 件 お よび その 
RE, SE, 計算 法 , 製品 の 包装 法 , 包装 物 に 記載 
SABER LE, 珠 る 広範 と に 瓦 っ て 詳 述 され て いる 。 
と の よう な 点 か ら み て も , 殺虫 剤 , 特に 衛生 用 殺虫 剤 関 
係 の 研究 や 業務 に 携わる 者 は 一 読 し て お く GE) 
3 。 C Lille 8 55) 


a 


2 時 


報 


日 本 生態 学会 第 4 回 大 会 

BAA RRS Cle, BALERS 4 12,38, 東 
京 教育 大 学 で 開催 する 。 1, 2 両日 は 一 般 講演 お よび 総会 
で , 一 般 講演 は , 植物 と 動物 の 2 会場 に 大 別して 行わ れ 
る 。 3 日 は ジン ポジ ウム で , テー マ は “生物 の 周期 性 ” 
内 容 は 主 K, 日 週 活 動 な ど よ り も 期間 の 長い , 発生 量 の 
年 次 変動 な ど , 長年 月 の 週 期 が 取り 扱わ れる 。 話 題 と し 
て は , 京 大 内 田 俊郎 教授 の 「 動 物 個体 数 の 年 次 変動 の 検 
at! (仮題 ) の ほか , 水産 資源 量 の 年 次 変動 , 植物 に み 
られ る 長年 月 の 周期 現象 , 花粉 分 析 , コマ チ 産 卵 の 月 週 
期 な ど が 報告 され る 。 

昆虫 生理 談話 会 例会 

第 11 回 例会 を 昭和 32 年 2 月 2 日 午後 1 時 半 か ら 東 大 
農学 部 で 開催 , 次 の よう な 要旨 の 講演 が 行わ れ た 。 参 会 
i) 30 名 。 

1. クマ リン 系 殺 最 剤 の 毒 作 属 

EG 草野 忠治 
クマ リン ARMING Warfarin (Ck A REI 30 EO 
PT の 延長 は 一 次 的 に は PTC Cif thromboplastin 因 
¥), SF (prothrombin 転化 促進 因子 ), prothrombi- 
nogen 73 k U prothrombin の 減少 , 
増加 に よる も の で あぁ あり, 三次 的 に は 上 述 の 諸 因 子 の 著 し 
い 減 少 あ る い は 増加 な ら び に fibrinogen, LF,(prot- 
hrombin 転化 促進 因子 ) ぉ よび 血小板 数 の 減少 と よる 
も の で ある 。 そ うし て ,. COR MBIT, 血管 抵抗 
が 減弱 し , 小 血管 の 裂 開 と より , fii, 腸管 その 他 の 各回 
管 に 出血 を 生じ , ees で 赤面 球 数 , ヘマ トク リッ 
ト 値 , catalase 作用 , 体温 お よび 血清 ChE の 減少 tf 
清 amylase et PET SSDS 
考え られ る 。 ま た 中 毒 末期 の hyaluronidase 作用 (in 
vivo) の 著しい 拡散 力 の 増加 , 白血球 数 の 減少 は 細菌 侵 
襲 に 対す る 抵抗 力 の 減退 を 示す る ぁ の と 推察 され る 3 また 
ビタ ミン K, P, C を 投与 し て 死亡 日 数 は 対照 区 と か わ 
ら な い が , 出血 が や や 抑制 され る と と は 血管 抵抗 減弱 の 
機 序 に 密接 な 関係 が ある る の と 考え る 8。 
2. The latent toxicity of insecticides ( 殺 26-1 |(6D) 
溢 伏 毒性 ) vty sv ,y—vy (RKB) 

ミ バエ の 幼虫 を 殺虫 剤 で 処理 する と , 正常 た 羽化 で き 
ず に 死ぬ る の と , 羽化 し て る 3 日 目 ま で に 死ぬ ぬる の と が 
C84. MAO * direct toxicity, 後者 を latent 
toxicity ¢RATZ, PVF Vy, Ju—wFy, 49 


ARE aE ALI Beg Ze Hs & 
(東京 教育 大 農 う 


antithrombin の 


リン な ど は 著しい latent toxicity を 示す 。 
昭和 31 年 度 植 物 防 疲 地 区 協議 会 
昭和 31 年 度 植物 防疫 地区 協議 会 は 全国 6 地区 で 次 の | 


通り 開催 され た 。 
wm | OX BARE A 場 所 
東北 ・ 北 海道 2 月 5~6 日 RMA AE 
関東 東山 2 月 12~13 日 群馬 県 伊香 保 町 横手 館 / 
北 陸 2 月 15~16 日 東京 都 千代 田 区 有楽 町 
農協 ビル 
東海 近 MR 2 月 22~23 日 天津 市 滋賀 会 館 
中 国 ・ 四 国 2 月 27~28 日 高知 市 煙草 会 館 
tu M 3 月 4~5 日 鹿児島 市 自治 会 館 


今回 は 発生 予察 の 技術 的 問題 の 解決 焦点 を 絞り , TE 
発 な 意見 の 交換 が な され 7 が ニカ カス イチ 2 VIC 
は 1 化 期 末期 の 遇 化 率 推 移 か ら 2 (HAO mR A (る 
る い は 50% FWA) を 予察 し よう と の 試み が 各 方 面 で 上 
行わ れ て いる 。 ま た 各地 に お いて , 水稲 早期 栽培 の 普 攻 リ 
WEOHAALLF2VO1-2 (EMRITHEMO HDR 
(759, 最盛 期 の 把握 が 次 第 に 困難 に な っ て き て いる の 
で それ を 発生 予察 上 い が に 解決 すべ きか が 問題 と され | 
た 。 な ね お, いわ ゆる 実験 的 予察 法 に つい で は それ を ET 
れ だ け 箇 易 化 する とこ と が で きる か と いう て こと と , AD! 
実体 を 恵 実 と 反映 させ る た め の サ ンプ リン グ の 方 法 coe 
いて も 色々 と 疑義 が 出 た 。 | 

ッ ウン カカ に つい て は 秋期 水田 ある い は 山地 に 正常 な 発育 
を と げ る と と の 困難 な 未 就 卵 巣 を 持つ 個体 の 出現 する と 
と が 確認 され (北海 道 農 試 , KARR, WER, aE 
fp, talidiem, TUNER), £9 Lic vy ADARBABY | 
意義 の 究明 が 今後 の 課題 と し て 残さ れ た 。 i 

また 神奈 川 農 試 で は トビ イロ ウン カ の 卵 を 被 産卵 植物 


か ら 了 取り出し, 湿 室 状態 の 下 で 越冬 させ る こと に ほぼ ば 成 
DN 
地区 病害 虫 研 究 会 
本 年 度 地区 病害 虫 研究 会 は 植物 防疫 地区 協議 会 に 前後 証 
し て 次 の 如く 開催 され た 。 
地 区 開催 月 日 場 所 
東北 ・ 北 海道 2578 JB I) Ts SS Yin Se eB 
関東 東 ou 2 月 11 日 高崎 市 防疫 会 館 
東海 近畿 2 月 24 日 滋賀 市 滋賀 会 館 
elit 陸 3 月 13 日 新潟 県 高田 市 北陸 上 農 試 
tu M 3A3H RBH Biase 
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な お 昆虫 関係 で 次 の よう な 特別 講演 が 行わ れ た 。 
東北 ・ 北 海道 : 
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欧米 旅行 談 農 技 研 加藤 静夫 
関東 東山 : 
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多年 の 懸案 で あぁ っ た 応用 動物 学会 と 日 本 応用 昆虫 学会 
合同 の 問題 は , 昭和 832 年 1 月 1 日 の 日 本 応用 動物 昆虫 
= 会 の 発足 に よっ て 終結 を みた の で ある が , と の 合同 に 
3 る まで に は , SESE UITR BOS OBNDHdDN 
0 ふり か えっ て その 経過 を みる と , 両 学会 誌 の 会 報 欄 
周知 の 通り , 30 年 3 月 両 学 会 合同 幹事 会 が 開催 され , 
し を 胡 機 と て 合同 事務 は 活発 化し た 。 す な ね わ ち , 4 
[の 数 回 と わたる 会 合 こ と よっ て ,. 合同 準備 委員 会 が 結成 
41, 上 遠 章 氏 を 準備 委員 長 に 推し , 5 月 20 日 第 2 回 準 
PASSE, 合同 後 の 学 会 名 は 全会 員 の アン ケー ト 
調 る こと を 決定 し た 。 その後 幹 事 会 を 経て と この 問題 を 
fae, 31 年 4 月, 第 5 回 準備 委員 会 を 開催 し , 学会 
びに 会 誌 名 お は よび , 和 員 の 選挙 細則 な ど が 決定 され , 
] 年 7 月 30 日 選挙 人 名 簿 ・ 投 票 用 紙 の 発送 を 行い , 8 月 
中 投票 を 締め 切り , 9 月 10 晶 の 開票 の 結果 こと に 会 長 ・ 
議員 の 決定 を みた 。10 月 10 日 新 評議 員 の 最初 の 顔 合 せ 
カカ > ね て , 32 年 1 月 1 日 より 発足 する た め の 人 準備 会 を 開 
学会 連 党 の 中 "なる 席 任 評議 員 5 ZORM, fa 
秦 員 長 ・ 幹 事 そ の 他 役 員 の 推 せ ん を 行 っ た 。 

か くし て , 32 年 1 月 14 日 最初 の 評議 員 会 を 学士 会 館 に 
いて 開催 , 数 年 に わた る 合同 事務 の 経過 を 確認 , 決定 
ここ に 日 本 応用 動物 昆虫 学会 の 発足 を みた 。 

第 1 # 会 


議 員 会 
1 月 14 日 本 郷 学士 会 館 に お ぉ いて 新 学 会 発足 策 1 回 の 評 
上 員 会 を 開催 , 下記 議題 を 評議 し た 。 

な な お, 当日 の 出席 者 は つぎ の 通り で ある 。 

LHe (議長 う , 畑 井 直樹 , 深谷 昌 次 , 福田 仁 郎 , 
福永 一 夫 , 犬飼 哲夫 , 石井 象 二郎 , 伊東 広 雄 , 

弥富 喜 三 , HARTMCHE, 加藤 静夫 , MIR, 
=e, 野村 健一 , 小野 正武 , 尾上 哲之 助 , 
鈴木 照 魔 , 山崎 輝男 ,) (幹事 ) 後藤 昭 , 国井 喜 章 。 
(1) 人 準備 協議 会 協議 事項 に 関す る 件 

31 4-10 A 1047, 農 技 研 に お いて 開か れ た 第 1 


回 準備 協議 会 の 決定 事項 を 確認 し た 。 


(2) 学会 誌 編集 に 関す る 件 
編集 委員 長 選 出 以来 の 経過 報告 が 行わ れ , 
(®), 編集 内 規 ( 案 ) を 検討 し た 。 

(3) 集会 に 関す る 件 

KE, シン ポジ ウム : SEED 本 学会 大 会 は 3 月 29 
日 , 30 日 , 31 日 の 3 日 間 東 京 大 学 農学 部 で 行わ れる 予定 
で , 大 会 準備 役員 会 を 組織 する こと が 承認 され た 。 ま た 
ジン ポジ ウム 委員 より 和 今年 度 ツ メンツ ポジ ウム の テー マ 計 座 
長 講演 者 が 報告 され 承認 ざれ 7 た 。 
例会 : 年 4 回 (2 月 , 6 月, 10 月 , 12 月 ) 開催 の 予定 。 
企画 ・ 運 営 の 責任 者 , 会 員 へ の 通知 方 法 , 会 費 制 度 が 決 
ES 
(4) 准 助 会 員 に 関す る 件 

状 助 会 員 募 集 の 具体 的 事項 に つい て 討議 され , 約 70 社 
に 勧誘 状 を 送る こと が 認め られ た 。 ま た 替 助 会 員 の 待遇 
に つい で 論議 きれ 7 た 。 

(5) 本 年 度 学 会 予算 に 関す る 件 

提出 され た 予算 案 が 検討 され , 若干 の 修正 が 行わ れ た 。 
(6) 昌 本 農学 賞 お よび 学会 賞 等 に 関す る 件 
ee : EE SHEBITOU Cit, 常任 評議 
員 会 で さら に 検討 する と こと に 決っ た 。 (その 後 こ の 件 は 
oo は 見 送る こと に 決定 し 
Es) 

学会 賞 :: 推薦 方 法 と し て は , 
に 決定 し た 。 ま た 本 年 度 よ り 副 賞 と し て 3 万 円 , 記念 品 
は 従来 通り , 旅費 は 別途 志 給 と 決 っ た 。 

C7) 学会 代表 の 海外 派遣 に 関す る 件 

第 4 回 国際 作物 保護 会 議 へ 派遣 する 学会 代表 の 推薦 を 
評議 員 の 投票 に よっ て 行う こと に し た 。 な ね お 1 月 29 日 の 
常任 評議 員 会 で 評議 員 の 推薦 を と り ま と め た 結果 , JOH 
Boek ORF EKER, 応用 動物 部 門 よ り 三 坂 和 英 兵 , 
農薬 部 門 よ り 9 り 長沢 純夫 氏 が 選出 され , 学術 会 議 へ 推薦 さ 
ES 
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第 2 回 編集 委員 会 
昭和 32 年 12 月 21 日 農 技 研 新館 会 議 室 に お いて 開催 
され 第 1 回 の 委員 会 に 引き 続い て 投稿 規定 , 編集 内 規 の 
細目 を 審議 決定 し た 。 な な ぉ 会 誌 の 印刷 所 に つい て は 決定 


し な か っ た 。 (12 月 27 日 の 常任 評議 員 会 で 東亜 印刷 に 決 
x 


日 本 応用 動物 慣 忠 学会 例会 
第 1 回 例会 を 昭和 32 年 2 月 23 日 午後 2 時 か ら 奏 糸 試 
験 場 で 開催 , 次 の よう な 要旨 の 講演 だ が あっ た 。 BAAN 
50 名 。 
1. 二 カ メイ チュ ウ の 休眠 中 枢 系 
RE BK: Se CBR) 
種々 な 内 分 泌 器 官 の 移植 実験 か ら , 休眠 期 ニ カメ イチ 
ュ ウ の 頭 部 内 に 遇 化 を きま た げ る よう な 機構 の 存在 する 
と と を 認め た が , そう し た 機構 の 中 枢 と し て アラ タ 体 を 
問題 に し た 。 
2.” 了 欧米 視察 談 加藤 静夫 CREF) 
約 250 枚 の 天然 色 ス ライ ド を を 用い, カナダ, イ ギリ ジ , 
Pe At eR Oe Ga IE ーー グ 
LOG Pah SO ies SI SS, SA ANOS S 
ける 研究 機関 の 内 容 と 研究 者 を 紹介 し た 。 
=: AR Hh 


新 入 会 員 

堀内 富美 雄 青森 県 南津軽 郡 藤 崎 町 東北 農 試 園芸 部 

HUI] " 定 区 大阪 府 河 内 長野 市 西 代 町 日 本 農薬 KKKK 
農薬 試 

古田 英夫 同上 


ee 


iB 
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KG 俊 市 岡山 泉 玉 島 市 柏島 旦 本 専売 公社 
岡山 た ば こと 試 

三浦 fe 泊 市 耳 原 町 大 阪 府 農 試 

中 曽根 正 一 東京 都 杉並 区 高円寺 ARERR 「 

紫 田 喜久 雄 新潟 市 河 渡 新潟 大 農 

和久 義夫 京都 市 北 区 坂田 町 京都 工芸 繊維 大 「 
繊維 学部 

康彦 東京 都 北 区 西原 農 技 研 

A 晴夫 大 阪 府 河内 長野 市 西 代 町 862 

大 島 康 臣 長崎 県 諫早 市 永昌 町 378 長崎 農 試 

河村 貞之助 松戸 市 戸 定 千葉 大 園芸 学部 

宗 林 正人 大 阪 府 南 河内 郡 美原 町 大 阪 府 大 農 短大 二 
所 変更 b 


LY 


山田 浅 一 愛知 県 海部 郡 美和 村 篠 田 
稲葉 一 男 金沢 市 広坂 通り 石川 県 農林 部 農産 課 " 
木村 雅夫 富山 市 山王 町 37 農林省 富山 統計 調 栓 

事務 所 ; 
東平 地 清 二 沖縄 信 重 山 石垣 市 入 重 山 農林 高等 学校 
田瀬 幸男 鎌倉 市 大 船 岩 瀬 1 の 12 北興 化学 工業 K 

KK 中 央 研究 所 
県 本 OSH 福岡 県 筑後 市 熊野 市 営 住 宅 

会 ¢ 


BUS 輝夫 SBR HRA 1980 1 

九州 農 試 作物 第 2 部 , 熊本 県 菊地 郡 西 合志 局 区 内 

後藤 完 横浜 市 北 区 昌吉 町 慶応 義塾 大 学 
i 

外山 恒 治 毅 橋 市 前 原町 47 


BMD OMS SBM CMe ABUL. BICHOL THA, BR 
効果 を 発揮 する 優秀 農薬 の 研究 生産 に 不断 の 努力 を 続け て お り ま す 
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米国 A.C.C. 社 の 特許 新 農 薬 . 

笑 の ツマ グロ ョ ヨコバイ « RRWO 
ァ アァ ブラ 貝類 ・ SHMIcCAMVwS 0, 
毒性 が 少 い 


安定 性 が あぁ あり, 人 畜 に は 無害 。 RE 
用 殺虫 剤 , RE, 防疫 用 乳剤 と し て 
使用 出来 る 。 (品質 90%UP ) 
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八 洲 化学 工業 株 式 会 計 


東京 郡中 央 区 日 本 橋本 町 1 — 3 
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ie IK & Fi be Se £2 ih OE FE WT dm He we 
標準 寸法 FJ 120cm 奥行 100cm 高 す (有効 120dm 
構成 BRE BU URED 2 FY vy av pee 
使用 温度 AR 0°C~+40°C2.0.5°C 1/sIP Sa BE KT, SIE 
9 15°C 隆 下 
BAK ii~ + 40°C#0.5°C 冷凍 機 な し 
使用 湿度 eM BELT LF Pe We RAINE RE % 48. られ る 。 
夏季 外気 温 30°C の 陸 確 実に 100% 湿度 を 得 ら れる 。 
冷却 方 式 A 型 1/,—P プレ オン ガス 冷凍 機 付 プ テ ン 付 ク ノミ ラー 
BAL Bit7Zk Il CRIS CAH 
MRA HPN 1 7 ey pene 
温度 調節 水銀 レギ ュー レー ター に て , Bee) yp — vey 


( 御 希 望 に 依り 特殊 寸法 温 湿 度 に 製作 致し ます ) 
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(日本 へ リコ プター 輸送 株 式 会 社 ) 
東京 都 港 区 芝田 科 町 ユー3 (飛行 館 ) 
TEL. (59) 5717~8, 3261~7 = 
a2  @ B 
ON リコ プター 使用 事業 
農薬 撤 布 ( 農 ・ 林 業 ・ 果 和樹 園 芸 ・ 都 市 
訪 疫 の 大 面積 防除 に 好適 ) 
電力 事業 GREGG, 水源 地 路 査 , 
物量 運搬 , メッ セン ジャ ー 延 線 そ の 他 ) 
各種 家伝 飛行 , 写真 及び 喘 画 撮影 , 
緊急 連絡 , 空中 物理 探査 , 人 命 救助 , 
各 欄 種 に よる 遊覧 , 借 上 飛 行 。 | 
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本 器 は 農業 技術 研究 所 病 
虫 部 新海 照 民 の 御 発 案 に 
な る も の を 特に 許し を 得 
て 当社 に て 製 作 し 発売 せ 
る も る の に て 全国 農事 試験 
YC SAPO OALET 
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本 社 : 東 京都 中 央 区 京橋 2 の 1 中 央 公論 ビル 
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メタ ンス トッ クス Metasystox 


FRCS BH ホッ プ に は 塗布 


デイ フ テ レ ックス Dipterex 


AVES RICA =2% x 4 chic 1.000% で 有効 
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都 中 央 区 日 本 橋 室町 ニノ ー 


長野 県 農業 試験 場 の 御 報 告 に よれ ば 、5 AA 
ペスト ックス ネー 3 の 1000 倍 液 散 布 の 結果 、 約 40 
日 以 ピ リタ シタ さ ささ プア プラ ふ ジ の 発生 を と 抑 巡 、 控 
菓 の 発生 を 減ら し て いま す 。 

また リン シゴ ハグ ダ = の 夏期 の 大 発生 の 際 、 ペ スト 
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